
社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
六
九
三
）

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
一
八
九
一
年
三
月
一
九
日
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー
移
民
の
父
親
と
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
移
民
の
母
親
の
間
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
（U

niversity of C
alifornia, B

erkeley

）

を
経
て
、
そ
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
卒
業
し
、
一
九
一
四
年
に
法
曹

資
格
を
得
た

（
1
）

。

第
一
次
大
戦
に
従
軍
後
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
議
会
司
法
委
員

会
書
記
官
と
な
り
、
一
九
一
九
年
か
ら
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

（O
akland

）
市
の
検
事
補
を
務
め
、
つ
い
で
一
九
二
〇
年
、
ア

社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所

│
ウ
ォ
ー
レ
ン
第
一
四
代
長
官
の
時
代

│

甲　
　

斐　
　

素　
　

直

﹇
は
じ
め
に
﹈

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
長
官
が
一
九
五
三
年
九
月
八
日
に
急
死
し
た
の
を

受
け
て
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight D

avid E
isenhow

er
）

第
三
四
代
大
統
領
に
よ
り
、
第
一
四
代
長
官
に
任
命
さ
れ
た
の
が
、

ウ
ォ
ー
レ
ン
（E

arl W
arren

）
で
あ
る
。
一
九
五
三
年
一
〇
月

二
日
に
就
任
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
上
院
は
閉
会
中
で
あ
っ
た

た
め
、
彼
の
就
任
が
上
院
に
よ
っ
て
承
認
さ
れ
た
の
は
、
翌

一
九
五
四
年
四
月
一
日
で
あ
っ
た
。

二
三
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
六
九
四
）

あ
っ
た

（
4
）

。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
在
職
中
の
一
九
四
八
年
に
、
ウ
ォ
ー

レ
ン
は
デ
ュ
ー
イ
（T

hom
as E

. D
ew

ey

）
の
副
大
統
領
候
補
と

し
て
合
衆
国
大
統
領
選
挙
に
出
馬
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
民
主

党
の
ト
ル
ー
マ
ン
に
敗
北
し
た
。

一
九
五
二
年
に
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
今
度
は
自
ら
共
和
党
の
大

統
領
候
補
の
一
人
と
し
て
予
備
選
に
出
馬
し
た
。
地
元
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
州
の
予
備
選
で
は
勝
利
し
た
が
、
党
大
会
で
ア
イ
ゼ
ン
ハ

ワ
ー
に
敗
れ
た
。

翌
一
九
五
三
年
に
、
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
の
急
死
を
受
け
て
ウ
ォ
ー
レ

ン
は
、
前
述
の
通
り
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
に
よ
っ
て
最
高

裁
判
所
長
官
に
指
名
さ
れ
た
。
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
は
、
ウ
ォ
ー
レ

ン
が
前
述
の
通
り
、
日
系
人
の
強
制
収
用
な
ど
の
人
種
差
別
的
な

政
策
を
推
し
進
め
た
の
で
「
穏
健
」、
即
ち
保
守
的
な
判
決
を
下

す
で
あ
ろ
う
と
い
う
読
み
か
ら
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
を
最
高
裁
長
官
に

指
名
し
た
と
い
う

（
5
）

。
し
か
し
、
実
は
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
戦
後
、
日

系
人
に
対
す
る
差
別
政
策
は
誤
っ
て
い
た
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
、

深
く
後
悔
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
の
判

例
の
流
れ
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
期
待
し
た
も
の
と
は
全
く
違

う
も
の
と
な
っ
た
。

ラ
ミ
ダ
郡

（
2
）

の
地
方
検
事
補
と
な
り
、
一
九
二
五
年
、
同
郡
検
事
が

他
の
公
職
に
就
く
た
め
任
期
途
中
で
辞
職
し
た
後
を
受
け
て
、
そ

の
職
に
任
命
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
有
能
な
検
事
と
し
て
人
気
を
集

め
、
四
年
任
期
の
こ
の
職
に
三
度
ま
で
選
出
さ
れ
た
た
め
、

一
九
三
九
年
ま
で
在
職
す
る
こ
と
に
な
る
。

一
九
三
九
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
司
法
長
官
の
選
挙
に
、
共

和
党
か
ら
出
馬
し
て
当
選
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
業
務
を
当
時
の

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
が
妨
害
す
る
こ
と
か
ら
、
一
九
四
二
年

一
一
月
に
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事
選
挙
に
出
馬
し
て
、
当
選

し
た
。
一
九
四
六
年
の
再
選
時
に
は
、
共
和
党
、
民
主
党
お
よ
び

革
新
党
の
予
備
選
挙
に
勝
利
す
る
と
い
う
珍
し
い
結
果
と
な
り
、

投
票
総
数
の
実
に
九
〇
％
以
上
の
票
を
集
め
る
と
い
う
圧
勝
で

あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
に
も
知
事
に
当
選
し
た
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
知
事
で
三
期
続
け
て
知
事
に
な
っ
た
人
物
は
、
彼
が
最
初
で

あ
っ
た
。
な
お
、
一
九
九
〇
年
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
憲
法
が
改

正
さ
れ
、
今
後
は
二
期
ま
で
と
さ
れ
た
の
で
、
今
後
は
出
る
こ
と

は
な
い

（
3
）

。

彼
が
、
自
ら
、
そ
の
生
涯
の
汚
点
と
し
て
い
る
の
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
中
、
司
法
長
官
及
び
知
事
と
し
て
、
日
系
ア
メ
リ
カ
人

に
対
す
る
強
制
収
容
を
積
極
的
に
支
持
し
、
推
進
し
た
こ
と
で

二
三
八



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
六
九
五
）

米
国
最
高
裁
判
所
の
最
大
の
汚
点
と
い
わ
れ
る
、
一
八
九
六
年
に

下
さ
れ
た
プ
レ
ッ
シ
ー
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
事
件

（
9
）

判
決
を
、
半
世
紀

ぶ
り
に
書
き
直
し
た
重
要
判
決
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
決
し

て
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
最
高
裁
判
所
長
官
に
な
っ
た
事
か
ら
、
突
然
に

下
さ
れ
た
判
決
で
は
無
か
っ
た
。

第
二
次
大
戦
の
激
闘
の
中
で
、
白
人
と
肩
を
並
べ
て
戦
い
、
互

い
に
命
を
預
け
合
っ
た
経
験
は
、
黒
人
に
、
米
国
民
と
し
て
の
権

利
意
識
を
明
確
に
植
え
付
け
、
そ
れ
ま
で
の
よ
う
な
差
別
を
も
は

や
許
さ
な
い
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、

公
民
権
運
動
は
、
こ
の
時
期
大
き
な
盛
り
上
が
り
を
見
せ
、
そ
の

影
響
を
受
け
て
、
判
例
の
流
れ
は
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
長
官
の
時
代
に
、

既
に
徐
々
に
か
わ
り
始
め
て
い
た
。

1　

ス
ウ
ェ
ッ
ト
対
ペ
イ
ン
タ
ー
事
件

こ
のS

w
eatt v. P

ainter, 339 U
.S

. 629 

（1950

）
事
件
で

問
題
と
な
っ
た
の
は
、
テ
キ
サ
ス
州
憲
法
が
、
白
人
と
黒
人
の
統

合
教
育
を
禁
止
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
、
テ
キ
サ
ス
大
学
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
総
長
の
ペ
イ
ン
タ
ー
（T

heophilus P
ainter

）
が
、

黒
人
学
生
ス
ウ
ェ
ッ
ト
（H

em
an M

arion S
w
eatt

）
の
入
学
を

拒
否
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。

ス
ウ
ェ
ッ
ト
が
職
務
執
行
令
状
（w

rit of m
andam

us

）
の
発

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
辣
腕
の
政
治
家
の
技
量
を
発
揮
し
、
ま
れ
に

見
る
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
で
最
高
裁
判
所
を
率
い
た
。
ウ
ォ
ー

レ
ン
・
コ
ー
ト
は
、
歴
代
の
ど
の
最
高
裁
判
所
長
官
の
下
で
の
法

廷
よ
り
も
リ
ベ
ラ
ル
な
傾
向
を
持
ち
、
人
権
擁
護
の
た
め
の
画
期

的
判
決
を
相
次
い
で
下
す
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
結
果
、
彼
は

「
社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
長
官
（C

hief Justice for S
ocial 

C
hange

）」
と
呼
ば
れ
る
ま
で
に
な
る
の
で
あ
る

（
6
）

。
ウ
ォ
ー
レ
ン

は
、
最
高
裁
判
所
長
官
以
外
に
も
、
様
々
な
社
会
活
動
を
行
っ
て

い
る

（
7
）

。
ウ
ォ
ー
レ
ン･

コ
ー
ト
に
よ
る
、
社
会
を
変
え
た
判
決
は
、
多

方
面
に
わ
た
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、
分
野
別
に
そ
れ
を
紹
介

し
て
い
き
た
い
。

一　

人
種
隔
離
政
策
へ
の
違
憲
判
決

（
一
）　

そ
の
前
史

ブ
ラ
ウ
ン
対
ト
ピ
ー
カ
教
育
委
員
会
事
件
（B

row
n v. B

oard 
of E

ducation of T
opeka, K

ansas,347 U
.S

. 483 

（1954

））

判
決
は
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
に
お
い
て
、
長
年
合
憲
性
が
認

め
ら
れ
て
き
た
人
種
隔
離
政
策
へ
下
さ
れ
た
違
憲
判
決
と
し
て
名

高
い
。
こ
れ
は
、
ド
レ
ッ
ド･

ス
コ
ッ
ト
事
件
判
決

（
8
）

と
並
ん
で
、

二
三
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
六
九
六
）

す
な
わ
ち
、
大
学
院
教
育
を
考
え
る
際
に
は
、
実
質
的
平
等
の

一
部
と
し
て
、
無
形
固
定
資
産
（intangible factors

）
が
考
慮

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
白
人
校
と
黒
人
校
で
は
、
次
の
よ

う
な
違
い
が
あ
る
。

○　

テ
キ
サ
ス
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
一
六
人
の
常
勤
教
授
と

三
人
の
非
常
勤
教
授
が
い
る
の
に
対
し
、
黒
人
ロ
ー
ス
ク
ー

ル
に
は
常
勤
教
授
五
人
が
い
る
だ
け
で
あ
る
。

○　

テ
キ
サ
ス
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
八
五
〇
人
の
学
生
が
お

り
、
そ
の
図
書
館
に
は
六
五
、〇
〇
〇
冊
の
蔵
書
が
あ
る
の

に
対
し
、
黒
人
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
二
三
人
の
学
生
と

一
六
、五
〇
〇
冊
の
図
書
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

○　

テ
キ
サ
ス
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
多
数
の
模
擬
法
廷
が
あ

り
、
ま
た
民
間
や
官
庁
で
弁
護
士
実
務
に
就
い
て
い
る
多
数

の
卒
業
生
い
る
の
に
対
し
、
黒
人
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
に
は
、
模

擬
法
廷
は
一
つ
し
か
無
く
、
ま
た
テ
キ
サ
ス
弁
護
士
会
に
加

入
し
て
い
る
卒
業
生
が
一
名
い
る
だ
け
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
実
質
的
に
平
等
と
い
う
条
件
を
満
た
さ
な
い
の
で
、

入
学
拒
否
は
違
憲
で
あ
る
と
判
断
し
た
の
で
あ
る
。

2　

マ
ク
ロ
ー
リ
ン
対
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
理
事
会
事
件

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
法
で
は
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
場
合
に

行
を
求
め
た
ト
ラ
ビ
ス
郡
（T

ravis C
ounty

）
州
地
方
裁
判
所

は
、
そ
の
審
議
を
な
ん
と
六
ヶ
月
も
行
っ
た
。
こ
れ
は
、
テ
キ
サ

ス
州
に
、
テ
キ
サ
ス
州
大
学
黒
人
校
（T

exas S
tate U

niversity 
for N

egroes （
10
）

）
と
い
う
、
黒
人
専
用
の
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
を
ヒ
ュ
ー

ス
ト
ン
に
作
る
時
間
的
余
裕
を
与
え
る
た
め
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
の
黒
人
専
用
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
の
存
在
を
理
由
に
、

職
務
執
行
令
状
の
発
行
を
拒
否
し
た
第
一
審
裁
判
所
の
決
定
は
、

控
訴
裁
判
所
及
び
テ
キ
サ
ス
州
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
も
支
持
さ

れ
た
。
全
米
有
色
人
種
地
位
向
上
協
会
（N

ational A
ssociation 

for the A
dvancem

ent of C
olored P

eople

＝ N
A
A
C
P

）
に

よ
っ
て
支
援
さ
れ
て
い
た
ス
ウ
ェ
ッ
ト
は
、
こ
れ
に
対
し
て
連
邦

裁
判
所
に
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
プ
レ
ッ
シ
ー
事
件
と
い
う
先
例

を
根
拠
に
敗
訴
し
た
の
で
、
さ
ら
に
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し

た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
全
員
一
致
で
、
下
級
審

判
決
を
覆
し
た
。
そ
の
理
由
は
、
分
離
教
育
が
合
憲
と
さ
れ
た
の

は
、
そ
の
質
が
白
人
校
と
実
質
的
に
平
等
（substantive 

equality

）
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
の
に
、
黒
人
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
は
、
そ
の
設
備
と
教
育
水
準
と
い
う
両
面
に
お
い
て
、
白

人
校
と
は
明
確
な
差
異
が
あ
る
と
判
断
し
た
た
め
で
あ
る
。

二
四
〇



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
六
九
七
）

書
館
内
の
指
定
さ
れ
た
机
及
び
講
堂
の
ド
ア
の
す
ぐ
外
に
置
か
れ

た
机
と
、
き
わ
め
て
限
定
し
た
形
で
施
設
を
提
供
し
た
の
み
で

あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
は
、
改
め
て
連
邦
地
方
裁
判
所
に
対

し
、
彼
が
他
の
学
生
と
完
全
に
対
話
で
き
る
よ
う
に
、
利
用
施
設

の
限
定
を
解
除
す
る
よ
う
に
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
に
命
ず
る
よ
う

申
し
立
て
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
、
そ
の
申
立
て
を
却
下
し
た
。

そ
こ
で
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

判
決
は
、
前
述
の
ス
ウ
ェ
ッ
ト
対
ペ
イ
ン
タ
ー
事
件
と
同
日
の

一
九
五
〇
年
六
月
五
日
に
、
同
じ
く
全
員
一
致
で
下
さ
れ
た
。
そ

し
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
高
等
教
育
を
行
う
公
的
機
関
が
学

生
の
人
種
に
の
み
基
づ
い
て
、
学
生
を
別
異
に
扱
う
こ
と
は
、
第

一
四
修
正
の
要
求
す
る
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
と
判
決
し
た

の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
分
離
す
れ
ど
も
平
等
（S

eparate but equal

）

は
、
高
等
教
育
と
い
う
一
角
に
お
い
て
は
、
こ
の
二
つ
の
判
決
に

よ
っ
て
明
確
に
否
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
残
る
問

題
は
、
初
等
中
等
教
育
で
あ
っ
た
。

3　

ブ
リ
ッ
グ
ス
対
エ
リ
オ
ッ
ト
事
件

こ
のB

riggs v. E
lliott, 342 U

.S
. 350 

（1952

）
事
件
は
、

は
、
州
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
大
学
に
進
学
す
る
に
当
た
り
、

白
人
と
黒
人
が
混
合
し
て
教
育
を
受
け
る
学
校
か
ら
の
進
学
を
禁

じ
て
い
た
。M

cL
aurin v. O

klahom
a S

tate R
egents, 339 

U
.S

. 637 
（1950
） 

事
件
で
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
州

法
を
合
憲
と
し
た
下
級
審
判
決
を
覆
し
た
。

こ
の
事
件
の
原
告
で
あ
る
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
（G

eorge 
M

cL
aurin

）
は
、
す
で
に
教
育
学
の
修
士
号
を
持
っ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
教
育
学
博
士
号
を
取
る
た
め
に
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
大
学
へ

の
入
学
を
求
め
た
が
、
上
述
の
州
法
を
理
由
に
、
同
大
学
理
事
会

に
入
学
を
拒
否
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
は
、
同
法
が

第
一
四
修
正
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
、
同
大
学
へ
の
入

学
許
可
を
得
る
た
め
に
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
西
部
地
区
連
邦
地
方
裁

判
所
に
提
訴
し
た
。
裁
判
所
が
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
オ
ク
ラ
ホ
マ

州
法
を
満
た
す
別
の
施
設
を
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
は
提
供
し
て
い
な
い

と
い
う
怠
慢
に
よ
り
、
彼
の
憲
法
上
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
判
明
し
た
。
し
か
し
、
裁
判
所
は
原
告
が
要
求
し
た
、
差

止
命
令
に
よ
る
救
済
を
行
わ
ず
、
単
に
「
法
律
が
宣
言
し
た
こ
と

を
、
州
は
遵
守
す
る
べ
き
で
あ
る
」
と
判
決
し
た
。

こ
の
判
決
を
受
け
て
、
同
大
学
は
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
の
入
学
を
認

め
た
が
、
彼
に
は
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
に
お
け
る
特
別
テ
ー
ブ
ル
、
図

二
四
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
六
九
八
）

は
、
学
校
内
の
暖
房
の
た
め
、
し
ば
し
ば
森
に
薪
を
集
め
に
入
ら

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
他
方
、
白
人
用
の
学
校
に
は
、
ク
ラ
レ
ン

ド
ン
郡
の
場
合
、
合
計
三
三
台
の
バ
ス
が
通
学
用
に
提
供
さ
れ
て

い
た
。

そ
こ
で
、
ブ
リ
ッ
グ
ス
夫
妻
（H

arry and E
liza B

riggs

）

は
、
他
の
二
一
の
家
族
と
共
に
、
児
童
の
通
学
用
に
バ
ス
を
、
一

台
だ
け
で
も
提
供
す
る
よ
う
に
求
め
た
。
し
か
し
、
地
域
の
学
校

監
督
官
（local school superintendent

）
の
エ
リ
オ
ッ
ト

（R
.M

. E
lliott

）
は
、
バ
ス
の
提
供
を
拒
ん
だ
。
そ
の
理
由
は
、

黒
人
市
民
は
、
バ
ス
を
購
入
す
る
の
に
十
分
な
税
金
を
払
っ
て
は

お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て
白
人
の
納
税
者
に
黒
人
用
の
バ
ス
代
を
負

担
す
る
よ
う
に
求
め
る
の
は
不
公
平
だ
、
と
い
う
事
で
あ
っ
た
。

一
九
四
九
年
に
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
こ
の
訴
訟
を
支
援
す
る
こ

と
を
承
諾
し
た
。
そ
こ
で
、
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
郡
に
住
む
一
〇
〇
名

以
上
の
者
が
ク
ラ
ス･

ア
ク
シ
ョ
ン
（C

lass A
ction

）
を
起
こ

し
た
。
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
か
ら
、
ブ
リ
ッ
グ
ス
の
名
が
最
初
に
あ
げ
ら
れ

た
た
め
、
訴
訟
に
夫
妻
の
名
が
冠
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
訴
訟

に
名
を
連
ね
た
者
達
は
、
次
々
に
解
雇
さ
れ
た
。
例
え
ば
ブ
リ
ッ

グ
ス
夫
妻
は
と
も
に
職
を
失
い
、
そ
の
後
の
一
〇
年
間
は
、
ブ

リ
ッ
グ
ス
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
に
転
居
し
て
家
族
を
養
わ
ね
ば
な
ら

一
九
五
四
年
の
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
の
前
哨
戦
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
事

件
で
あ
る
。
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、
サ
ウ
ス･

カ
ロ
ラ
イ

ナ
州
の
ク
ラ
レ
ン
ド
ン
郡
で
あ
っ
た

（
11
）

。

こ
の
当
時
、
全
米
で
一
七
の
州
が
白
人
と
黒
人
の
分
離
教
育
を

要
求
し
て
お
り
、
サ
ウ
ス･

カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
は
そ
の
一
つ
だ
っ
た
。

同
州
の
一
八
九
五
年
憲
法
一
一
条
七
節
は
「
分
離
さ
れ
た
学
校
が

白
人
及
び
有
色
人
の
児
童
に
提
供
さ
れ
る
。
い
か
な
る
児
童
も
、

他
の
人
種
の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
学
校
に
出
席
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。」
と
定
め
て
い
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
同
州
一
九
四
一

年
法
五
三
七
七
節
は
「
あ
る
人
種
の
生
徒
が
、
教
育
委
員
会
に

よ
っ
て
他
の
人
種
の
た
め
に
提
供
さ
れ
た
学
校
に
出
席
す
る
こ
と

は
違
法
で
あ
る
」
と
定
め
て
い
た
。

こ
の
訴
訟
で
は
、
上
述
の
高
等
教
育
の
場
合
と
は
異
な
り
、
ク

ラ
レ
ン
ド
ン
郡
の
学
校
設
備
が
不
平
等
か
否
か
は
問
題
に
な
ら
な

か
っ
た
。
こ
の
訴
訟
で
、
当
初
、
問
題
に
な
っ
た
の
は
、
通
学
用

の
バ
ス
で
あ
る
。
黒
人
用
の
学
校
は
、
単
に
分
離
さ
れ
、
設
備
的

に
劣
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
通
学
用
の
バ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
に
、
例
え
ば
あ
る
児
童
は
学
校

ま
で
一
八
マ
イ
ル
も
毎
日
歩
い
て
通
学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
な
ど
、
長
距
離
の
徒
歩
通
学
を
必
要
と
し
て
い
た
。
ま
た
児
童

二
四
二



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
六
九
九
）

（O
liver B

row
n

）
の
娘
で
、
小
学
三
年
生
の
リ
ン
ダ
・
ブ
ラ
ウ

ン
（L
inda B

row
n

）
は
、
カ
ン
ザ
ス
州
法
が
黒
人
と
白
人
の
通

学
校
を
分
離
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
た
た
め
、
自
宅
か
ら
わ
ず
か

五
ブ
ロ
ッ
ク
離
れ
た
所
に
白
人
の
小
学
校
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、

二
一
ブ
ロ
ッ
ク
（
約
一
・
六
㎞
）
も
離
れ
た
黒
人
小
学
校
ま
で
通

学
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
オ
リ
バ
ー
は
、
娘
を
近

く
の
白
人
校
に
入
学
さ
せ
よ
う
と
し
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
。

一
九
五
〇
年
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
オ
リ
バ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
な
ど
の

黒
人
の
親
た
ち
に
、
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
よ
う
依
頼
し

た
。
そ
こ
で
一
九
五
一
年
に
、
オ
リ
バ
ー
な
ど
一
三
家
族
三
三
人

が
、
ト
ピ
ー
カ
市
教
育
委
員
会
を
提
訴
し
た
の
が
こ
の
事
件
で
あ

る
。連

邦
最
高
裁
判
所
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
判
決
に

お
い
て
は
、
こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
及
び
上
述
の
ブ
リ
ッ
グ
ス
事
件

に
加
え
て
、
な
お
次
の
三
件
の
事
件
が
併
合
し
て
審
理
さ
れ
た
。

2 　

デ
ィ
ヴ
ィ
ス
対
プ
リ
ン
ス･

エ
ド
ワ
ー
ド
郡
教
育
委
員
会

事
件

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
お
け
る
こ
のD

avis v. C
ounty S

chool 
B
oard of P

rince E
dw

ard C
ounty 

（D
ocket num

ber: C
iv. 

A
. N

o. 1333; C
ase citation: 103 F

. S
upp. 337 

（1952

）） 

事

な
か
っ
た
。

一
九
五
二
年
に
連
邦
最
高
裁
が
事
件
を
審
理
し
た
と
こ
ろ
、
ク

ラ
レ
ン
ド
ン
郡
学
校
監
督
官
は
、
設
備
を
等
し
く
す
る
措
置
を
実

施
し
て
い
る
最
中
で
あ
る
と
主
張
し
た
の
で
、
最
高
裁
判
所
は
、

再
調
査
の
た
め
地
方
裁
判
所
に
事
件
を
差
し
戻
し
た
。
地
方
裁
判

所
が
再
調
査
を
し
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
平
等
に
向
か
っ
て
一
定
の

進
捗
が
認
め
ら
れ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
マ
ー
シ
ャ
ル
（T

hurgood M
arshall

）
弁
護

士
は
、
改
善
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
真
実
か
も
し
れ
な
い
が
、

本
当
の
問
題
は
、
分
離
教
育
が
存
在
し
て
い
る
限
り
、
学
校
は
不

平
等
な
点
で
あ
る
と
主
張
し
、
最
高
裁
判
所
に
再
上
訴
し
た
。

こ
の
上
告
を
受
け
て
、
こ
の
事
件
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
に
併
合

し
て
審
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

（
二
）　

ブ
ラ
ウ
ン
事
件
の
概
要

1　

ブ
ラ
ウ
ン
対
ト
ピ
ー
カ
市
教
育
委
員
会
事
件

こ
の
事
件
も
、
上
記
ブ
リ
ッ
グ
ス
事
件
と
同
じ
く
、
ク
ラ
ス･

ア
ク
シ
ョ
ン
で
、
そ
の
た
め
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
の
最
初
に
来
る
ブ
ラ
ウ

ン
の
名
が
訴
訟
の
名
と
な
っ
た
。

カ
ン
ザ
ス
州
ト
ピ
ー
カ
市

（
12
）

に
住
む
オ
リ
バ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン

二
四
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
〇
〇
）

3　

ゲ
バ
ー
ト
対
ベ
ル
ト
ン
事
件

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
こ
のG

ebhart v. B
elton, 33 D

el. C
h. 144, 

87 A
.2d 862 

（D
el. C

h. 1952

）, aff ’d, 91 A
.2d 137 

（D
el. 

1952

） 

事
件
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
で
一
括
審
理
と
な
っ
た
事
件
の

う
ち
で
、
唯
一
、
原
審
段
階
で
、
原
告
が
勝
利
し
て
い
た
事
件
で

あ
る
。

こ
の
事
件
は
、
正
確
に
言
う
と
、
二
つ
の
事
件
が
複
合
し
て
い

る
。訴

訟
の
名
称
と
な
っ
たB

elton v. G
ebhart

事
件
は
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
州
ク
レ
イ
モ
ン
ト
地
区

（
14
）

に
住
む
八
人
の
ア
フ
リ
カ
系
米
国

人
の
高
校
生
の
親
で
あ
る
、
ベ
ル
ト
ン
（E

thel B
elton

）
及
び

六
組
の
両
親
が
提
起
し
た
訴
訟
で
あ
る
。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
は
、
南

北
戦
争
で
は
北
軍
側
に
属
し
た
州
で
あ
る
が
、
そ
の
州
憲
法
は
、

明
確
に
黒
白
分
離
教
育
を
定
め
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ベ
ル
ト
ン

等
の
子
ど
も
達
は
、
至
近
距
離
に
設
備
の
整
っ
た
白
人
用
の
高
校

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト
ン
（W

ilm
ington

）
に

あ
る
黒
人
用
の
ハ
ワ
ー
ド
高
校
（H

ow
ard H

igh S
chool

）
ま

で
バ
ス
通
学
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
ハ
ワ
ー
ド
校
は
、
デ
ラ

ウ
ェ
ア
州
内
で
た
だ
一
つ
、
黒
人
用
の
大
学
に
進
学
す
る
こ
と
が

可
能
な
高
校
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

件
の
場
合
、
プ
リ
ン
ス･

エ
ド
ワ
ー
ド
郡

（
13
）

の
黒
人
校
で
あ
る
郡
立

モ
ー
ト
ン
高
校
（R

.R
. M

oton H
igh S

chool

）
の
施
設
が
、
き

わ
め
て
劣
悪
で
あ
っ
た
こ
と
が
問
題
と
な
っ
た
。
同
校
に
は
体
育

館
も
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
も
、
教
員
用
ト
イ
レ
も
な
か
っ
た
。
教
室
に

は
机
も
黒
板
も
な
か
っ
た
。
本
来
一
八
〇
人
の
生
徒
の
た
め
に
設

置
さ
れ
た
施
設
で
あ
る
の
に
、
四
五
〇
人
も
在
学
し
て
い
る
と
い

う
大
幅
な
定
員
超
過
状
況
の
た
め
、
一
部
の
生
徒
は
、
校
外
に
放

置
さ
れ
て
い
る
老
朽
化
し
た
バ
ス
の
中
で
授
業
を
受
け
ね
ば
な
ら

な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
学
校
側
の
設
備
充
実
要
求
は
、

全
員
が
白
人
で
構
成
さ
れ
て
い
る
郡
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
拒
否

さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
一
六
歳
の
ジ
ョ
ー
ン
ズ
（B

arbara Johns

）
が

リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
一
九
五
一
年
四
月
に
抗
議
の
た
め
に
ス
ト

ラ
イ
キ
を
決
行
し
た
。
こ
の
活
動
に
対
し
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
が
援
助

を
行
う
こ
と
を
決
め
た
こ
と
か
ら
、
訴
訟
に
移
行
し
た
。
訴
訟
の

名
称
が
、
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ン
ズ
で
は
な
く
、
デ
ィ
ヴ
ィ

ス
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
例
に
よ
っ
て
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
記
載
し
た
際

に
、
最
初
に
来
た
の
がD

orothy D
avis

と
い
う
第
九
学
年
の
女

生
徒
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

二
四
四



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
〇
一
）

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
法
律
が
定
め
て
い
た
、
白
人
と
黒
人
の
別

学
条
項
の
違
憲
性
で
あ
っ
た
。
他
の
事
件
は
州
法
の
違
憲
性
が
問

題
な
の
で
、
第
一
四
修
正
の
平
等
保
障
条
項
が
焦
点
と
な
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
場
合
に
は
、
連
邦
直
轄
で

あ
る
た
め
、
第
一
四
修
正
は
適
用
が
無
く
、
第
五
修
正
の
問
題
に

な
る
。
し
か
し
、
第
五
修
正
に
は
、
第
一
四
修
正
と
違
っ
て
平
等

保
障
条
項
が
無
い
た
め
、
理
論
的
に
は
別
の
問
題
に
な
る
。
そ
の

結
果
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
と
併
合
審
理
さ
れ

た
も
の
の
、
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
と
は
切
り
離
し
て
判
決
が
下
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
四
九
年
以
降
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
ア
ナ
コ
ス
テ
ィ
ア

（A
nacostia

）
地
区
に
住
む
親
の
グ
ル
ー
プ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
教

育
委
員
会
に
、
近
日
開
校
さ
れ
る
予
定
の
ジ
ョ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ス
ー
ザ
中
学
校
（John P

hillip S
ousa Junior H

igh school

）

を
人
種
統
合
学
校
と
す
る
よ
う
陳
情
し
た
。
し
か
し
、
教
育
委
員

会
は
、
陳
情
を
受
け
入
れ
ず
、
同
校
は
白
人
校
と
し
て
オ
ー
プ
ン

し
た
。
そ
こ
で
、
一
九
五
〇
年
に
親
の
グ
ル
ー
プ
が
一
一
人
の
ア

フ
リ
カ
系
米
国
人
の
入
学
を
申
請
し
た
が
、
拒
否
さ
れ
た
。
そ
こ

で
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
。
入
学
を
申
請
し
た
学
生
の
う
ち
、

Ａ
Ｂ
Ｃ
順
で
最
初
に
来
た
の
が
ボ
ー
リ
ン
グ
（S

pottsw
ood 

今
ひ
と
つ
のB

ulah v. G
ebhart

事
件
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州

ホ
ー
カ
シ
ン
地
区

（
15
）

に
住
む
サ
ラ
・
ブ
ラ
ー
（S

arah B
ulah

）
と

い
う
女
性
が
、
そ
の
娘
の
シ
ャ
ー
リ
ィ
（S

hirley

）
が
、
設
備

の
整
っ
た
白
人
専
用
校
へ
の
進
学
を
拒
否
さ
れ
、
同
校
の
傍
に
あ

る
一
ク
ラ
ス
し
か
無
い
有
色
人
種
用
校
に
進
学
さ
せ
ら
れ
た
事
に

対
し
て
提
起
し
た
訴
訟
で
あ
る
。
白
人
校
に
は
通
学
用
の
バ
ス
が

走
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
シ
ャ
ー
リ
ィ
は
、
ア
フ
リ
カ
系
米
国
人

は
乗
せ
な
い
と
し
て
、
そ
れ
へ
の
乗
車
を
拒
ま
れ
、
学
校
ま
で
徒

歩
通
学
を
強
い
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
両
事
件
は
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
衡
平

裁
判
所
に
一
九
五
一
年
に
提
起
さ
れ
た
。
同
裁
判
所
は
、
分
離
す

れ
ど
も
平
等
原
則
は
、
プ
レ
ッ
シ
ィ
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
事
件
に
お

い
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
よ
り
合
憲
と
判
断
さ
れ
て
い
る
の
で
、

下
級
審
と
し
て
こ
れ
を
覆
す
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
つ
つ
、
黒
人

校
と
白
人
校
の
設
備
が
同
等
で
な
い
事
を
理
由
に
、
黒
人
校
の
生

徒
を
直
ち
に
白
人
校
に
統
合
す
る
べ
き
だ
と
判
決
し
た
。

4　

ボ
ー
リ
ン
グ
対
シ
ャ
ー
プ
事
件

い
わ
ゆ
る
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
で
、
直
接
に
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る

の
は
以
上
の
四
件
で
あ
る
が
、
併
合
審
理
さ
れ
た
第
五
の
事
件
が

あ
る
。
そ
れ
が
こ
の
事
件
で
、
こ
の
事
件
で
問
題
に
な
っ
た
の
は

二
四
五
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巻
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二
〇
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五
年
二
月
）

（
一
七
〇
二
）

結
果
、
一
ヵ
月
く
ら
い
入
院
し
て
い
た
ロ
バ
ー
ト･

ジ
ャ
ク

ソ
ン
判
事
が
、
こ
の
判
決
公
表
の
た
め
、
ぜ
ひ
身
支
度
し
て

出
頭
す
る
と
い
っ
て
き
か
ず
、
私
た
ち
全
員
を
驚
か
せ
た
こ

と
で
も
わ
か
る
だ
ろ
う
。
無
理
を
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
、
と
私
は
気
が
か
り
だ
っ
た
。
し
か
し
、
当
の
訴

訟
は
至
極
重
大
な
の
で
、
最
高
裁
全
員
の
顔
ぶ
れ
が
そ
ろ
う

必
要
が
あ
る
。
│
相
手
は
口
を
す
っ
ぱ
く
し
て
い
っ
た
も
の

だ
。
そ
し
て
結
局
、
そ
の
主
張
が
通
っ
た
わ
け
で
あ
る

（
17
）

。」

こ
れ
に
対
し
て
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
述
べ
る
よ
う
な
各
判
事
の
自

発
的
判
断
で
は
な
く
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
強
い
働
き
か
け
の
結
果
で

あ
る
と
主
張
す
る
者
も
あ
る

（
18
）

。
し
か
し
な
が
ら
、
前
述
の
通
り
、

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
は
突
然
に
下
さ
れ
た
も
の
で
は
無
く
、
ス
ウ
ェ
ッ

ト
対
ペ
イ
ン
タ
ー
事
件
以
降
、
全
員
一
致
の
判
決
が
積
み
上
げ
ら

れ
て
き
た
流
れ
か
ら
考
え
る
と
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
こ
の
記
述
を
信

用
し
た
い
。

1　

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
の
内
容

こ
う
し
て
全
員
一
致
と
な
っ
た
裁
判
所
の
意
見
を
ウ
ォ
ー
レ
ン

長
官
自
身
が
執
筆
し
た
。
こ
の
判
決
文
は
、
最
高
裁
判
決
に
よ
く

見
ら
れ
る
難
解
な
言
い
回
し
が
少
な
く
、
複
雑
な
事
実
関
係
は
す

べ
て
脚
注
に
落
と
し
、
簡
明
に
見
解
を
主
張
し
た
も
の
で
あ
る
。

B
olling

）
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
訴
訟
名
と
な
っ
た
。

（
三
）　

第
一
次
ブ
ラ
ウ
ン
判
決

こ
の
判
決
が
下
る
ま
で
の
、
こ
の
事
件
を
取
り
巻
く
最
高
裁
判

所
内
外
の
状
況
に
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
点
が
あ
る
。
こ
の
判

決
は
、
そ
れ
が
下
さ
れ
る
以
前
か
ら
激
し
い
政
治
圧
力
が
加
わ
っ

た
。
例
え
ば
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
は
、
わ
ざ
わ
ざ
ウ
ォ
ー

レ
ン
を
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
招
い
て
、
人
種
隔
離
に
合
憲
判
決
を

下
す
よ
う
、
露
骨
に
働
き
か
け
て
い
た

（
16
）

。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
全
員
一
致
で
違
憲
判
決
が
下
っ
た
経
緯
を
、

ウ
ォ
ー
レ
ン
自
身
は
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
最
高
裁
判
所
と
い
う
団
体
組
織
の
実
に
す
ば
ら
し
い
伝
統

に
従
っ
て
、
裁
判
官
が
一
人
残
ら
ず
自
主
的
に
考
え
て
下
し

た
判
断
の
象
徴
が
、
こ
の
判
決
な
の
だ
。
公
務
員
と
し
て
の

私
の
生
涯
で
、
こ
れ
ほ
ど
、
情
勢
が
重
大
だ
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
構
成
員
が
で
き
る
だ
け
ば
ら
ば
ら
に
な
ら
な
い
で
、

す
な
わ
ち
な
ん
と
か
み
ん
な
が
一
つ
に
ま
と
ま
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
で
、
一
心
不
乱
に
事
件
を
解
決
し
た
人
た
ち
に

あ
っ
た
た
め
し
は
な
い
。
全
員
が
い
か
に
統
一
戦
線
を
張
り

た
い
と
思
っ
て
い
た
か
。
そ
れ
は
、
心
臓
麻
痺
に
襲
わ
れ
た

二
四
六
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る
公
教
育
の
重
要
性
を
論
じ
、
次
の
様
に
言
う
。

「
こ
の
問
題
に
対
処
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
我
々
は
、
時
計

の
針
を
第
一
四
修
正
が
採
択
さ
れ
た
一
八
六
八
年
に
、
あ
る

い
は
プ
レ
ッ
シ
ー
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
判
決
の
書
か
れ
た

一
八
九
六
年
に
戻
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々
は
、
公
教
育

を
そ
の
完
全
な
発
展
と
全
国
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
人
の
生
活

の
中
で
の
今
日
的
位
置
に
照
ら
し
て
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
よ
う
な
方
法
に
よ
っ
て
の
み
、
公
立
校
に
お
け

る
分
離
が
上
告
人
か
ら
法
の
平
等
保
護
を
奪
っ
て
い
る
か
否

か
を
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。」

こ
う
述
べ
て
、
先
に
紹
介
し
た
ス
ウ
ェ
ッ
ト
事
件
や
マ
ク
ロ
ー

リ
ン
事
件
の
判
例
を
紹
介
し
た
上
で
教
育
学
の
議
論
を
展
開
し
、

「
人
種
だ
け
を
理
由
に
彼
ら
（
黒
人
）
を
年
齢
も
資
格
も
同

じ
他
の
者
か
ら
隔
離
す
る
こ
と
は
、
社
会
に
お
け
る
彼
ら
の

地
位
に
つ
い
て
劣
等
感
を
与
え
、
彼
ら
の
心
に
い
や
し
が
た

い
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
し
れ
な
い
。」

こ
う
し
た
議
論
の
積
み
重
ね
の
上
に
、
次
の
様
に
結
論
を
下
す
。

「
我
々
は
、
公
教
育
の
分
野
で
は
、『
分
離
す
れ
ど
も
平
等
』

政
策
は
も
は
や
適
用
す
べ
き
場
面
が
な
い
と
結
論
す
る
。
独

立
し
た
教
育
施
設
は
、
本
質
的
に
平
等
で
は
な
い
。
そ
れ
故

こ
れ
は
、
政
治
家
と
し
て
の
訓
練
か
ら
生
じ
た
文
体
と
言
え
そ
う

で
あ
る
。

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．を
舞
台
す
る
も
の
を
除
く
こ
れ
ら
四
件
の

事
件
を
併
合
審
理
す
る
理
由
に
つ
い
て
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
次
の
様

に
述
べ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
事
件
は
、
そ
れ
ぞ
れ
カ
ン
ザ
ス
州
、
サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
及
び
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
各

地
か
ら
上
告
さ
れ
た
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
事
実
と

異
な
っ
た
地
域
の
状
況
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
統
合

意
見
に
お
い
て
は
、
共
通
す
る
法
的
問
題
を
ま
と
め
て
判
断

す
る
。
各
事
件
に
お
い
て
は
、
黒
人
種
の
未
成
年
者
が
、
そ

の
法
定
代
理
人
を
通
じ
て
、
自
分
た
ち
の
地
域
に
お
け
る
、

分
離
教
育
で
は
な
い
公
立
学
校
へ
の
入
学
許
可
を
得
る
た
め

の
裁
判
所
の
援
助
を
求
め
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
下
級
審
で

は
、
彼
ら
は
人
種
に
応
じ
て
分
離
教
育
を
要
求
し
て
い
る
法

律
の
下
で
、
白
人
の
子
供
が
通
学
す
る
学
校
へ
の
入
学
を
拒

否
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
分
離
教
育
は
、
憲
法
第
一
四
修
正
の

定
め
る
法
の
平
等
な
保
護
を
、
原
告
か
ら
奪
っ
て
い
る
と
主

張
し
た
。」

こ
の
よ
う
に
併
合
審
理
す
る
理
由
を
述
べ
た
後
、
今
日
に
お
け

二
四
七
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い
渡
さ
れ
た
こ
と
に
は
違
い
が
無
い
。

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
言
う
。

「
我
々
は
今
日
、
第
一
四
修
正
の
平
等
保
護
条
項
は
、
人
種

的
に
分
離
さ
れ
た
公
立
学
校
を
州
が
設
置
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
と
判
決
し
た
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
法
的
問
題

は
、
し
か
し
な
が
ら
若
干
異
な
っ
て
い
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．

Ｃ
．に
は
第
五
修
正
が
適
用
に
な
る
が
、
同
修
正
に
は
平
等

保
護
条
項
が
な
く
、
他
方
、
第
一
四
修
正
は
州
に
の
み
適
用

に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
等
保
護
と
適
正
手
続
き
と

い
う
概
念
は
、
い
ず
れ
も
、
我
々
ア
メ
リ
カ
の
公
平
性
の
理

想
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
相
互
に
排
他
的
な
も
の
で

は
無
い
。『
法
の
平
等
保
護
』
は
、
不
公
平
さ
を
防
ぐ
た
め

の
、『
適
正
手
続
き
』
よ
り
も
明
確
な
保
護
手
段
で
あ
り
、

そ
れ
故
に
我
々
は
両
者
が
常
に
相
互
互
換
的
な
条
項
で
あ
る

と
暗
示
し
た
り
は
し
な
い
。
し
か
し
、
当
法
廷
が
認
識
し
た

と
お
り
、
概
念
区
別
は
、
適
正
手
続
き
を
侵
害
し
た
こ
と
に

な
る
ほ
ど
、
厳
密
な
も
の
で
は
無
い
。」

こ
の
様
な
少
々
強
引
な
論
法
で
、
適
正
手
続
き
を
平
等
保
護
と

読
み
替
え
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
こ
の
場
合
に
も
適
用
可
能
で
あ

る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

に
、
我
々
は
、
原
告
及
び
他
の
同
様
の
状
況
に
あ
り
、
ク
ラ

ス･

ア
ク
シ
ョ
ン
の
効
力
の
及
ぶ
す
べ
て
の
者
は
、
分
離
さ

れ
て
い
る
と
い
う
理
由
に
お
い
て
、
第
一
四
修
正
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
て
い
る
法
の
平
等
な
保
護
を
奪
わ
れ
て
い
る
と
す

る
。
こ
の
処
分
に
は
、
こ
の
よ
う
な
分
離
が
、
第
一
四
修
正

の
適
正
手
続
き
条
項
に
も
違
反
し
た
か
否
か
を
論
じ
る
こ
と

は
不
要
で
あ
る
。」

し
か
し
、
影
響
す
る
範
囲
が
大
き
い
た
め
、
具
体
的
な
救
済
方

法
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
審
理
す
る
、
と
し
た
。

2　

ボ
ー
リ
ン
グ
対
シ
ャ
ー
プ
事
件
判
決
の
内
容

併
合
審
理
さ
れ
た
五
件
の
事
件
の
う
ち
、
こ
の
事
件
だ
け
は
、

連
邦
直
轄
地
で
あ
る
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．で
あ
る
た
め
、
州
を
対

象
と
す
る
第
一
四
修
正
で
は
な
く
、
連
邦
を
対
象
と
す
る
第
五
修

正
が
問
題
と
な
る
。
第
一
四
修
正
と
違
っ
て
、
第
五
修
正
に
は
平

等
保
護
条
項
が
存
在
し
て
い
な
い
た
め
、
原
告
を
救
済
す
る
に
は
、

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
お
い
て
は
、
議
論
は
不
要
で
あ
る
と
述
べ
た
適

正
手
続
き
条
項
に
頼
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
の
よ
う
に
、
結
論
に
至

る
憲
法
理
論
に
違
い
が
生
じ
る
の
で
、
切
り
離
し
て
別
に
判
決
が

下
さ
れ
た
（B

olling v. S
harpe, 347 U

.S
. 497 

（1954

））。
し

か
し
、
同
じ
日
に
、
同
じ
く
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
長
官
に
よ
っ
て
、
言

二
四
八



社
会
を
変
え
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最
高
裁
判
所
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甲
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七
〇
五
）

こ
れ
ら
の
事
件
は
異
な
る
地
域
的
条
件
か
ら
生
じ
て
お
り
、

そ
の
性
質
に
は
様
々
な
地
域
的
問
題
を
含
ん
で
い
る
の
で
、

我
々
は
、
そ
の
救
済
の
問
題
を
さ
ら
な
る
議
論
に
委
ね
る
こ

と
に
し
た
。

各
州
等
の
陳
述
は
、
当
法
廷
に
と
り
、
人
種
差
別
か
ら
公

教
育
シ
ス
テ
ム
を
解
放
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
移
行
時
に
発

生
す
る
複
雑
な
問
題
を
検
討
す
る
上
で
、
有
益
で
役
立
つ
も

の
で
あ
っ
た
。
陳
述
で
は
、
公
立
学
校
に
お
け
る
人
種
差
別

を
な
く
す
た
め
の
実
質
的
な
ス
テ
ッ
プ
は
、
単
に
本
件
事
件

が
生
じ
た
諸
州
に
お
い
て
の
み
な
ら
ず
、
法
廷
助
言
者

（am
ici curiae

）
と
し
て
出
廷
し
た
諸
州
に
お
い
て
も
、
す

で
に
踏
み
出
さ
れ
て
い
る
事
を
明
ら
か
に
し
た
。
実
質
的
な

進
展
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．に
お
い
て
も
、
こ
の
訴
訟
に

関
係
す
る
カ
ン
ザ
ス
州
及
び
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
地
域
社
会
に

お
い
て
も
行
わ
れ
て
い
る
。
サ
ウ
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
と

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
か
ら
我
々
の
助
け
を
求
め
て
き
た
者
は
、

当
法
廷
の
救
援
に
関
す
る
決
定
を
待
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
憲
法
原
則
の
完
全
実
施
に
は
、
様
々
な
地
域
に
お

け
る
学
校
の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
が
あ
る
で

あ
ろ
う
。
学
校
当
局
は
、
そ
の
問
題
を
評
価
し
、
解
決
す
る

（
四
）　

第
二
次
ブ
ラ
ウ
ン
判
決

ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
が
一
九
五
四
年
一
〇
月
に
死
亡
し
た
た
め
、

ハ
ー
ラ
ン
（John M

arshall H
arlan

）
判
事
が
任
命
さ
れ
た
。

そ
の
関
係
で
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
に
関
す
る
最
終
的
な
判
決
が
下
さ
れ

る
の
は
、
遅
れ
て
、
翌
一
九
五
五
年
五
月
三
一
日
と
な
っ
た
（
第

二
次
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
＝349 U

.S
. 294 

（1955

））。
第
一
次
ブ
ラ

ウ
ン
判
決
か
ら
こ
の
時
ま
で
の
間
に
、
最
高
裁
判
所
は
、
連
邦
法

務
長
官
に
加
え
、
公
共
教
育
に
お
い
て
分
離
教
育
を
実
施
し
て
い

る
州
の
法
務
長
官
か
ら
も
そ
の
見
解
を
質
し
た
。
ま
た
、
政
党
、

連
邦
及
び
フ
ロ
リ
ダ
州
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
、
ア
ー
カ
ン

ソ
ー
州
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
及
び
テ
キ
サ
ス
州

も
口
頭
弁
論
に
参
加
し
た
。

そ
れ
ら
の
主
張
も
考
慮
し
た
上
で
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
第
一
次

ブ
ラ
ウ
ン
判
決
で
、
分
離
教
育
は
違
憲
で
あ
る
と
し
た
大
原
則
を

ベ
ー
ス
に
、
次
の
よ
う
に
宣
言
す
る
。

「
連
邦
、
州
、
ま
た
は
地
方
自
治
体
の
法
で
あ
っ
て
、
そ
の

よ
う
な
差
別
を
要
求
し
た
り
、
許
容
し
た
り
す
る
あ
ら
ゆ
る

条
項
は
、
こ
の
原
則
の
前
に
放
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
こ
に
考
慮
す
べ
き
問
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
は
、
い
か

な
る
方
法
で
救
済
を
与
え
る
か
で
あ
る
。

二
四
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
〇
六
）

連
邦
地
裁
の
指
示
と
監
督
の
下
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
区
域
内
の

公
立
学
校
の
人
種
統
合
を
実
現
す
る
義
務
を
負
わ
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
換
言
す
れ
ば
、
裁
判
所
が
、
立
法
府
や
行
政
府
に
代
わ
っ
て

人
種
隔
離
制
度
の
撤
廃
に
向
け
て
の
推
進
者
と
し
て
の
役
割
を
引

き
受
け
た
こ
と
に
な
る
。

「
下
記
の
判
断
は
、
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
の
事
件
を
除
け
ば
、
状

況
に
応
じ
て
好
転
し
て
お
り
、
事
件
が
地
方
裁
判
所
に
差
し

戻
さ
れ
、
こ
の
判
決
の
意
見
に
し
た
が
い
、
必
要
か
つ
適
切

に
、
人
種
的
無
差
別
を
基
本
と
し
て
公
立
学
校
に
、
適
切
な

速
度
で
（w

ith all deliberate speed （
19
）

）
適
用
さ
れ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。」

（
五
） 　

ス
ウ
ォ
ン
対
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
メ
ク
レ
ン
バ
ー
グ
教
育

委
員
会
事
件

南
部
諸
州
は
、
こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
に
強
い
拒
絶
反
応
を
示
し
、

「
司
法
権
の
明
確
な
乱
用
」
を
し
た
と
し
て
非
難
す
る
南
部
宣
言

（S
outhern M

anifesto

）
が
、
南
北
戦
争
で
南
軍
側
だ
っ
た

一
一
州
選
出
の
、
一
九
名
の
上
院
議
員
と
八
二
名
の
下
院
議
員
に

よ
っ
て
署
名
さ
れ
た

（
20
）

。
ま
た
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
大
統
領
も
、
こ

の
判
決
の
実
効
性
確
保
に
全
く
協
力
し
な
か
っ
た
。

第
一
義
的
な
責
任
を
有
し
て
い
る
。
裁
判
所
は
学
校
当
局
の

行
動
が
、
憲
法
原
則
の
実
施
を
、
忠
実
に
実
現
す
る
か
ど
う

か
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
地
域
の
状
況
や
、
さ
ら
な
る

聴
聞
の
必
要
性
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
は
、
も
と
も
と

こ
の
問
題
に
か
か
わ
っ
て
い
た
裁
判
所
が
も
っ
と
も
適
切
に

司
法
的
な
鑑
定
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、

我
々
は
そ
れ
ら
の
裁
判
所
に
事
件
を
差
し
戻
す
こ
と
が
適
切

と
考
え
て
い
る
。」

こ
の
よ
う
に
問
題
状
況
を
整
理
し
、
実
際
の
解
決
は
連
邦
地
方

裁
判
所
に
委
ね
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
上
で
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、

次
に
こ
の
問
題
に
対
し
て
、
裁
判
所
が
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
べ

き
か
を
述
べ
る
。

「
命
令
を
形
成
し
、
施
行
す
る
場
合
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
、

衡
平
の
原
則
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
。
伝
統
的
に
、
衡
平
法

〈
エ
ク
ィ
テ
ィ
〉
は
、
公
的
・
私
的
必
要
性
を
調
整
す
る
た

め
の
施
設
に
関
し
、
救
済
方
法
を
形
成
す
る
上
に
お
け
る
実

用
的
な
柔
軟
性
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
る
。」

す
な
わ
ち
、
こ
の
問
題
の
解
決
に
当
た
っ
て
は
、
エ
ク
ィ
テ
ィ

裁
判
所
と
し
て
の
権
限
に
よ
り
、
法
令
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な

解
決
方
法
を
模
索
す
る
と
宣
言
し
た
の
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
は
、

二
五
〇



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
〇
七
）

判
所
は
、
校
区
内
の
白
人
対
黒
人
の
人
口
比
で
あ
る
七
一
対
二
九

の
比
率
を
各
学
校
で
実
現
さ
せ
る
た
め
の
対
策
を
教
育
委
員
会
に

検
討
さ
せ
る
と
と
も
に
、
外
部
の
専
門
家
に
も
検
討
を
依
頼
し
た
。

教
育
委
員
会
は
十
分
な
対
案
を
提
出
し
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
外

部
専
門
家
は
バ
ス
通
学
を
提
案
し
た
の
で
、
地
裁
は
こ
れ
を
採
用

し
て
、
同
校
区
に
あ
る
一
〇
五
校
に
上
る
学
校
を
人
種
的
に
統
合

す
る
よ
う
命
じ
た
（
こ
の
た
め
、
事
件
を
担
当
し
た
マ
ク
ミ
ラ
ン

（Jam
es B

. M
cM

illan

）
地
裁
判
事
は
地
域
か
ら
阻
害
さ
れ
、
彼

の
事
務
所
や
自
宅
、
車
は
爆
破
さ
れ
た
。）。

連
邦
最
高
裁
は
バ
ー
ガ
ー
・
コ
ー
ト
の
時
代
に
入
っ
て
い
た
が
、

こ
の
命
令
の
当
否
を
巡
る
上
告
審
で
、
最
高
裁
判
所
は
や
は
り
九

対
〇
で
、
地
裁
の
決
定
を
支
持
し
た
（S

w
ann v. C

harlotte-
M

ecklenburg B
oard of E

ducation 402 U
.S

. 1 

（1971

））。

判
決
は
、
問
題
の
地
域
が
、
第
二
次
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
出
た
後
も
、

故
意
に
人
種
隔
離
を
維
持
し
、
地
裁
判
事
の
忍
耐
強
い
努
力
に
も

拘
わ
ら
ず
、
承
認
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
独
自
案
を
推
し
進
め
る
明

白
な
義
務
の
履
行
を
怠
っ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
の
判
決
に
よ
り
、
全
米
に
バ
ス
通
学
が
広
が
る
こ
と
に
な
る
。

な
お
、
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
の
地
元
で
あ
る
ト
ピ
ー
カ
市
で
は
、
こ

の
連
邦
最
高
裁
判
所
の
第
二
次
判
決
後
に
選
挙
が
あ
り
、
政
治
状

況
に
変
化
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
結
果
、
ト
ピ
ー
カ
市
教
育
委
員

会
で
は
、
一
九
五
三
年
八
月
に
は
学
校
の
統
合
作
業
に
着
手
し
て

お
り
、
一
九
五
六
年
一
月
に
は
全
て
の
統
合
が
完
了
し
て
い
た
。

し
た
が
っ
て
、
第
二
次
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
は
ト
ピ
ー
カ
市
に
お
い
て

は
実
際
に
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
は
、
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
南
部
諸
州
に
お
い
て
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
中
の
「
適

切
な
ス
ピ
ー
ド
で
（w

ith all deliberate speed

）」
と
い
う
言

葉
は
絶
好
の
逃
げ
口
上
と
な
り
、
白
人
校
と
黒
人
校
の
統
合
は

遅
々
と
し
て
進
ま
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｎ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｐ
は
、
第
二

次
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
の
発
動
を
狙
っ
た
訴
訟
を
計
画
し
た
。

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
は
穏
和
な
地
域
で
、
統
合
へ
の
抵
抗
も
他

に
比
べ
る
と
弱
か
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
シ
ャ
ー
ロ
ッ
ト
・
メ
ク
レ

ン
バ
ー
グ
教
育
委
員
会
の
校
区
を
み
る
と
、
若
干
の
黒
人
は
白
人

校
に
通
学
し
て
い
た
が
、
大
多
数
は
依
然
と
し
て
黒
人
校
に
通
学

し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
公
民
権
グ
ル
ー
プ
で
は
、
六
歳
の
ス
ウ
ォ

ン
（Jam
es S

w
ann

）
に
訴
え
を
提
起
さ
せ
た
。
ス
ウ
ォ
ン
が
選

ば
れ
た
の
は
、
彼
の
父
親
が
神
学
の
教
授
で
あ
り
、
地
域
か
ら
の

仕
返
し
を
受
け
に
く
い
立
場
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
連
邦
地
方
裁

二
五
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
〇
八
）

こ
の
末
文
が
弁
護
人
条
項
（A

ssistance of C
ounsel C

lause

）

と
呼
ば
れ
る
規
定
で
、
こ
れ
に
よ
り
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
あ
れ
ば
、

弁
護
人
を
求
め
る
権
利
が
存
在
す
る
こ
と
に
対
す
る
憲
法
上
の
保

障
が
存
在
し
て
い
た
。

1　

そ
の
前
史

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
弁
護
人
条
項
を
受
け
て
、
す
で
に

Johnson v. Z
erbst,

（304 U
.S

. 458 

（1938

））
事
件
に
お
い
て
、

重
罪
事
件
に
お
い
て
、
弁
護
士
を
求
め
る
権
利
を
承
認
し
て
い
た

（
21
）

。

そ
れ
に
対
し
、
州
レ
ベ
ル
に
お
け
る
裁
判
に
対
し
て
は
、
連
邦

最
高
裁
は
、
上
記
ジ
ョ
ン
ソ
ン
事
件
よ
り
前
の
一
九
三
二
年
に
、

パ
ウ
エ
ル
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件

（
22
）

に
お
い
て
、
死
刑
判
決
を
受
け
て

い
る
よ
う
な
特
別
の
条
件
（special circum

stances

）
が
あ
れ

ば
、
第
一
四
修
正
の
適
正
手
続
条
項
を
媒
介
に
、
第
六
修
正
の
弁

護
士
条
項
を
州
レ
ベ
ル
に
適
用
で
き
る
と
判
決
し
て
い
た
と
理
解

さ
れ
て
い
た
。

一
九
四
二
年
の
ベ
ッ
ツ
対
ブ
レ
イ
デ
ィ
事
件
に
お
い
て
は
、
裁

判
所
は
、
死
刑
事
件
で
は
な
い
事
件
で
も
、
特
に
弁
護
人
が
い
な

い
こ
と
が
適
正
手
続
き
の
否
定
に
つ
な
が
る
よ
う
な
場
合
に
は
、

そ
の
審
理
は
不
公
平
に
運
用
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
パ
ウ
エ
ル
事

件
の
「
特
別
の
事
情
」
ル
ー
ル
を
拡
張
で
き
る
可
能
性
を
示
し
た

（
23
）

。

二　

刑
事
被
告
人
等
の
権
利

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
地
方
検
事
補
、
地
方
検
事
、
司
法
長
官
と
、

長
い
こ
と
刑
事
司
法
の
領
域
で
活
躍
し
て
き
た
人
物
で
あ
る
か
ら
、

当
然
な
が
ら
刑
事
司
法
に
造
詣
が
深
く
、
そ
の
結
果
、
ウ
ォ
ー
レ

ン
・
コ
ー
ト
の
重
要
な
判
例
は
、
そ
の
領
域
に
数
多
く
存
在
し
て

い
る
。

（
一
）　

ギ
デ
オ
ン
対
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
事
件

こ
のG

ideon v. W
ainw

right, 372 U
.S

. 335 

（1963

）
事
件

は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
歴
史
に
残
る
画
期
的
な
判
決
で
あ
る
。

第
六
修
正
は
次
の
様
に
定
め
て
い
る
。

「
す
べ
て
の
刑
事
上
の
訴
追
に
お
い
て
、
被
告
人
は
、
犯
罪

が
行
わ
れ
た
州
の
陪
審
で
あ
っ
て
、
あ
ら
か
じ
め
法
律
で
定

め
た
地
区
の
公
平
な
陪
審
に
よ
る
迅
速
か
つ
公
開
の
裁
判
を

受
け
る
権
利
を
有
す
る
。
被
告
人
は
、
訴
追
の
性
質
と
理
由

に
つ
い
て
告
知
を
受
け
、
自
己
に
不
利
な
証
人
と
の
対
質
を

求
め
、
自
己
に
有
利
な
証
人
を
得
る
た
め
に
強
制
的
手
続
き

を
利
用
し
、
か
つ
、
自
己
の
防
禦
の
た
め
に
弁
護
人
の
援
助

を
受
け
る
権
利
を
有
す
る
。」

二
五
二



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
〇
九
）

法
廷
で
、
ギ
デ
オ
ン
は
、
自
分
が
貧
し
す
ぎ
て
弁
護
士
を
雇
え
な

い
と
述
べ
、
彼
の
た
め
に
弁
護
士
を
選
任
し
て
く
れ
る
よ
う
裁
判

所
に
依
頼
し
た
。

連
邦
最
高
裁
判
所
判
決
は
、
ギ
デ
オ
ン
の
依
頼
に
、
裁
判
所
が

次
の
様
に
答
え
た
と
書
い
て
い
る
。

「
ギ
デ
オ
ン
さ
ん
、
申
し
訳
な
い
が
、
こ
の
事
件
で
あ
な
た

を
代
理
す
る
弁
護
士
を
任
命
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
フ

ロ
リ
ダ
州
法
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
を
代
理
す
る
弁
護
士
を
法

廷
が
任
命
出
来
る
の
は
、
被
告
人
が
死
刑
を
求
刑
さ
れ
て
い

る
場
合
だ
け
で
す
。
申
し
訳
な
い
が
、
こ
の
事
件
で
あ
な
た

を
守
る
た
め
に
弁
護
士
を
任
命
す
る
よ
う
に
と
い
う
あ
な
た

の
請
求
は
却
下
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。」

こ
の
結
果
、
ギ
デ
オ
ン
は
自
己
弁
護
を
強
い
ら
れ
、
審
理
の
結

果
、
陪
審
は
有
罪
と
評
決
し
、
懲
役
五
年
の
判
決
が
下
さ
れ
た
。

フ
ロ
リ
ダ
州
の
獄
中
か
ら
、
ギ
デ
オ
ン
は
、
刑
務
所
の
図
書
館

を
利
用
し
、
刑
務
所
の
備
品
で
あ
る
鉛
筆
と
紙
を
使
用
し
て
、
フ

ロ
リ
ダ
州
更
正
課
（D

epartm
ent of C

orrections

＝
有
罪
と

な
っ
た
犯
罪
者
の
処
置
を
管
理
す
る
州
政
府
の
部
門
）
の
長
（
そ

の
時
点
で
は
コ
ッ
ク
ラ
ン
（H

.G
. C

ochran

）
で
あ
っ
た
が
、
後

に
退
職
し
、
代
わ
っ
て
ウ
ェ
イ
ン
ラ
イ
ト
（L

ouie L
. 

し
か
し
、
文
盲
と
か
痴
愚
な
ど
の
特
別
な
条
件
が
あ
る
か
、
あ
る

い
は
特
に
複
雑
な
事
件
で
無
い
限
り
裁
判
所
と
し
て
特
に
弁
護
士

を
任
命
す
る
必
要
は
無
い
と
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
二
〇
年
間
に
、
最
高
裁
は
、
さ
ら
に
い
く

つ
か
の
事
件
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
の
事
件
で
は
弁
護
士
が
必
要

だ
っ
た
、
と
の
個
別
の
判
決
を
下
し
た
。
し
か
し
適
正
手
続
き
の

否
定
に
つ
な
が
る
と
い
う
高
い
基
準
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
こ
と
が
困
難
な
た
め
、
救
済
さ
れ
た
の
は
、
す
べ
て
死

刑
が
申
し
渡
さ
れ
て
い
た
事
件
で
あ
っ
た
。

2　

事
件
の
概
要

フ
ロ
リ
ダ
州
パ
ナ
マ
市
の
港
の
ビ
リ
ア
ー
ド
場
で
、
一
九
六
一

年
六
月
三
日
の
真
夜
中
か
ら
午
前
八
時
ま
で
の
間
に
、
事
件
は
起

き
た
。
何
者
か
が
ド
ア
を
破
り
、
た
ば
こ
販
売
機
と
レ
コ
ー
ド･

プ
レ
ー
ヤ
ー
を
破
壊
し
、
レ
ジ
か
ら
現
金
を
盗
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
の
日
の
う
ち
に
、
ギ
デ
オ
ン
（C

larence E
arl G

ideon
）
が

朝
の
五
時
半
頃
、
ワ
イ
ン
の
瓶
を
持
ち
、
現
金
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
入

れ
て
そ
こ
か
ら
歩
み
去
る
の
を
見
た
と
い
う
証
人
が
現
れ
た
。
こ

の
告
発
の
み
に
基
づ
い
て
、
ギ
デ
オ
ン
は
住
居
侵
入
窃
盗
で
逮
捕

さ
れ
、
起
訴
さ
れ
た
。
住
居
侵
入
窃
盗
は
、
フ
ロ
リ
ダ
州
法
で
は
、

重
罪
（felony

）
と
さ
れ
る
が
、
死
刑
に
繋
が
る
犯
罪
で
は
な
い
。

二
五
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
一
〇
）

ギ
デ
オ
ン
と
同
様
に
、
ベ
ッ
ツ
も
人
身
保
護
令
状
の
発
布
を
求
め

た
が
、
適
正
手
続
条
項
は
、
必
ず
し
も
重
罪
に
対
し
て
弁
護
士
を

任
命
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
な
い
と
さ
れ
て
、
す
べ
て
の
救
済
を

絶
た
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
ベ
ッ
ツ
事
件
を
紹
介
し
た
上
で
、「
我
々
は
徹

底
的
に
見
直
し
た
結
果
、
ベ
ッ
ツ
事
件
判
例
を
変
更
す
べ
き
で
あ

る
と
結
論
し
た
」
と
述
べ
る
。

「
我
々
は
、
ベ
ッ
ツ
事
件
に
お
い
て
当
法
廷
が
、
連
邦
に
よ

る
権
利
侵
害
か
ら
の
本
質
的
な
防
御
と
し
て
権
利
章
典
に
書

か
れ
た
保
障
が
、
等
し
く
第
一
四
修
正
の
適
正
手
続
条
項
に

よ
っ
て
、
州
に
対
す
る
侵
害
か
ら
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

認
め
る
に
十
分
な
先
例
が
あ
っ
た
と
思
う
。」

こ
う
述
べ
て
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
パ
ウ
エ
ル
事
件
判
決
等
を
引
用
す

る
。
パ
ウ
エ
ル
事
件
で
、
サ
ザ
ラ
ン
ド
判
事
は
次
の
様
に
述
べ
て

い
た
。「

主
張
を
聴
取
さ
れ
る
権
利
は
、
多
く
の
場
合
、
弁
護
士
に

相
談
す
る
権
利
を
包
括
し
な
い
場
合
、
ほ
と
ん
ど
役
に
立
た

な
い
で
あ
ろ
う
。
知
的
で
教
養
の
あ
る
者
で
あ
っ
て
も
、
素

人
は
法
律
学
で
は
わ
ず
か
な
技
能
し
か
持
っ
て
お
ら
ず
、
と

き
に
は
全
く
持
っ
て
い
な
い
。
犯
罪
で
起
訴
さ
れ
た
場
合
、

W
ainw

right

）
に
な
っ
た
。）
を
相
手
取
っ
て
、
彼
の
弁
護
人
依

頼
権
と
い
う
、
第
一
四
修
正
を
媒
介
し
て
州
レ
ベ
ル
に
適
用
さ
れ

る
第
六
修
正
で
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
、
と
す
る

人
身
保
護
令
状
の
発
布
を
求
め
た
。

最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
に
新
た
な
光
を
当
て
る
意
図
で
、

サ
ー
シ
オ
レ
ー
ラ
イ
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
当
然
、
そ
こ
で
の
問

題
は
、
ベ
ッ
ツ
事
件
判
決
を
再
検
討
す
る
べ
き
か
否
か
で
あ
る
。

3　

判
決
の
内
容

最
終
判
決
は
、 

一
九
六
三
年
三
月
一
八
日
に
下
さ
れ
た
。
判
決

文
は
ブ
ラ
ッ
ク
（H

ugo B
lack

）
判
事
が
執
筆
し
た
。
全
員
一

致
の
判
決
で
あ
っ
た
が
、
ク
ラ
ー
ク
、
ダ
グ
ラ
ス
及
び
ハ
ー
ラ
ン

が
補
足
意
見
を
執
筆
し
た
。

ブ
ラ
ッ
ク
は
、
冒
頭
、
ベ
ッ
ツ
事
件
と
ギ
デ
オ
ン
事
件
の
類
似

性
を
指
摘
し
て
い
る
。

ベ
ッ
ツ
も
、
ギ
デ
オ
ン
と
同
じ
く
、
貧
し
く
て
、
自
分
で
は
弁

護
士
を
雇
え
な
い
と
し
て
、
裁
判
所
に
弁
護
士
を
選
任
す
る
よ
う

に
求
め
た
。
し
か
し
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
法
は
、
殺
人
又
は
強
姦

の
場
合
以
外
に
は
裁
判
所
は
弁
護
士
を
選
任
出
来
な
い
と
し
て
い

た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
同
じ
く
無
罪
を
主
張
し
た
が
、
陪
審
に

よ
っ
て
有
罪
と
さ
れ
、
八
年
の
懲
役
を
宣
告
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

二
五
四



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
一
一
）

さ
れ
た
と
き
に
、
既
に
時
代
錯
誤
』
だ
っ
た
し
、
今
で
は
そ

れ
は
却
下
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
我
々
は
、

そ
れ
に
同
意
す
る
。」

こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、
事
件
を
フ
ロ
リ
ダ
州
に
差
し
戻
し
た
の

で
あ
る
。

ク
ラ
ー
ク
（T

om
 C

. C
lark

）
判
事
は
補
足
意
見
で
、
憲
法

は
死
刑
事
件
か
否
か
は
全
く
述
べ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
弁
護
士

へ
の
相
談
権
は
、
あ
ら
ゆ
る
事
件
で
保
障
さ
れ
る
と
し
て
い
る
。

ハ
ー
ラ
ン
判
事
の
補
足
意
見
は
、
単
な
る
重
大
な
犯
罪
の
告
発
は
、

そ
れ
自
体
、
特
別
な
事
情
に
当
た
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
ダ
グ

ラ
ス
（W

illiam
 O

. D
ouglas

）
判
事
の
補
足
意
見
は
、
権
利
章

典
と
第
一
四
修
正
の
関
係
に
関
す
る
歴
史
を
簡
略
に
紹
介
し
た
も

の
で
あ
る
。

4　

そ
の
後

こ
の
ギ
デ
オ
ン
事
件
判
決
に
よ
り
、
フ
ロ
リ
ダ
州
だ
け
で
約

二
〇
〇
〇
人
の
人
間
が
釈
放
さ
れ
た
。

ギ
デ
オ
ン
自
身
は
、
弁
護
士
付
き
の
新
し
い
裁
判
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
。
彼
の
弁
護
士
は
、
ギ
デ
オ
ン
を
目
撃
し
た
と
い
う

証
人
が
信
頼
出
来
な
い
こ
と
を
証
明
し
、
ま
た
ギ
デ
オ
ン
を
そ
の

ビ
リ
ア
ー
ド
場
か
ら
運
ん
だ
タ
ク
シ
ー
運
転
手
を
見
つ
け
出
し
、

普
通
の
人
は
、
起
訴
が
良
い
の
か
悪
い
の
か
を
、
自
分
自
身

の
た
め
に
決
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
彼
は
証
拠
法

に
慣
れ
て
い
な
い
。
弁
護
士
の
助
け
を
借
り
ず
に
は
、
彼
は

適
切
な
保
護
も
無
し
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
、
不
当
な
証
拠
や
、

問
題
と
は
無
関
係
、
あ
る
い
は
排
除
さ
れ
る
べ
き
証
拠
に

よ
っ
て
、
有
罪
判
決
を
受
け
る
で
あ
ろ
う
。
彼
は
無
罪
で

あ
っ
て
も
、
自
ら
を
防
御
す
る
技
能
と
知
識
の
両
者
を
欠
い

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
彼
は
、
自
ら
に
対
す
る
刑
事
手
続
の

あ
ら
ゆ
る
段
階
で
弁
護
士
の
導
き
の
手
を
必
要
と
し
て
い
る
。

そ
れ
無
し
に
は
、
例
え
無
罪
で
あ
っ
て
も
、
自
ら
の
無
実
を

確
立
す
る
方
法
を
知
ら
な
い
の
で
有
罪
判
決
を
受
け
る
危
険

に
直
面
し
て
い
る
。」

こ
の
サ
ザ
ラ
ン
ド
判
事
の
言
葉
を
紹
介
し
た
上
で
、
ブ
ラ
ッ
ク

判
事
は
次
の
様
に
結
論
を
下
し
て
い
る
。

「
ベ
ッ
ツ
対
ブ
レ
イ
デ
ィ
事
件
で
、
当
裁
判
所
は
、
パ
ウ
エ

ル
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
で
当
裁
判
所
が
保
有
し
て
い
た
健
全

な
知
恵
か
ら
離
れ
て
し
ま
っ
た
。
フ
ロ
リ
ダ
州
で
は
、
他
の

二
つ
の
州
と
同
様
に
、
ベ
ッ
ツ
対
ブ
レ
イ
デ
ィ
判
決
を
そ
の

ま
ま
遵
守
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
当
法

廷
の
友
人
で
あ
る
二
二
州
で
は
、
ベ
ッ
ツ
事
件
判
決
は
『
下

二
五
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
一
二
）

容
が
、
最
高
裁
判
所
判
決
に
よ
っ
て
宣
言
さ
れ
た
と
い
う
の
は
、

信
じ
ら
れ
な
い
気
が
す
る
。

日
本
に
お
け
る
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
三
六

条
三
項
に
由
来
す
る
。

“A
t all tim

es the accused shall have the assistance 
of com

petent counsel w
ho shall, if the accused be 

unable to secure the sam
e by his ow

n efforts, be 
assigned to his use by the governm

ent. ”

人
権
に
関
す
る
章
は
、
ロ
ウ
ス
ト
（P

ieter K
. R

oest

）
陸
軍

中
佐
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
り
、
ワ
イ
ル
ズ

（
24
）

と
シ
ロ
タ
（B

eate 
S
irota

）
の
三
人
の
チ
ー
ム
が
担
当
し
た
が
、
刑
事
基
本
権
に
関

す
る
条
項
は
、
ワ
イ
ル
ズ
に
よ
る
と
言
わ
れ
る
。
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

草
案
に
書
か
れ
て
い
た
の
は
、
極
め
て
先
駆
的
な
理
想
で
あ
っ
た

こ
と
が
判
る
。

6　

米
国
の
公
選
弁
護
制
度

ギ
デ
オ
ン
判
決
に
直
ち
に
追
随
し
た
の
は
、
事
件
の
舞
台
と

な
っ
た
フ
ロ
リ
ダ
州
で
あ
る
。
同
州
で
は
、
一
六
あ
る
州
巡
回
裁

判
所
（circuit court

）
の
す
べ
て
に
公
選
弁
護
人
（public 

defender
）
を
設
置
し
た
。
ま
た
、
被
告
人
が
公
平
な
裁
判
を
受

け
る
に
ふ
さ
わ
し
い
能
力
を
公
選
弁
護
人
が
持
つ
よ
う
に
訓
練
制

ギ
デ
オ
ン
が
そ
の
時
ワ
イ
ン
の
瓶
ど
こ
ろ
か
何
も
持
っ
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
証
言
さ
せ
る
の
に
成
功
し
た
。
陪
審
は
、
わ
ず
か

一
時
間
の
審
理
で
ギ
デ
オ
ン
を
釈
放
し
た
。

5　

日
本
と
の
対
比

一
九
四
七
年
に
制
定
さ
れ
た
日
本
国
憲
法
三
七
条
三
項
は
次
の

様
に
規
定
し
て
い
る
。

「
刑
事
被
告
人
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
資
格
を
有
す
る

弁
護
人
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
告
人
が
自
ら
こ
れ

を
依
頼
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
国
で
こ
れ
を
附
す

る
。」

さ
ら
に
、
一
九
四
八
年
に
制
定
さ
れ
た
わ
が
国
刑
事
訴
訟
法

二
八
九
条
は
、
次
の
様
に
規
定
し
て
い
る
。

「
死
刑
又
は
無
期
若
し
く
は
長
期
三
年
を
超
え
る
懲
役
若
し

く
は
禁
錮
に
あ
た
る
事
件
を
審
理
す
る
場
合
に
は
、
弁
護
人

が
な
け
れ
ば
開
廷
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

つ
ま
り
、
米
国
で
言
う
重
罪
に
当
た
る
犯
罪
の
場
合
に
は
、
例

え
被
告
人
が
弁
護
士
を
付
け
ず
に
訴
訟
し
た
い
と
言
っ
て
も
、
強

制
的
に
弁
護
士
が
付
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
規
定
に
な
じ
ん
で
い
る
我
々
か
ら
見
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
に

お
い
て
一
九
六
三
年
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
こ
の
規
定
と
同
じ
内

二
五
六



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
一
三
）

さ
せ
た
も
の
で
、
当
時
と
し
て
は
行
き
過
ぎ
と
い
う
意
見
も
強

か
っ
た
。
そ
こ
で
、
順
序
と
し
て
エ
ス
コ
ベ
ド
事
件
か
ら
紹
介
す

る
。1　

エ
ス
コ
ベ
ド
対
イ
リ
ノ
イ
州
事
件

先
に
紹
介
し
た
ギ
デ
オ
ン
事
件
で
は
、
起
訴
後
に
お
け
る
弁
護

士
依
頼
権
が
問
題
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

起
訴
前
に
お
け
る
弁
護
士
と
の
接
見
権
で
あ
る
。
背
景
に
は

一
九
六
〇
年
代
に
な
っ
て
、
各
地
の
弁
護
士
会
が
被
疑
者
の
権
利

擁
護
の
た
め
に
司
法
援
助
活
動
を
強
化
し
た
こ
と
が
あ
る
。

エ
ス
コ
ベ
ド
（D

anny E
scobedo

）
の
妹
グ
レ
ー
ス
の
夫
が

一
九
六
〇
年
一
月
一
九
日
の
夜
に
射
殺
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
エ
ス

コ
ベ
ド
は
翌
朝
、
何
の
警
告
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
逮
捕
さ
れ
、

尋
問
さ
れ
た
が
、
エ
ス
コ
ベ
ド
は
完
全
に
黙
秘
し
、
そ
の
午
後
に

は
釈
放
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
別
件
で
逮
捕
さ
れ
て
い
た
者
が
、
エ

ス
コ
ベ
ド
の
妹
が
そ
の
夫
に
よ
っ
て
虐
待
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、

エ
ス
コ
ベ
ド
は
殺
意
を
持
っ
て
そ
の
夫
を
射
殺
し
た
の
だ
と
警
察

に
告
げ
た
。
そ
こ
で
、
一
月
三
〇
日
に
、
警
察
は
再
び
エ
ス
コ
ベ

ド
及
び
そ
の
妹
グ
レ
ー
ス
を
逮
捕
し
、
自
白
を
迫
っ
た
。
エ
ス
コ

ベ
ド
は
、
弁
護
士
と
接
見
す
る
こ
と
を
求
め
た
が
、
警
察
は
、
エ

ス
コ
ベ
ド
は
拘
留
さ
れ
て
い
る
が
、
い
ま
だ
正
式
に
起
訴
さ
れ
て

度
が
設
け
ら
れ
た
。
い
く
つ
か
の
州
と
郡
（counties

）
が
こ
れ

に
続
い
た
。
例
え
ば
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．は
、
公
選
弁
護
人
の

た
め
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
都
市
の
一
つ
で
あ
る
。
そ

こ
で
は
、
弁
護
人
は
就
任
に
先
立
っ
て
訓
練
を
受
け
る
ば
か
り
で

無
く
、
就
任
後
も
最
新
の
能
力
を
確
保
出
来
る
よ
う
に
、
訓
練
を

受
け
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。

（
二
）　

ミ
ラ
ン
ダ
対
ア
リ
ゾ
ナ
州
事
件

こ
のM

iranda v. A
rizona 

（384 U
.S

. 436 

（1966

））
事
件

は
、
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
（M

iranda w
arning

）
を
与
え
る
こ
と
を

警
察
に
義
務
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
犯
罪
者
の
権
利
を
明
確
に
し

た
と
い
う
意
味
で
、
き
わ
め
て
名
高
い
判
決
で
あ
る
。
こ
の
判
決

は
、
単
一
の
事
件
で
は
な
く
、
同
様
の
事
実
関
係
が
あ
っ
た

V
ignera v. N

ew
 Y

ork

事
件
、W

estover v. U
nited S

tates

事
件
及
びC

alifornia v. S
tew

art

事
件
の
三
つ
と
共
に
、
併
合

審
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
並
べ

る
と
、
被
告
人
の
名
前
で
最
初
に
来
る
の
が
ミ
ラ
ン
ダ
で
あ
っ
た

た
め
、
こ
れ
ら
事
件
が
彼
の
名
で
総
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
判
決
は
、
そ
の
少
し
前
に
で
た
エ
ス
コ
ベ
ド
事
件

（E
scobedo v. Illinois, 378 U

.S
. 478 

（1964

））
を
更
に
発
展

二
五
七
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こ
れ
に
対
し
、
反
対
意
見
は
、
判
事
に
よ
り
程
度
の
差
は
あ
る

が
、
基
本
的
に
犯
罪
者
の
権
利
を
強
く
認
め
る
こ
と
は
犯
罪
と
の

戦
い
に
お
い
て
、
警
察
を
不
利
に
す
る
と
言
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

2　

ミ
ラ
ン
ダ
事
件
の
概
要

一
九
六
三
年
三
月
一
三
日
、
ミ
ラ
ン
ダ
（E

rnesto M
iranda

）

は
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
、
状
況
証
拠
に
基
づ
き
、
そ
の
一
〇
日
前
に

一
七
歳
の
女
性
を
誘
拐
し
、
強
姦
し
た
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
。
警
察

に
二
時
間
尋
問
さ
れ
た
後
、
ミ
ラ
ン
ダ
は
「
私
は
、
こ
こ
に
、
こ

の
供
述
書
は
任
意
か
つ
私
の
自
由
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
い

か
な
る
強
制
、
脅
迫
及
び
免
責
の
約
束
も
な
く
、
か
つ
私
の
法
的

権
利
に
関
す
る
十
全
の
知
識
に
基
づ
き
、
私
が
行
っ
た
供
述
は
私

に
不
利
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
こ
と
を
誓
う

（
25
）

」
と

い
う
文
章
が
、
予
め
タ
イ
プ
さ
れ
た
供
述
書
に
サ
イ
ン
し
た
。

し
か
し
、
実
際
に
は
ミ
ラ
ン
ダ
に
は
、
彼
が
弁
護
人
と
相
談
す

る
権
利
が
あ
る
こ
と
は
告
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
彼
に
黙
秘
権
が
あ

る
こ
と
も
、
尋
問
中
の
供
述
が
彼
に
不
利
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
も
、

一
度
も
告
知
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
彼
が
既
に
口
頭
で
行
っ
た
自
白

を
、
前
述
の
誓
約
文
の
入
っ
た
形
式
で
書
く
よ
う
に
求
め
ら
れ
た

の
だ
っ
た
。

裁
判
に
お
い
て
、
ミ
ラ
ン
ダ
の
供
述
書
は
証
拠
と
し
て
提
出
さ

い
な
い
こ
と
を
理
由
と
し
て
そ
の
要
求
を
拒
ん
だ
。
エ
ス
コ
ベ
ド

の
弁
護
士
は
警
察
署
に
出
向
き
、
繰
り
返
し
接
見
を
求
め
た
が
、

拒
ま
れ
た
。
結
局
、
警
察
及
び
検
察
は
、
合
計
で
一
四
時
間
半
エ

ス
コ
ベ
ド
を
拘
留
し
て
尋
問
を
続
け
、
そ
の
間
、
弁
護
士
と
の
接

見
を
拒
み
続
け
た
。
そ
の
尋
問
中
に
、
エ
ス
コ
ベ
ド
は
問
題
の
犯

罪
に
関
す
る
知
識
が
あ
る
旨
の
供
述
を
行
っ
た
。
殺
人
に
よ
っ
て

起
訴
さ
れ
た
後
、
エ
ス
コ
ベ
ド
は
弁
護
士
と
の
接
見
を
拒
ま
れ
た

こ
と
を
主
張
し
て
、
連
邦
最
高
裁
に
上
告
し
た
。

判
決
は
一
九
六
四
年
六
月
二
二
日
に
言
い
渡
さ
れ
た
が
、
五
対

四
と
い
う
き
わ
ど
い
も
の
と
な
っ
た
。
法
廷
意
見
は
ゴ
ー
ル
ド

バ
ー
グ
（A

rthur G
oldberg

）
判
事
が
執
筆
し
、
こ
れ
に

ウ
ォ
ー
レ
ン
長
官
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ダ
グ
ラ
ス
、
ブ
レ
ナ
ン
各
判
事

が
賛
同
し
た
。
ハ
ー
ラ
ン
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ク

ラ
ー
ク
の
各
判
事
が
反
対
に
回
っ
た
。

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
は
、
単
な
る
証
人
に
対
す
る
質
問
と
異
な
り
、

特
定
の
被
疑
者
に
対
す
る
尋
問
は
、
そ
れ
が
起
訴
前
で
あ
れ
、
起

訴
後
で
あ
れ
、
そ
こ
で
誘
発
さ
れ
た
自
白
が
被
疑
者
を
起
訴
す
る

際
の
証
拠
と
使
わ
れ
る
こ
と
に
違
い
は
無
い
の
で
、
弁
護
士
に
接

見
す
る
権
利
は
等
し
く
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
ら
ず
、
そ
れ

を
否
定
す
る
こ
と
は
第
六
修
正
に
違
反
す
る
と
し
た
。

二
五
八



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
一
五
）

結
論
に
同
意
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
エ
ス
コ
ベ
ド
事
件
で
反
対
意

見
を
書
い
た
ハ
ー
ラ
ン
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
、
ホ
ワ
イ
ト
の
各
判
事

は
、
こ
の
事
件
で
も
反
対
意
見
を
書
い
た
。

（
1
）　

多
数
意
見

ウ
ォ
ー
レ
ン
長
官
は
、
判
決
文
を
「
我
々
の
前
に
あ
る
事
件
は
、

米
国
の
刑
事
司
法
概
念
の
根
源
（roots

）
に
迫
る
問
題
を
提
起

し
て
い
る
。」
と
荘
重
に
書
き
出
す
。
そ
し
て
、
前
記
エ
ス
コ
ベ

ド
判
決
を
引
用
し
た
上
で
、
次
の
様
に
述
べ
る
。

「
我
々
は
こ
の
問
題
の
特
定
の
側
面
を
近
時E

scobedo v. 
Illinois, 378 U

.S
. 478 

（1964

）
で
取
り
扱
っ
た
。
今
、

我
々
の
前
に
あ
る
四
つ
の
事
件
は
、
法
の
執
行
に
当
た
る
官

憲
が
被
疑
者
を
勾
留
し
、
自
白
を
得
る
目
的
で
、
警
察
署
内

で
彼
を
尋
問
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
警
察
官
は
、
彼
に

黙
秘
す
る
権
利
や
弁
護
士
に
相
談
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を

適
切
に
告
知
し
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
警
察
は
、
彼
が
殺
人

を
犯
し
た
と
主
張
す
る
共
犯
者
と
対
面
さ
せ
て
い
る
。
そ
し

て
、
被
疑
者
が
告
発
を
否
定
し
、『
私
は
マ
ヌ
エ
ル
を
撃
っ

て
い
な
い
。
撃
っ
た
の
は
お
前
だ
』
と
言
っ
た
と
こ
ろ
、
彼

に
手
錠
を
掛
け
、
尋
問
室
に
連
行
し
た
。
そ
こ
で
、
手
錠
を

掛
け
ら
れ
、
立
た
さ
れ
た
ま
ま
、
彼
は
四
時
間
も
自
白
す
る

れ
た
の
で
、
ミ
ラ
ン
ダ
に
対
し
裁
判
所
が
任
命
し
た
弁
護
士
は
、

供
述
書
は
実
際
に
は
任
意
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
無
い
と
い
う
事

実
を
根
拠
に
、
証
拠
か
ら
排
除
す
る
よ
う
求
め
た
。
し
か
し
、
弁

護
人
の
異
議
は
却
下
さ
れ
、
ミ
ラ
ン
ダ
は
誘
拐
及
び
強
姦
の
罪
に

関
し
、
い
ず
れ
も
有
罪
と
さ
れ
、
前
者
に
二
〇
年
、
後
者
に
三
〇

年
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
が
、
二
つ
の
刑
期
は
同
時
に
進
行
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

ミ
ラ
ン
ダ
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
最
高
裁
判
所
に
控
訴
し
た
が
、
同
最

高
裁
判
所
も
下
級
審
の
判
決
を
支
持
し
た
。
こ
の
判
決
に
お
い
て

ア
リ
ゾ
ナ
州
最
高
裁
判
所
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
が
具
体
的
に
弁
護
士
を

要
請
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
強
調
し
た
。

そ
こ
で
ミ
ラ
ン
ダ
の
弁
護
士
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し

た
。3　

判
決
の
内
容

連
邦
最
高
裁
判
所
は
一
九
六
六
年
六
月
一
三
日
、
判
決
を
下
し

た
。
評
決
は
六
対
三
と
な
り
、
エ
ス
コ
ベ
ド
事
件
よ
り
多
数
意
見

に
賛
同
す
る
判
事
が
増
え
た
。
す
な
わ
ち
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
長
官
が

判
決
文
を
執
筆
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ダ
グ
ラ
ス
、
ブ
レ
ナ
ン
、

フ
ォ
ー
タ
ス
判
事
が
こ
れ
に
同
意
し
た
。
ま
た
エ
ス
コ
ベ
ド
事
件

で
は
反
対
意
見
に
回
っ
た
ク
ラ
ー
ク
判
事
も
、
理
由
は
異
な
る
が
、

二
五
九
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述
べ
て
い
る

（
29
）

）。」

以
下
、
マ
ー
シ
ャ
ル
以
降
に
お
け
る
幾
つ
も
の
判
例
が
引
用
さ

れ
る
。
ま
た
、
ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
委
員
会
の
報
告
を
引
用
す
る

（
30
）

。

そ
の
上
で
、
非
常
に
早
い
段
階
で
、
次
の
様
に
結
論
を
示
し
て
い

る
。「

起
訴
に
当
た
っ
て
は
、
拘
留
尋
問
か
ら
抜
き
出
し
た
供
述

を
、
自
己
負
罪
禁
止
特
権
の
確
保
に
有
効
な
手
続
的
保
護
手

段
が
と
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
無
い
限
り
、
無
罪

で
あ
れ
、
有
罪
で
あ
れ
、
証
拠
と
し
て
使
用
し
て
は
な
ら
な

い
。
拘
留
尋
問
と
は
、
人
が
身
体
を
拘
束
さ
れ
、
な
い
し
は
、

何
ら
か
の
顕
著
な
方
法
に
よ
り
行
動
の
自
由
を
奪
わ
れ
た
後

に
、
法
執
行
官
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
尋
問
を
意
味
す
る
。
採

用
さ
れ
る
べ
き
手
続
的
保
護
措
置
と
し
て
、
他
の
完
全
に
有

効
な
手
段
が
、
訴
追
さ
れ
て
い
る
者
に
黙
秘
権
及
び
そ
れ
を

行
使
す
る
た
め
の
継
続
的
な
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
工
夫

さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
以
下
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。
い
か

な
る
事
情
聴
取
に
も
先
行
し
て
、
人
は
、
彼
が
黙
秘
権
を
有

す
る
こ
と
、
彼
が
行
う
供
述
は
彼
に
不
利
な
証
拠
と
し
て
用

い
ら
れ
る
こ
と
、
そ
し
て
割
り
当
て
ら
れ
た
か
自
ら
依
頼
す

る
か
し
た
弁
護
士
の
同
席
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
警

ま
で
尋
問
さ
れ
た
。
尋
問
の
間
、
警
察
官
は
、
彼
の
、
弁
護

士
と
相
談
し
た
い
と
い
う
要
求
を
拒
み
、
彼
が
依
頼
し
た
弁

護
士
が
警
察
署
に
来
て
彼
と
相
談
す
る
の
を
妨
げ
た
。
我
々

は
、
こ
の
よ
う
な
方
法
で
作
ら
れ
た
供
述
は
、
憲
法
的
に
許

容
で
き
な
い
。〈
中
略
〉

我
々
は
、
エ
ス
コ
ベ
ド
事
件
で
述
べ
た
と
お
り
、
我
々
の

判
断
は
司
法
の
革
新
で
は
な
く
、
長
き
に
わ
た
っ
て
認
識
さ

れ
、
他
の
場
面
で
は
適
用
さ
れ
て
き
た
原
則
の
運
用
だ
と
い

う
前
提
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。
我
々
は
、
エ
ス
コ
ベ
ド
判
決

と
そ
れ
が
述
べ
て
い
る
原
則
の
完
全
な
再
検
討
を
行
い
、
再

度
確
定
す
る
。
あ
の
事
件
は
、
我
ら
が
憲
法
に
宣
明
さ
れ
て

い
る
基
本
的
な
権
利
│
『
何
人
も
、
刑
事
事
件
に
お
い
て
、

自
己
に
不
利
な
証
人
と
な
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
な
い

（
26
）

』
及
び

『
被
告
人
は
自
己
の
防
禦
の
た
め
に
弁
護
人
の
援
助
を
受
け

る
（
27
）

』
権
利
と
い
う
、
官
憲
の
強
引
さ
か
ら
生
じ
る
危
険
を
抑

止
す
る
た
め
に
置
か
れ
た
権
利
を
解
釈
し
た
も
の
に
過
ぎ
な

い
。
こ
れ
ら
の
貴
い
権
利
は
、
我
ら
の
憲
法
に
、
数
世
紀
に

わ
た
る
迫
害
と
奮
闘
の
末
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
マ
ー

シ
ャ
ル
長
官
は
、『
来
た
る
べ
き
歳
月
に
、
人
間
の
制
度
に

可
能
な
限
り
不
死
に
近
づ
く
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る

（
28
）

』
と

二
六
〇
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ス
で
、
ま
た
は
少
な
く
と
も
そ
の
選
択
し
た
部
屋
の
中
で
行

わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
被
疑
者
は
す
べ
て
の
心
理
的
な
優
位

性
を
奪
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
自
分
の
家
で
は
、
彼
は
、
自

信
を
持
っ
た
り
、
憤
慨
し
た
り
、
反
抗
的
に
な
っ
た
り
す
る

か
も
し
れ
な
い
。
自
宅
の
壁
の
中
で
は
、
彼
は
自
ら
の
権
利

を
き
ち
ん
と
認
識
し
、
自
ら
の
過
ち
や
犯
罪
行
為
を
供
述
す

る
こ
と
を
嫌
が
る
傾
向
が
強
い
。
さ
ら
に
、
彼
の
家
族
や
友

人
が
側
に
お
り
、
彼
ら
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
精
神
的

な
支
援
が
与
え
ら
れ
る
。
捜
査
官
自
身
の
事
務
所
で
は
、
捜

査
官
は
、
す
べ
て
の
点
で
有
利
で
あ
る
。
雰
囲
気
は
、
法
律

の
力
の
無
敵
を
示
唆
し
て
い
る
。」

以
下
、
こ
の
よ
う
な
調
子
で
、
数
冊
の
警
察
の
使
用
し
て
い
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
。
し
か
し
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
、
こ
の
よ
う
に
被
疑
者
に
対
し
心
理
的
に
強
制
す
る
手
段
を
紹

介
す
る
と
同
時
に
、
黙
秘
権
等
の
権
利
の
告
知
義
務
が
あ
る
こ
と

も
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
記
述
を
、

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
次
の
様
に
総
括
し
て
い
る
。

「
尋
問
技
術
の
こ
れ
ら
の
代
表
的
な
サ
ン
プ
ル
か
ら
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
で
規
定
さ
れ
、
実
際
に
見
ら
れ
る
設
定
が
明
ら
か

に
な
る
。
本
質
的
に
、
そ
れ
は
こ
う
い
う
こ
と
で
あ
る
。
被

告
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
被
告
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
を
放
棄

す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
放
棄
は
、
自
発
的
、
か
つ
知

識
を
持
ち
、
理
解
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し

て
、
彼
が
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
あ
れ
、
い
か
な
る
段
階
で

あ
れ
、
供
述
す
る
前
に
弁
護
士
に
相
談
し
た
が
っ
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
場
合
に
は
、
も
は
や
い
か
な
る
質
問
も
許
さ
れ

な
い
。
同
様
に
、
も
し
そ
の
者
が
一
人
で
あ
り
、
い
か
な
る

方
法
で
あ
れ
、
尋
問
さ
れ
た
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
れ
ば
、

警
察
は
彼
に
質
問
し
て
は
な
ら
な
い
。
彼
が
い
く
つ
か
の
質

問
に
答
え
た
り
、
自
発
的
に
何
ら
か
の
供
述
を
し
た
り
し
た

と
い
う
単
な
る
事
実
は
、
彼
が
弁
護
士
に
相
談
す
る
ま
で
は

さ
ら
な
る
質
問
に
答
え
る
こ
と
を
控
え
、
そ
の
後
に
質
問
に

答
え
る
こ
と
に
同
意
す
る
権
利
を
奪
う
こ
と
は
な
い
。」

そ
の
上
で
、
な
ぜ
こ
の
様
な
結
論
に
至
っ
た
の
か
を
ウ
ォ
ー
レ

ン
は
説
明
し
て
い
く
。
そ
れ
に
当
た
っ
て
は
、
数
多
く
の
判
例
を

引
用
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
警
察
官
が
尋
問
用
に
使
用
し
て
い
る

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
引
用
し
、
そ
の
中
で
、
自
白
を
引
き
出
す
た
め
に

は
取
調
室
で
孤
絶
さ
せ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
と
し
て
、
次
の
文

を
紹
介
し
て
い
る
。

「
実
用
的
な
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
尋
問
は
捜
査
官
の
オ
フ
ィ

二
六
一
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（
一
七
一
八
）

ま
た
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
問
い
合
わ
せ
を
行
い
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
で
は
、
被
疑

者
の
権
利
を
告
知
し
た
上
で
取
り
調
べ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
実
務
的
に
は
、
こ
の
ミ
ラ
ン
ダ
警
告

を
導
入
し
て
も
問
題
が
な
い
こ
と
を
論
証
し
た
の
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
自
由
人
権
協
会
が
、
最
高
裁
判
所
に
、
警
察
で
の
全

て
の
尋
問
に
は
「
警
察
署
」
付
き
弁
護
士
の
同
席
を
「
義
務
」
付

け
る
よ
う
要
請
し
た
が
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
そ
こ
ま
で
や
る
こ
と
を

拒
否
し
、「
即
座
に
」
弁
護
士
を
要
求
す
る
こ
と
は
被
疑
者
の
利

益
を
守
る
こ
と
に
な
る
と
示
唆
す
る
こ
と
も
含
め
て
拒
否
し
た
。

ど
ち
ら
に
し
て
も
有
能
な
弁
護
士
で
あ
れ
ば
警
察
に
何
も
言
わ
な

い
よ
う
に
依
頼
者
に
忠
告
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
、
尋
問
は
無

益
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
が
実
際
に
や
っ
て
い
る
方
法
や
軍
事

司
法
統
一
法
典
の
規
則
で
、
そ
の
ど
ち
ら
も
被
疑
者
に
黙
秘
を
行

使
す
る
権
利
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
る
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
。
Ｆ
Ｂ
Ｉ
の
警
告
に
は
弁
護
士
に
相
談
す
る
権
利
を

告
げ
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
た
。

（
2
）　

ハ
ー
ラ
ン
判
事
の
反
対
意
見

多
数
意
見
に
不
同
意
だ
っ
た
判
事
達
は
、
提
案
さ
れ
た
警
告
が
、

究
極
的
に
大
き
な
不
利
益
に
繋
が
る
と
考
え
た
。
一
旦
警
告
さ
れ

疑
者
と
二
人
だ
け
に
な
る
こ
と
が
、
被
疑
者
が
注
意
散
漫
に

な
り
、
外
部
か
ら
の
支
援
を
奪
う
上
で
不
可
欠
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
被
疑
者
が
有
罪
だ
と
い
う
自
信
の
オ
ー
ラ
が
、
被

疑
者
の
抵
抗
す
る
意
志
を
く
じ
く
も
の
で
あ
る
。
被
疑
者
は

単
に
警
察
が
持
っ
て
い
る
先
入
観
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
話

を
確
認
す
る
だ
け
で
あ
る
。
忍
耐
と
粘
り
強
さ
に
よ
り
執
拗

な
尋
問
が
行
わ
れ
て
い
る
。
自
白
を
得
る
た
め
に
、
尋
問
者

は
『
根
気
よ
く
自
分
自
身
を
操
り
、
あ
る
い
は
所
望
の
目
的

が
達
成
さ
れ
る
だ
ろ
う
位
置
に
自
分
自
身
を
置
く
』
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
通
常
の
手
順
で
は
、
必
要
な
結
果

を
得
る
の
に
失
敗
し
た
場
合
に
は
、
警
察
は
虚
偽
の
法
律
上

の
助
言
を
与
え
る
な
ど
の
偽
計
に
頼
る
こ
と
も
あ
る
。
大
事

な
こ
と
は
被
疑
者
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
さ
せ
る
こ
と
で
、
例
え

ば
被
疑
者
自
身
や
そ
の
周
囲
に
対
す
る
彼
の
不
安
と
取
引
す

る
こ
と
で
あ
る
。
警
察
は
そ
の
後
、
ト
リ
ッ
ク
や
説
得
に
よ

り
、
彼
の
憲
法
上
の
権
利
を
行
使
し
な
い
よ
う
彼
を
な
だ
め

る
。」

そ
の
上
で
、
ミ
ラ
ン
ダ
事
件
等
四
件
の
事
件
に
お
け
る
警
察
側

の
行
動
と
、
貧
し
さ
や
学
校
中
退
な
ど
、
被
告
人
側
の
不
利
な
状

況
を
簡
略
に
紹
介
す
る
。

二
六
二
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し
、
現
在
で
は
、
被
告
が
令
状
な
し
の
検
索
に
同
意
し
た
か
否
か
、

あ
る
い
は
捜
索
令
状
発
給
に
当
た
っ
て
合
理
的
な
理
由
が
存
在
し

た
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
た
め
に
は
使
用
さ
れ
て
い
る

（
32
）

。

4　

ミ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ル

ミ
ラ
ン
ダ
は
改
め
て
審
査
さ
れ
た
。
そ
の
際
に
は
検
察
が
自
白

を
証
拠
に
用
い
な
か
っ
た
が
、
目
撃
者
そ
の
他
の
証
拠
を
使
っ
て

立
証
し
た
結
果
、
ミ
ラ
ン
ダ
は
一
九
六
七
年
に
有
罪
と
さ
れ
、

二
〇
年
な
い
し
三
〇
年
の
禁
固
を
宣
告
さ
れ
た
。
ミ
ラ
ン
ダ
は

一
九
七
二
年
に
仮
釈
放
さ
れ
た
。
釈
放
後
は
元
の
居
住
地
域
に
戻

り
、
一
九
七
六
年
一
月
三
一
日
に
酒
場
で
喧
嘩
に
な
り
刺
さ
れ
て

死
ん
だ
。

「
ミ
ラ
ン
ダ
」
判
決
の
後
、
米
国
中
の
警
官
は
、
逮
捕
さ
れ
た

者
に
「
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
（M

iranda w
arning

）」
と
呼
ば
れ
る
形

式
で
、
そ
の
権
利
を
教
え
る
よ
う
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
れ
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域
に
よ
る
違
い
が
あ
る
が
、
典
型
的
に

は
、
次
の
よ
う
な
文
言
が
使
用
さ
れ
る
。

1 

．Y
ou have the right to rem

ain silent. 

（
あ
な
た
に
は

黙
秘
権
が
あ
る
。）

2 
．A

nything you say can and w
ill be used against you 

in a court of law
. 

（
あ
な
た
が
言
う
こ
と
は
、
法
廷
で
あ

た
被
疑
者
は
常
に
弁
護
士
を
要
求
し
、
警
察
が
自
白
を
求
め
る
能

力
を
否
定
す
る
と
明
ら
か
に
考
え
、
そ
の
結
果
高
圧
的
尋
問
の
問

題
に
過
剰
に
反
応
し
て
い
る
と
非
難
し
た
。

（
3
）　

ク
ラ
ー
ク
判
事
の
意
見

前
述
の
通
り
、
ク
ラ
ー
ク
判
事
は
結
論
に
お
い
て
多
数
意
見
と

同
じ
で
あ
る
が
、
そ
の
論
理
は
異
な
っ
て
い
た
。
ク
ラ
ー
ク
は
、

多
数
意
見
の
論
理
に
つ
い
て
は
、「
余
り
に
遠
く
ま
で
、
余
り
に

早
く
（too far too fast

）」
行
き
過
ぎ
た
と
述
べ
た
。
ク
ラ
ー

ク
判
事
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
の
論
理
の
替
わ
り
に
「
ヘ
イ
ン
ズ
事

件
（
31
）

」
で
連
邦
最
高
裁
判
所
が
導
入
し
た
「
関
連
性
総
合
テ
ス
ト

（totality of the circum
stances test

）」
を
、
こ
の
事
件
で
も

使
う
べ
き
だ
と
し
た
。

こ
の
テ
ス
ト
は
、
被
告
の
憲
法
上
の
権
利
が
、
自
白
を
得
る
に

当
た
り
侵
害
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
申
し
立
て
ら
れ
た
権
利
侵
害
の
特
定
の
側
面
を
見
る
の

で
は
無
く
、
そ
れ
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
状
況
を
総
合
的
に
判
断

し
て
違
憲
か
否
か
を
判
断
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
テ
ス
ト
で
も
同
じ
結
果
が
導
か
れ
る
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。

ミ
ラ
ン
ダ
判
決
が
確
定
し
た
結
果
、
こ
の
テ
ス
ト
は
、
そ
の
後
、

自
白
の
任
意
性
評
価
に
は
使
わ
れ
る
こ
と
は
な
く
な
っ
た
。
た
だ

二
六
三
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私
が
あ
な
た
に
説
明
し
た
自
分
の
権
利
を
知
り
、
か
つ
理
解

し
た
上
で
、
弁
護
士
の
同
席
無
し
に
私
の
質
問
に
任
意
に
回

答
し
ま
す
か
？
）

5　

そ
の
後　

デ
ィ
ッ
カ
ー
ス
ン
対
合
衆
国
事
件

議
会
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ル
を
廃
止
し
、
関
連
性
総
合
テ
ス
ト

を
復
活
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
一
九
六
八
年
総
合
犯
罪
防
止
・
安
全

市
街
地
法
（O

m
nibus C

rim
e C

ontrol and S
afe S

treets 
A
ct of 1968

）
を
制
定
し
、
被
告
人
が
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
を
受
け

て
い
た
か
ど
う
か
に
関
係
な
く
、
自
白
が
自
主
的
に
行
わ
れ
た
場

合
に
は
、
連
邦
裁
判
所
判
事
は
、
刑
事
被
告
人
の
自
白
調
書
を
承

認
す
る
と
定
め
た
。
し
か
し
、
検
察
は
、
違
憲
判
断
が
下
さ
れ
る

の
を
恐
れ
て
、
同
法
に
依
ろ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
カ
ッ
セ
ル
（P

aul C
assell

）
ユ
タ
大
学
ロ
ー

ス
ク
ー
ル
教
授
が
、
ミ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ル
は
裁
判
所
が
作
り
出
し
た

法
で
あ
っ
て
憲
法
上
の
要
請
で
は
無
く
、
し
た
が
っ
て
連
邦
議
会

が
そ
れ
を
総
合
犯
罪
防
止
・
安
全
市
街
地
法
で
置
き
換
え
た
以
上
、

ミ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ル
は
、
連
邦
レ
ベ
ル
で
は
妥
当
し
な
い
と
す
る
説

を
発
表
し
た
。

デ
ィ
ッ
カ
ー
ス
ン
（C

harles T
hom

as D
ickerson

）
は
、
火

器
を
使
用
し
た
銀
行
強
盗
の
罪
で
逮
捕
さ
れ
た
。
こ
れ
は
連
邦
犯

な
た
に
不
利
な
証
拠
と
し
て
用
い
ら
れ
る
事
が
あ
る
。）

3 
．Y

ou have the right to have an attorney present 
before and during questioning. 

（
あ
な
た
は
、
取
り
調

べ
に
先
立
ち
、
あ
る
い
は
取
調
中
に
、
弁
護
士
の
立
会
い
を

求
め
る
権
利
が
あ
る
。）

4 

．If you cannot afford an attorney, one w
ill be 

appointed for you before any questioning, if you 
w
ish.

（
も
し
あ
な
た
が
自
分
で
弁
護
士
に
依
頼
す
る
こ
と

が
で
き
ず
、
か
つ
弁
護
士
を
望
む
な
ら
ば
、
国
は
、
あ
な
た

に
、
取
調
べ
に
先
立
ち
、
弁
護
士
を
任
命
す
る
。）

5 

．If you decide to answ
er any questions now

, 
w
ithout an attorney present, you w

ill still have the 
right to stop answ

ering at any tim
e until you talk to 

an attorney.

（
今
、
あ
な
た
が
何
ら
か
の
質
問
に
対
し
、

弁
護
士
の
立
会
抜
き
で
答
え
る
こ
と
に
し
た
場
合
に
も
、
あ

な
た
は
何
時
で
も
、
弁
護
士
と
相
談
す
る
ま
で
回
答
を
中
止

す
る
権
利
を
有
す
る
。）

6 

．K
now

ing and understanding your rights as I have 
explained them

 to you, are you w
illing to answ

er m
y 

questions w
ithout an attorney present?

（
あ
な
た
は
、

二
六
四
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る
拘
留
尋
問
は
、
そ
の
必
然
的
な
性
格
か
ら
「
孤
立
し
た
個
人
に

対
す
る
圧
力
」
と
な
る
結
果
、
人
は
罪
を
犯
し
て
い
な
く
と
も
、

し
ば
し
ば
自
白
に
追
い
込
ま
れ
る
。
ミ
ラ
ン
ダ
事
件
で
、
裁
判
所

は
、
ま
さ
に
こ
の
様
な
害
悪
に
対
す
る
手
段
を
開
発
し
た
の
で
あ

る
。こ

の
よ
う
に
述
べ
て
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
以
降
に
お
け
る
判
例
の

流
れ
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、
次
の
様
に
結
論
づ
け
た
。

「
以
上
を
ま
と
め
れ
ば
、
我
々
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
は
、
議

会
が
立
法
的
に
優
越
す
る
こ
と
の
許
さ
れ
な
い
憲
法
上
の
ル
ー

ル
を
述
べ
て
い
る
と
結
論
出
来
る
。
先
例
拘
束
性
の
ル
ー
ル
に

従
い
、
我
々
は
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
を
我
々
自
身
で
破
棄
す
る
こ

と
を
拒
否
す
る
。」

こ
う
し
て
、
ミ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ル
は
、
そ
の
後
、
様
々
な
攻
撃
を

受
け
つ
つ
も
、
今
日
ま
で
生
き
延
び
、
も
は
や
確
固
た
る
基
盤
を

得
て
い
る
と
言
え
る
。

（
三
）　

カ
ッ
ツ
対
合
衆
国
事
件

こ
のK

atz v. U
nited S

tates, 389 U
.S

. 347 

（1967

）
事
件

は
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
対
合
衆
国
事
件

（
33
）

判
例
を
変
更
し
、
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
の
権
利
と
捜
索
の
法
的
意
味
を
一
新
さ
せ
た
判
決
と
し
て
、

罪
で
あ
る
。
デ
ィ
ッ
カ
ー
ス
ン
は
、
彼
が
ミ
ラ
ン
ダ
警
告
を
受
け

る
前
に
、
Ｆ
Ｂ
Ｉ
に
自
白
を
強
要
さ
れ
た
と
主
張
し
た
。
地
方
裁

判
所
は
、
こ
の
主
張
を
認
め
た
の
で
、
連
邦
側
は
高
等
裁
判
所
に

控
訴
し
た
。
第
四
巡
回
高
等
裁
判
所
は
、
カ
ッ
セ
ル
教
授
の
説
を

採
用
し
、
ミ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ル
は
憲
法
上
の
も
の
で
は
無
い
の
で
、

議
会
は
そ
れ
を
立
法
に
よ
っ
て
覆
す
こ
と
が
で
き
る
と
判
決
し
た
。

そ
こ
で
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
高
裁
レ
ベ
ル
に
お
け
る
判
決
の

不
統
一
を
避
け
る
た
め
、
こ
の
事
件
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ

た
（D

ickerson v. U
nited S

tates, 530 U
.S

. 428 

（2000

））。

最
高
裁
判
所
は
、
カ
ッ
セ
ル
教
授
の
主
張
を
聴
取
し
た
上
で
、

七
対
二
で
、
ミ
ラ
ン
ダ
ル
ー
ル
は
憲
法
上
の
も
の
で
あ
る
と
判
決

し
た
。
レ
ン
ク
ィ
ス
ト
長
官
は
次
の
様
に
述
べ
た
。

被
疑
者
の
自
白
は
、
強
制
又
は
非
任
意
的
な
も
の
で
あ
る
場
合

に
は
受
け
入
れ
難
い
。
米
国
法
の
起
源
と
な
っ
た
英
国
法
の
要
求

は
そ
こ
ま
で
で
あ
る
。
し
か
し
、
時
が
過
ぎ
る
と
共
に
、
第
五
修

正
は
警
察
の
尋
問
に
対
す
る
被
疑
者
の
権
利
の
独
立
し
た
源
泉
と

化
し
て
き
た
。

「
ミ
ラ
ン
ダ
で
、
我
々
は
、
強
制
に
よ
っ
て
自
白
が
得
ら
れ
る

事
態
の
増
加
に
対
す
る
懸
念
を
も
た
ら
し
た
、
近
代
的
な
警
察
の

拘
留
中
の
取
調
べ
が
出
現
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
。」
警
察
に
よ

二
六
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
二
二
）

否
か
が
問
題
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は

一
九
四
二
年
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
対
合
衆
国
事
件

（
34
）

に
お
い
て
、
そ
の

場
合
に
も
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
判
決
の
法
理
が
適
用
に
な
る
事
を

明
ら
か
に
し
た
。

こ
の
数
十
年
に
わ
た
っ
て
支
配
し
て
い
た
法
理
を
覆
し
た
の
が
、

こ
の
カ
ッ
ツ
判
決
で
あ
る
。

1　

シ
ル
バ
ー
マ
ン
対
合
衆
国
事
件

一
九
六
一
年
三
月
六
日
に
下
さ
れ
たS

ilverm
an v. U

nited 
S
tates, 365 U

.S
. 505 

（1961

）
判
決
は
、
そ
の
カ
ッ
ツ
判
決
の

前
哨
戦
と
な
る
判
決
で
あ
る
。

上
述
の
と
お
り
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
判
決
は
、
有
体
物
と
物
理

的
侵
入
の
二
つ
を
、
令
状
を
要
す
る
捜
索
の
要
件
と
し
て
い
た
。

こ
の
シ
ル
バ
ー
マ
ン
判
決
に
お
い
て
、
連
邦
最
高
裁
は
、
こ
の
法

理
の
う
ち
の
「
有
体
物
」
要
件
を
変
更
し
た
の
で
あ
る
。

（
1
）　

シ
ル
バ
ー
マ
ン
事
件
の
概
要

一
九
五
八
年
春
、
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
警
察
は
、
特
定
の
住

居
が
ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
．Ｃ
．の
法
に
反
し
て
賭
博
場
に
使
用
さ
れ
て

い
る
と
い
う
疑
い
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
警
察
は
空
き
家

に
な
っ
て
い
た
隣
家
を
、
そ
の
所
有
者
の
同
意
を
得
て
、
問
題
の

住
居
の
監
視
拠
点
と
し
た
。
そ
こ
か
ら
警
察
は
ス
パ
イ
ク
マ
イ
ク

極
め
て
重
要
で
あ
る
。

問
題
と
な
っ
た
の
は
第
四
修
正
で
あ
る
。
念
の
た
め
、
条
文
を

紹
介
す
る
。

「
国
民
が
、
不
合
理
な
捜
索
お
よ
び
押
収
ま
た
は
抑
留
か
ら

身
体
、
家
屋
、
書
類
お
よ
び
所
持
品
の
安
全
を
保
障
さ
れ
る

権
利
は
、
こ
れ
を
侵
し
て
は
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
令
状
も
、

宣
誓
ま
た
は
宣
誓
に
代
る
確
約
に
も
と
づ
い
て
、
相
当
な
理

由
が
示
さ
れ
、
か
つ
、
捜
索
す
る
場
所
お
よ
び
抑
留
す
る
人

ま
た
は
押
収
す
る
物
品
が
個
別
に
明
示
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、

こ
れ
を
発
給
し
て
は
な
ら
な
い
。」

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
事
件
判
決
で
は
、
捜
索
（search

）
や
差
し

押
さ
え
の
対
象
を
有
体
物
（tangible property
）
に
限
定
し
、

か
つ
捜
索
を
、
物
理
的
侵
入
を
伴
う
も
の
に
限
定
し
て
い
た
。
そ

の
結
果
、
有
体
物
へ
の
物
理
的
侵
入
を
伴
わ
な
い
通
信
傍
受
は
、

捜
索
に
該
当
せ
ず
、
令
状
を
伴
わ
な
い
場
合
で
も
証
拠
能
力
が
否

定
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

そ
の
後
、
科
学
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
電
子
機
器
の
小
型
化
が

急
速
に
進
展
し
た
結
果
、
小
型
の
盗
聴
装
置
（B

ug

）
を
利
用
し

て
、
電
話
や
屋
内
の
会
話
を
傍
受
す
る
（B

ugging

と
呼
ば
れ
て

い
る
）
方
法
が
広
く
使
わ
れ
る
様
に
な
り
、
そ
れ
が
許
さ
れ
る
か

二
六
六



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
二
三
）

の
事
件
で
使
用
さ
れ
た
ス
パ
イ
ク
マ
イ
ク
の
区
別
は
、
控
訴

審
裁
判
所
は
明
確
に
区
別
し
得
な
い
差
異
し
か
な
い
と
し
た
。

当
裁
判
所
は
、
不
同
意
の
場
合
に
お
い
て
は
、
各
人
の
権
利

は
、
イ
ン
チ
の
単
位
で
測
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
信
じ

る
。」

要
す
る
に
、
連
邦
最
高
裁
は
、
マ
イ
ク
が
壁
の
裂
け
目
に
差
し

込
ま
れ
て
暖
房
ダ
ク
ト
に
接
触
し
た
と
い
う
点
を
と
ら
え
て
、

「
物
理
的
侵
入
」
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
た
の
で

あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
有
体
物
に
当
た
ら
な
い
会
話
の
傍
受
に
対

す
る
第
四
修
正
の
適
用
を
認
め
た
点
で
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
判
決

の
変
更
で
あ
っ
た
。

2　

カ
ッ
ツ
対
合
衆
国
事
件

（
1
）　

カ
ッ
ツ
事
件
の
概
要

カ
ッ
ツ
（C

harles K
atz

）
は
、
賭
博
に
関
す
る
情
報
を
、
ロ

サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
か
ら
マ
イ
ア
ミ
及
び
ボ
ス
ト
ン
の
胴
元
に
連
絡
す

る
に
当
た
り
、
常
に
公
衆
電
話
を
使
用
し
て
い
た
。
そ
こ
で
、
米

連
邦
捜
査
局
（
Ｆ
Ｂ
Ｉ
）
は
、
カ
ッ
ツ
の
知
ら
な
い
う
ち
に
、
彼

が
よ
く
使
う
公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
外
側
に
電
子
盗
聴
装
置
を
取

り
付
け
、
そ
れ
を
介
し
て
、
彼
の
会
話
を
記
録
し
た
。
会
話
内
容

は
証
拠
と
し
て
提
出
さ
れ
、
カ
ッ
ツ
は
、
こ
れ
ら
の
盗
聴
記
録
に

（spike m
ike

）
と
呼
ば
れ
る
マ
イ
ク
で
隣
家
で
の
会
話
の
盗
聴

を
行
っ
た
。

問
題
に
な
っ
て
い
る
マ
イ
ク
は
、
ア
ン
プ
、
パ
ワ
ー
パ
ッ
ク
、

イ
ヤ
ホ
ン
が
一
体
と
な
っ
た
長
さ
一
フ
ィ
ー
ト
ほ
ど
の
道
具
で
、

捜
査
官
は
こ
れ
を
空
き
家
と
問
題
の
住
居
の
隔
壁
に
、
何
か
硬
い

も
の
に
当
た
っ
て
入
ら
な
く
な
る
ま
で
数
イ
ン
チ
程
度
挿
入
す
る

こ
と
に
よ
り
、
隣
家
の
音
声
を
盗
聴
す
る
の
に
成
功
し
た
。
そ
の

硬
い
も
の
と
は
暖
房
用
の
ダ
ク
ト
だ
っ
た
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に

な
っ
た
。
下
級
審
は
、
そ
の
盗
聴
は
、
何
ら
物
理
的
侵
入
と
は
言

え
な
い
と
し
て
、
そ
の
盗
聴
記
録
に
基
づ
い
て
シ
ル
バ
ー
マ
ン
等

に
有
罪
の
判
決
を
下
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
が
連
邦
最
高
裁
判
所
に

上
告
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
こ
れ
を
受
け
入
れ
た
。

（
2
）　

シ
ル
バ
ー
マ
ン
判
決
の
内
容

連
邦
最
高
裁
は
全
員
一
致
で
、
次
の
と
お
り
判
決
し
た
。

「
当
裁
判
所
は
、
連
邦
官
は
、
令
状
な
い
し
同
意
を
得
る
こ

と
な
く
、
個
人
の
事
務
所
若
し
く
は
住
宅
に
物
理
的
に
侵
入

し
て
密
か
に
観
察
し
、
あ
る
い
は
盗
聴
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

見
た
り
聞
い
た
り
し
た
も
の
を
、
そ
の
個
人
の
刑
事
裁
判
に

関
係
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
た
こ
と
は
な
い
。

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
事
件
で
使
用
さ
れ
た
電
話
盗
聴
器
と
、
こ

二
六
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
二
四
）

か
ら
一
人
に
し
て
お
か
れ
る
権
利
│
と
い
う
個
人
の
一
般
的

な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
は
、
そ
の
者
の
財
産
及
び
生
命

を
保
護
す
る
よ
う
に
、
大
部
分
が
個
々
の
州
法
に
ゆ
だ
ね
ら

れ
て
い
る
。」

（
イ
）
本
件
事
実
関
係
に
基
づ
く
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

「
第
四
修
正
は
、
場
所
よ
り
も
人
を
保
護
す
る
も
の
で
あ
る
。

あ
る
人
物
が
、
自
ら
承
知
の
上
で
公
に
明
ら
か
に
し
た
事
柄

は
、
そ
れ
が
自
宅
や
事
務
所
の
中
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
第

四
修
正
の
保
護
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
…
し
か
し
、
そ
の
人

物
が
、
私
的
に
維
持
し
た
い
と
思
う
事
柄
は
、
そ
れ
が
一
般

の
人
の
目
に
触
れ
る
領
域
内
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
憲
法
上

の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」

「
オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
と
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
の
裏
づ
け
は
、
当
裁

判
所
が
、
そ
の
後
の
判
決
で
、
そ
こ
で
宣
言
さ
れ
た
『
不
法

侵
害
』
の
原
則
は
も
は
や
支
配
力
を
持
ち
得
な
い
と
考
え
た

こ
と
に
よ
っ
て
完
全
に
失
わ
れ
た
と
、
当
裁
判
所
は
結
論
付

け
る
。
上
訴
人
の
言
葉
を
電
子
的
に
傍
受
し
記
録
し
た
政
府

の
行
為
は
、
同
人
が
電
話
ボ
ッ
ク
ス
を
利
用
す
る
際
に
、
当

然
そ
こ
に
存
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
信
じ
て
い
た
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
対
す
る
侵
害
で
あ
り
、
よ
っ
て
、
そ
う
し
た
行
為
は

基
づ
い
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
そ
こ
で
、
彼
は
、
そ
の
録
音
は

第
四
修
正
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
た
権
利
の
侵
害
に
よ
り
得
ら
れ
た

結
果
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
証
拠
か
ら
排
除
す
る
よ
う
主
張
し
た
。

公
衆
電
話
ボ
ッ
ク
ス
そ
れ
自
体
に
は
物
理
的
な
侵
入
が
な
か
っ
た

た
め
、
控
訴
審
裁
判
所
は
、
そ
の
主
張
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
カ
ッ
ツ
は
連
邦
最
高
裁
に
上
告
し
、
連
邦
最
高
裁
判
所

は
上
告
を
受
け
入
れ
た
。

（
2
）　

カ
ッ
ツ
判
決
の
内
容

判
決
は
七
対
一
と
な
っ
た
。
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
（P
otter S

tew
art

）

判
事
が
多
数
意
見
を
執
筆
し
た
が
、
ダ
グ
ラ
ス
、
ブ
レ
ナ
ン
、

ハ
ー
ラ
ン
、
ホ
ワ
イ
ト
の
各
判
事
が
補
足
意
見
を
執
筆
し
た
。
反

対
意
見
を
執
筆
し
た
の
は
ブ
ラ
ッ
ク
判
事
で
あ
る
。

（
ア
）
一
般
的
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権

「
第
四
修
正
は
、
一
般
的
な
憲
法
上
の
『
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
』

と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
の
修
正
条
項
は
、

一
定
の
種
類
の
政
府
に
よ
る
不
法
侵
入
か
ら
個
人
の
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
を
保
護
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
保
護
は
更
に
踏
み
込

ん
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
関
係
を
持
た
な
い
も
の
も
多
い
。

憲
法
の
他
の
規
定
は
、
他
の
形
態
に
よ
る
政
府
の
不
法
侵
入

か
ら
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
。
し
か
し
│
他
人

二
六
八



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
二
五
）

せ
た
こ
と
は
、
先
に
デ
ィ
ッ
カ
ー
ス
ン
事
件
で
紹
介
し
た
。
し
か

し
、
そ
れ
は
同
法
の
一
部
で
あ
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る

の
は
、
同
法
の
第
三
編
「
電
話
盗
聴
及
び
電
子
的
監
視
」

（W
iretapping and E

lectronic S
urveillance

）
で
、
こ
れ
は

カ
ッ
ツ
事
件
判
決
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
同
編
は

有
線
及
び
口
頭
で
の
通
信
に
関
す
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
を
定
め
、

無
令
状
に
よ
る
電
話
盗
聴
及
び
電
子
的
監
視
を
禁
止
し
て
い
る

（
35
）

。

こ
の
法
律
は
、
そ
の
後
、
一
九
八
六
年
電
子
通
信
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
法
（E

lectronic C
om

m
unications P

rivacy A
ct of 1986

）

に
よ
っ
て
改
正
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
一
年
九
月
一
一
日
の
同

時
多
発
テ
ロ
を
受
け
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
二
六
日
、
愛
国
者
法
、

す
な
わ
ち
「
二
〇
〇
一
年
テ
ロ
リ
ズ
ム
活
動
を
阻
止
及
び
防
止
す

る
た
め
に
求
め
ら
れ
る
適
切
な
手
段
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、

米
国
を
団
結
し
、
強
化
す
る
法
（U

niting and S
trengthening 

A
m
erica by P

roviding A
ppropriate T

ools R
equired to 

Intercept and O
bstruct T

errorism
 A

ct of 2001

＝
頭
文
字

を
取
る
とU

S
A
 P

A
T
R
IO

T
-A

ct

と
な
る
。）」
が
制
定
さ
れ
、

テ
ロ
対
策
を
目
的
と
し
た
無
令
状
傍
受
の
権
限
を
拡
大
す
る
規
定

が
追
加
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
令
状
申
請
を
認
め
る
事
例
の
中
に
、

化
学
兵
器
を
用
い
た
犯
罪
や
テ
ロ
リ
ズ
ム
が
追
加
さ
れ
、
国
家
安

第
四
修
正
の
意
味
す
る
範
囲
で
の
『
捜
索
・
差
押
え
』
を
構

成
す
る
。
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
用
い
ら
れ
た
傍
受

装
置
が
、
た
ま
た
ま
電
話
ボ
ッ
ク
ス
の
壁
を
貫
通
し
な
か
っ

た
と
い
う
事
実
は
、
何
ら
憲
法
上
の
重
要
性
を
持
ち
得
な

い
。」

（
ウ
）
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
の
補
足
意
見

本
件
で
重
要
な
も
う
一
つ
の
点
は
、
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
の
補
足

意
見
で
あ
る
。
裁
判
官
は
、
第
四
修
正
の
保
護
範
囲
に
つ
い
て
、

「
先
例
か
ら
生
じ
た
そ
の
法
則
に
関
す
る
私
の
理
解
は
、
二
つ
の

要
件
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
一
は
、
個
人
が
現
実

の
（
主
観
的
な
）
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
期
待
を
示
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
り
、
第
二
は
、
当
該
期
待
に
対
し
て
社
会
が
『
合
理
的
』

で
あ
る
と
承
認
す
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。
こ
の
二
つ
の
要
件
（reasonable expectation of privacy

）

は
、
関
連
す
る
そ
の
後
の
判
決
に
、
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と

と
な
っ
た
。

（
3
）　

そ
の
後
の
展
開

連
邦
議
会
が
、
ミ
ラ
ン
ダ
判
決
の
空
洞
化
を
狙
っ
て
、

一
九
六
八
年
総
合
犯
罪
防
止
及
び
街
頭
安
全
法
（O

m
nibus 

C
rim

e C
ontrol and S

afe S
treets A

ct of 1968

）
を
成
立
さ

二
六
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
二
六
）

情
報
を
収
集
す
る
目
的
で
、
傍
受
を
許
可
し
た
旨
が
記
し
て
あ
っ

た
。
宣
誓
供
述
書
及
び
監
視
の
ロ
グ
に
基
づ
き
、
政
府
は
、
た
と

え
令
状
が
な
く
と
も
、
国
家
安
全
を
守
る
た
め
の
大
統
領
権
限
の

合
理
的
な
行
使
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

連
邦
政
府
の
主
張
の
根
拠
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
六
八
年
総
合

犯
罪
防
止
及
び
街
頭
安
全
法
第
三
編
の
う
ち
、
合
衆
国
法
律
集

（U
nited S

tates C
ode

）
第
一
八
編
の
第
二
五
一
一
条
（
三
）

項
二
二
で
あ
る
。
次
の
様
に
定
め
て
い
た
。

「
…
本
章
の
い
か
な
る
規
定
も
、
武
力
又
は
他
の
違
法
な
方

法
に
よ
る
政
府
の
転
覆
、
又
は
、
そ
の
他
政
府
組
織
又
は
政

府
の
存
在
に
も
た
ら
さ
れ
る
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
に
対
し
、

大
統
領
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
守
る
た
め
に
必
要
と
考
え

る
対
策
を
講
じ
る
た
め
の
、
憲
法
上
の
権
限
を
制
限
す
る
も

の
と
み
な
し
て
は
な
ら
な
い
」

ミ
シ
ガ
ン
州
東
地
区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
ケ
イ
ス
（D

am
on 

K
eith

）
判
事
は
、
当
該
監
視
は
第
四
修
正
に
違
反
す
る
と
判
断

し
、
政
府
に
対
し
、
被
告
人
に
関
し
て
傍
受
し
た
会
話
を
す
べ
て

開
示
す
る
よ
う
命
じ
た
。
連
邦
政
府
は
控
訴
し
た
が
、
第
六
巡
回

区
連
邦
高
等
裁
判
所
も
ケ
イ
ス
判
事
の
判
断
を
支
持
し
た
の
で
、

さ
ら
に
上
告
し
た
。

全
を
目
的
と
す
る
場
合
に
、
捜
査
官
が
他
の
法
執
行
官
等
と
の
間

で
傍
受
し
た
情
報
を
共
有
で
き
る
規
定
が
追
加
さ
れ
た
。

3　

合
衆
国
対
連
邦
地
方
裁
判
所
事
件

こ
のU

nited S
tates v. U

.S
. D

istrict C
ourt, 407 U

.S
. 

297 

（1972

）
事
件
は
、
バ
ー
ガ
ー･

コ
ー
ト
の
時
代
に
な
っ
て

か
ら
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
カ
ッ
ツ
事
件
判
決
の
い
わ

ば
後
衛
戦
と
で
も
い
う
べ
き
性
格
を
持
つ
事
件
な
の
で
、
こ
こ
で

合
わ
せ
て
紹
介
す
る
。
こ
の
事
件
は
「
ケ
イ
ス
事
件
（K

eith 
C
ase

）」
の
名
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

（
1
）　

事
件
の
概
要

連
邦
政
府
は
、
シ
ン
ク
レ
ア
等
三
名
の
人
物

（
36
）

を
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
ミ
シ

ガ
ン
州
ア
ン
・
ア
ー
バ
ー
（A
nn A

rbor （
37
）

）
に
あ
っ
た
施
設
を
ダ

イ
ナ
マ
イ
ト
で
爆
破
し
よ
う
と
し
た
と
し
て
、
政
府
財
産
の
毀
棄

に
関
す
る
共
謀
罪
及
び
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
爆
破
の
罪
で
逮
捕
し
た
。

被
告
ら
は
、
正
式
事
実
審
理
前
に
、
電
子
的
監
視
が
行
わ
れ
た
こ

と
を
裏
付
け
る
情
報
の
開
示
を
求
め
る
申
立
て
を
行
っ
た
。
他
方
、

政
府
は
、
司
法
長
官
の
宣
誓
供
述
書
を
提
出
し
た
。
そ
こ
に
は
、

国
内
組
織
が
政
府
の
現
体
制
を
攻
撃
し
、
ま
た
転
覆
さ
せ
よ
う
と

す
る
試
み
か
ら
、
国
家
を
守
る
た
め
に
必
要
と
み
な
さ
れ
る
軍
事

二
七
〇



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
二
七
）

理
な
監
視
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
潜
在
的
な
危
険
と
い
う
、

本
件
に
お
い
て
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
基
本
的
な
価
値
を

検
討
し
、
衡
量
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

「
中
立
で
独
立
し
た
裁
判
官
が
事
前
に
審
査
を
行
う
こ
と
は
、

第
四
修
正
の
権
利
を
達
成
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
長
年

の
手
段
で
あ
る
。」

「
司
法
長
官
に
は
幾
ら
か
の
負
担
が
課
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

が
、
こ
の
不
自
由
は
、
憲
法
上
の
価
値
を
保
護
す
る
た
め
に
、

自
由
な
社
会
に
お
い
て
正
当
化
さ
れ
る
。
当
裁
判
所
は
、
政

府
の
国
内
監
視
権
限
が
相
当
程
度
減
殺
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と

も
思
わ
な
い
。
令
状
主
義
は
、
監
視
の
有
効
性
を
推
定
さ
せ
、

監
視
後
の
司
法
審
査
を
正
当
化
さ
せ
る
た
め
の
負
担
を
最
小

化
す
る
。
法
を
遵
守
し
て
い
る
市
民
に
対
す
る
無
差
別
の
傍

受
や
盗
聴
を
生
じ
さ
せ
ず
、
一
般
国
民
を
安
心
さ
せ
る
こ
と

が
最
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。」

た
だ
し
、
連
邦
最
高
裁
は
、
本
判
決
の

程
範
囲
を
、
国
家
安

全
に
関
す
る
国
内
問
題
の
み
に
限
定
し
、
外
国
勢
力
の
活
動
は
範

囲
外
で
あ
る
こ
と
、
第
三
編
は
大
統
領
の
権
限
を
定
義
し
た
り
範

囲
を
定
め
た
り
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
本
判
決
は
他
の
様
々

な
政
策
や
実
務
的
考
慮
の
も
と
に
行
わ
れ
る
監
視
行
為
に
は
適
用

（
2
）　

判
決
の
内
容

連
邦
最
高
裁
は
、
結
論
的
に
は
全
員
一
致
で
、
連
邦
控
訴
裁
判

所
の
判
断
を
支
持
し
た
。
多
数
意
見
を
パ
ウ
エ
ル
判
事
が
執
筆
し
、

こ
れ
に
ダ
グ
ラ
ス
、
ブ
レ
ナ
ン
、
ス
チ
ュ
ワ
ー
ト
、
ブ
ラ
ッ
ク
マ

ン
の
各
判
事
が
賛
同
し
た
。
こ
れ
と
は
別
に
バ
ー
ガ
ー
長
官
、
ダ

グ
ラ
ス
判
事
、
ホ
ワ
イ
ト
判
事
が
補
足
意
見
を
執
筆
し
た
。

パ
ウ
エ
ル
判
事
は
い
う
。

「
大
統
領
の
監
視
権
限
に
関
す
る
限
り
で
、
第
二
五
一
一
条

（
三
）
項
の
文
言
は
中
立
で
あ
る
」
と
い
う
政
府
の
主
張
を

認
め
る
と
、「
本
件
の
監
視
が
適
用
除
外
規
定
に
含
ま
れ
る

か
否
か
、
ま
た
、
そ
う
だ
と
す
る
と
、
法
律
上
の
適
用
除
外

規
定
そ
の
も
の
が
憲
法
上
有
効
か
否
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
し
か
し
、
第
二
五
一
一
条
（
三
）
項
は
、
議
会

の
免
責
条
項
で
あ
り
中
立
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
当
裁
判

所
は
、
こ
の
法
律
は
、
本
件
に
お
い
て
主
張
さ
れ
た
大
統
領

の
権
限
行
使
の
手
段
と
は
な
ら
な
い
と
判
断
す
る
。
む
し
ろ
、

当
裁
判
所
は
、
大
統
領
の
憲
法
上
の
権
限
を
検
討
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」

「
当
裁
判
所
の
役
割
は
、
政
府
が
国
内
の
安
全
を
守
る
義
務

と
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
表
現
の
自
由
に
対
す
る
不
合

二
七
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
二
八
）

（revengeance

）
と
か
、
我
々
の
大
統
領
、
議
会
及
び
最
高
裁
は

白
人
種
の
弾
圧
を
続
け
て
い
る
と
発
言
し
た
。
こ
の
た
め
、
ブ
ラ

ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
一
九
一
九
年
に
制
定
さ
れ
た
オ
ハ
イ
オ
州
刑

事
暴
力
革
命
禁
止
法
（crim

inal syndicalism
 statute

）
に
抵

触
す
る
と
し
て
起
訴
さ
れ
、
一
〇
〇
〇
ド
ル
の
罰
金
と
一
〇
年
の

刑
を
宣
告
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
は
、
同
法
が
、

第
一
修
正
及
び
第
四
修
正
の
保
障
す
る
言
論
の
自
由
を
侵
害
し
て

い
る
と
し
て
上
告
し
た
。
な
お
、
同
法
と
類
似
す
る
法
律
は
二
〇

の
州
及
び
二
つ
の
準
州
で
も
制
定
さ
れ
て
い
た
。

2　

判
決
の
内
容

米
国
最
高
裁
判
所
は
、
全
員
一
致

（
39
）

で
、
政
府
は
憲
法
や
法
令
を

抽
象
的
に
侵
害
す
る
者
を
罰
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
し
て
、
ブ

ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
に
対
す
る
有
罪
判
決
を
覆
し
た
。

判
決
は
多
数
の
判
例
を
引
用
し
、
特
に
デ
ニ
ス
事
件

（
40
）

を
引
用
し

た
上
で
、
次
の
様
に
述
べ
る
。

「
こ
れ
ら
の
判
決
は
、
言
論
の
自
由
及
び
報
道
の
自
由
に
対

す
る
憲
法
上
の
保
障
は
、
国
家
が
、
唱
導
が
差
し
迫
っ
た
非

合
法
な
行
為
を
扇
動
し
、
若
し
く
は
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
向

け
ら
れ
、
か
つ
、
か
か
る
行
為
を
扇
動
し
、
若
し
く
は
生
ぜ

し
め
る
蓋
然
性
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
様
な
行
為
を
禁

さ
れ
な
い
こ
と
な
ど
を
強
調
し
て
い
る

（
38
）

。

（
四
）　

ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
対
オ
ハ
イ
オ
州
事
件

こ
のB

randenburg v. O
hio, 395 U

.S
. 444 

（1969

）
事
件

判
決
は
、
一
九
一
九
年
の
シ
ェ
ン
ク
事
件
以
来
、
米
国
判
例
を
支

配
し
て
き
た
「
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
」
基
準
が
変
更
さ
れ
、
そ

の
新
し
い
定
式
化
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
・
テ
ス
ト
が
宣
言

さ
れ
た
こ
と
で
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
・
テ
ス
ト
と
は
、「
唱
導
が
差
し
迫
っ
た

非
合
法
な
行
為
を
扇
動
し
、
若
し
く
は
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
向
け

ら
れ
、
か
つ
、
か
か
る
行
為
を
扇
動
し
、
若
し
く
は
生
ぜ
し
め
る

蓋
然
性
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
唱
導
を
禁
止
で
き
な
い
」
と
す
る

テ
ス
ト
で
あ
る
。

1　

事
件
の
概
要

オ
ハ
イ
オ
州
の
ク
ー
・
ク
ラ
ッ
ク
ス
・
ク
ラ
ン
（K

u K
lux 

K
lan 

＝K
K
K

）
の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ

（C
larence B

randenburg

）
は
、
テ
レ
ビ
局
に
連
絡
を
と
り
、

一
九
六
四
年
に
Ｋ
Ｋ
Ｋ
の
集
会
を
撮
影
さ
せ
た
。
集
会
で
、
人
々

は
白
衣
を
着
て
フ
ー
ド
を
か
ぶ
り
、
黒
人
（niggers

）
や
ユ
ダ

ヤ
人
（Jew

s

）
や
そ
の
支
援
者
達
に
対
し
て
遺
恨
を
晴
ら
す

二
七
二



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
二
九
）

件
に
お
け
る
、
ト
ー
ニ
ー
長
官
の
判
決
と
い
わ
れ
る

（
41
）

。

ま
た
、
一
九
四
六
年
に
判
決
さ
れ
た
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ブ
事
件
に

お
い
て
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
が
述
べ
た
「
裁
判
所
は
こ
の

政
治
的
茂
み
に
介
入
す
る
べ
き
で
は
な
い
（C

ourts ought not 
to enter this political thicket

）」
と
い
う
言
葉
は
、
こ
の
政

治
問
題
の
法
理
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
有
名
で
あ
る

（
42
）

。

こ
の
理
論
は
、
統
治
行
為
論
と
同
じ
く
、
連
邦
政
府
の
機
関
相

互
間
の
紛
争
に
介
入
し
た
く
な
い
と
い
う
司
法
府
の
欲
求
に
根
ざ

し
て
い
る
。
そ
の
理
論
的
根
拠
は
、
そ
の
様
な
問
題
は
、
有
権
者

が
投
票
箱
と
い
う
政
治
過
程
に
よ
っ
て
解
決
す
る
の
が
最
善
で
あ

る
と
い
う
点
に
あ
る
。

（
一
）　

ベ
イ
カ
ー
対
カ
ー
事
件

こ
の
伝
統
的
な
法
理
を
大
き
く
変
更
し
た
の
が
、
こ
のB

aker 
v. C

arr, 369 U
.S

. 186 

（1962

）
事
件
で
あ
る
。

1　

事
件
の
概
要

原
告
で
あ
る
ベ
イ
カ
ー
（C

harles B
aker

）
は
、
テ
ネ
シ
ー

州
シ
ェ
ル
ビ
ー
郡
の
住
人
だ
っ
た

（
43
）

。

テ
ネ
シ
ー
州
憲
法
第
二
条
は
、
次
の
様
に
定
め
て
い
た
。

第
三
節　

立
法
権
限
及
び
任
期
：
こ
の
州
の
立
法
権
限
は

止
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
原
則
を
形
成
し
て
い

る
。」

こ
れ
が
、
今
日
、
ブ
ラ
ン
デ
ン
バ
ー
グ
・
テ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る

審
査
方
法
で
あ
る
。

三　

投
票
権
の
平
等

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
の
前
ま
で
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、

政
治
問
題
（P

olitical question
）
に
は
介
入
し
な
い
と
い
う
立

場
を
貫
い
て
き
た
。

政
治
問
題
の
法
理
と
は
、
わ
が
国
で
い
わ
れ
る
統
治
行
為
論
と

類
似
し
た
理
論
で
、
米
国
で
は
司
法
権
の
限
界
と
密
接
に
結
び
つ

い
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
古
く
は
、
マ
ー
ベ
リ
対
マ
デ
ィ
ス
ン
事

件
で
、
マ
ー
シ
ャ
ル
長
官
が
そ
の
事
を
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
国
務
長
官
が
純
粋
に
自
由
裁
量
に
属
す
る
問
題
、

例
え
ば
大
統
領
に
対
す
る
政
治
的
事
項
に
つ
い
て
の
助
言
を
行
っ

た
場
合
に
は
、
何
ら
法
的
に
特
定
で
き
る
問
題
を
述
べ
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
そ
の
事
務
の
処
理
は
、
裁
判
所
の
審
査
対
象
に
は

な
ら
な
い
と
し
た
。

政
治
問
題
と
い
う
言
葉
を
使
用
し
て
、
司
法
審
査
権
の
発
動
を

最
初
に
拒
ん
だ
の
は
、
一
八
四
九
年
の
ル
ー
サ
ー
対
ボ
ー
デ
ン
事

二
七
三
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年
二
月
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（
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三
〇
）

れ
は
隣
接
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
郡
は
選
挙
区
を

形
成
す
る
に
当
た
り
分
割
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
州
議
会
の
選
挙
区
は
上
下
両
院
共
に
ほ
ぼ
等
し

い
人
口
に
区
割
り
さ
れ
る
よ
う
に
、
連
邦
政
府
が
一
〇
年
毎
に
実

施
す
る
国
勢
調
査
に
基
づ
い
て
再
編
す
る
こ
と
を
要
求
し
て
い
た
。

一
〇
年
ご
と
の
議
員
配
分
の
見
直
し
は
一
八
七
一
年
か
ら

一
九
〇
一
年
ま
で
は
、
き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
い
た
。
一
八
八
一
年

の
見
直
し
に
よ
り
、
上
院
議
員
数
は
二
五
名
か
ら
三
三
名
に
、
下

院
議
員
数
は
七
五
名
か
ら
九
九
名
に
そ
れ
ぞ
れ
増
員
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
は
六
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
一
度
も
議
員
数

の
見
直
し
及
び
選
挙
区
割
の
再
編
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
〇
一
年
の
テ
ネ
シ
ー
州
の
人
口
は
二
〇
二
万
〇
、六
一
六
人

で
、
そ
の
う
ち
四
八
万
七
、三
八
〇
人
が
有
権
者
で
あ
っ
た
。

一
九
六
〇
年
に
は
三
五
六
万
七
、〇
八
九
人
に
増
加
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
二
〇
九
万
二
、八
九
一
人
が
有
権
者
と
な
っ
て
い
た

（
44
）

。

ベ
イ
カ
ー
が
訴
え
を
提
起
し
た
時
点
で
は
、
シ
ェ
ル
ビ
ー
郡
内

の
彼
の
居
住
す
る
選
挙
区
の
人
口
は
、
近
隣
の
農
村
部
の
選
挙
区

に
比
し
、
約
一
〇
倍
の
人
口
を
有
す
る
ま
で
に
人
口
移
動
が
発
生

し
て
い
た
。 

そ
の
結
果
、
農
村
部
住
民
の
選
挙
権
は
、
都
市
住

民
の
選
挙
権
よ
り
も
価
値
が
一
〇
倍
も
価
値
が
あ
る
こ
と
に
な
っ

州
議
会
（G

eneral A
ssem

bly

）
に
あ
り
、
上
院
と
下
院
か

ら
構
成
さ
れ
、
い
ず
れ
も
人
口
に
依
存
す
る
。
任
期
は
総
選

挙
の
日
か
ら
二
年
間
と
す
る
。

第
四
節　

国
勢
調
査
：
有
権
者
名
簿
及
び
議
会
に
お
け
る

議
員
の
配
分
は
、
一
八
七
一
年
に
行
い
、
以
後
一
〇
年
ご
と

に
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
節　

下
院
議
員
の
配
分
：
下
院
議
員
数
は
、
そ
の
期

間
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
権
者
数
に
応
じ
て
、
郡
ま
た
は

選
挙
区
間
で
配
分
さ
れ
る
も
の
と
し
、
州
の
人
口
が
一
五
〇

万
人
ま
で
は
七
五
人
を
超
え
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
後
も
九
九

人
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
人
口
比
で
三
分
の
二
を
超
え
る

郡
は
一
議
席
を
割
り
当
て
ら
れ
る
権
利
を
有
す
る
。

第
六
節　

上
院
議
員
の
配
分
：
上
院
議
員
数
は
、
そ
の
期

間
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
権
者
数
に
応
じ
て
、
郡
ま
た
は

選
挙
区
間
で
配
分
さ
れ
る
も
の
と
し
、
下
院
議
員
数
の
三
分

の
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。
異
な
る
郡
の
間
で
上
院
議
員

を
配
分
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
下
院
議
員
の
配
分
に
当
た
っ

て
失
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
端
数
を
、
可
能
な
限
り
補
え
る

よ
う
に
、
上
院
議
員
の
選
挙
区
を
構
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
選
挙
区
が
二
以
上
の
郡
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
き
、
そ

二
七
四



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
三
一
）

ベ
イ
カ
ー
は
連
邦
最
高
裁
判
所
に
上
告
し
た
。

2　

判
決
の
内
容

判
決
は
一
九
六
二
年
三
月
二
六
日
に
下
さ
れ
た
。
結
果
は
、
六

対
二
で
、
ベ
イ
カ
ー
事
件
は
司
法
審
査
の
対
象
と
な
る
と
し
た
。

反
対
意
見
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
及
び
ハ
ー
ラ
ン
判
事
で
あ

る
。
ま
た
、
ウ
ィ
テ
カ
ー
（C

harles E
vans W

hittaker

）
判

事
は
、
自
ら
表
決
に
参
加
し
な
か
っ
た
。
意
見
が
ま
と
ま
ら
な

か
っ
た
た
め
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
後
、
同
判
事
は
健
康
問
題
を
理

由
に
辞
職
す
る
。

法
廷
意
見
は
ブ
レ
ナ
ン
（W

illiam
 J. B

rennan, Jr. 

）
判
事

が
執
筆
し
た
。

ブ
レ
ナ
ン
は
、
ま
ず
合
衆
国
憲
法
第
三
条
第
二
節
が
「
合
衆
国

の
司
法
権
は
、
こ
の
憲
法
、
合
衆
国
の
法
律
お
よ
び
合
衆
国
の
権

限
に
も
と
づ
き
締
結
さ
れ
た
、
ま
た
は
将
来
締
結
さ
れ
る
条
約
の

も
と
で
発
生
す
る
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
お
よ
び
エ
ク
ィ
テ
ィ
上
の
す

べ
て
の
事
件
に
及
ぶ
。」
と
述
べ
て
い
る
の
を
引
用
し
、
こ
の
事

件
が
合
衆
国
憲
法
に
基
づ
き
提
起
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
事
は
明
ら

か
で
あ
る
と
宣
言
す
る
。

被
告
側
が
コ
ー
ル
グ
ロ
ー
ブ
事
件
判
決
を
、
こ
う
し
た
問
題
が

裁
判
所
の
事
物
管
轄
に
属
し
な
い
先
例
と
し
て
引
用
し
た
の
に
対

て
い
る
。
そ
こ
で
、
ベ
イ
カ
ー
は
、
テ
ネ
シ
ー
州
公
職
選
挙
法
は
、

第
一
四
修
正
の
定
め
る
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
て
い
る
と
、
テ

ネ
シ
ー
州
国
務
長
官
で
あ
る
カ
ー
（Joe C

arr

）
を
相
手
取
っ
て

訴
え
を
提
起
し
た
。
選
挙
区
割
り
の
再
編
の
責
任
を
負
っ
て
い
る

の
は
州
議
会
で
あ
る
が
、
カ
ー
は
州
選
挙
の
実
施
の
た
め
に
、
選

挙
区
割
り
地
図
を
公
表
す
る
上
で
、
最
終
的
に
責
任
あ
る
地
位
に

あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
テ
ネ
シ
ー
州
は
、
上
述
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ

判
事
の
言
葉
を
引
用
し
、
州
議
会
選
挙
区
割
の
問
題
は
、
本
質
的

に
政
治
問
題
で
あ
っ
て
、
司
法
権
の
審
査
に
服
す
る
問
題
で
は
無

い
、
と
主
張
し
た
。

連
邦
地
方
裁
判
所
は
こ
の
事
件
を
取
り
扱
う
に
当
た
り
、
⒜
裁

判
所
は
、
そ
の
事
物
管
轄
に
服
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
み
司
法
審

査
権
を
有
す
る
、
⒝
訴
訟
に
な
じ
む
事
件
は
、
原
告
が
裁
判
に

よ
っ
て
適
切
な
救
済
を
受
け
ら
れ
る
権
利
を
有
し
て
い
る
も
の
で

あ
る
こ
と
、
⒞
被
告
は
、
原
告
が
テ
ネ
シ
ー
州
公
職
選
挙
法
に
関

し
て
、
問
題
を
提
起
し
て
い
る
、
と
分
析
し
、
こ
の
事
件
で
は
原

告
は
、
裁
判
所
が
憲
法
上
の
権
利
の
侵
害
を
発
見
し
た
と
し
て
も
、

裁
判
所
と
し
て
そ
れ
を
救
済
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
訴
え

は
不
適
切
で
あ
る
と
し
て
、
却
下
し
た
。

二
七
五
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（
一
七
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二
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す
る
。
ト
ー
ニ
ー
は
、
そ
の
判
決
で
、
次
の
諸
点
を
主
張
し
た
。

⑴ 　

も
し
も
裁
判
所
が
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
期
間
、
憲
法

に
従
っ
た
政
府
が
法
的
に
存
在
し
な
い
と
し
て
、
不
当
な

被
告
の
行
為
を
認
め
た
場
合
は
、
そ
の
政
府
の
行
動
の
す

べ
て
の
こ
と
、
す
な
わ
ち
法
律
の
制
定
、
税
金
の
徴
収
、

給
与
の
支
払
い
、
財
政
の
運
営
、
命
令
の
公
布
、
等
々
は

す
べ
て
無
効
に
な
る
。
そ
し
て
、
政
府
の
命
令
を
実
施
し

た
官
憲
は
、
仮
に
そ
れ
が
犯
罪
に
な
ら
な
い
場
合
に
も
、

侵
入
者
と
し
て
釈
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う

な
、
原
告
の
問
題
と
な
っ
て
い
る
行
動
を
打
破
し
た
官
憲

の
行
為
が
、
法
的
に
認
め
ら
れ
て
い
な
い
場
合
に
、
そ
れ

を
事
実
上
有
効
化
す
る
い
か
な
る
理
論
も
、
も
ち
ろ
ん
存

在
し
な
い
。
原
告
の
決
定
は
必
然
的
に
、
い
か
な
る
尺
度

に
照
ら
し
て
も
、
重
要
な
混
乱
を
引
き
起
こ
し
、
憲
法
を

尊
重
し
擁
護
す
る
司
法
の
義
務
を
自
制
し
な
け
れ
ば
、
そ

の
結
果
は
避
け
る
べ
き
結
果
を
生
み
出
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

⑵ 　

い
か
な
る
州
裁
判
所
も
、
州
政
府
の
権
威
の
中
心
に
あ

る
問
題
に
対
し
て
、
司
法
責
任
を
負
う
と
は
認
識
さ
れ
て

い
な
い
。
実
際
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
の
裁
判
所
は
、

い
く
つ
か
の
事
件
で
「
憲
法
に
基
づ
く
政
府
を
排
除
す
べ

し
、
ブ
レ
ナ
ン
は
、
被
告
側
は
同
判
決
を
誤
読
し
て
い
る
と
決
め

つ
け
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
判
決
に
関
与
し
た
七
人
の
判
事
の
う

ち
、
反
対
意
見
を
書
い
た
ブ
ラ
ッ
ク
、
ダ
グ
ラ
ス
及
び
マ
ー
フ
ィ

判
事
は
、
管
轄
権
が
あ
る
と
明
確
に
述
べ
て
お
り
、
補
足
意
見
を

書
い
た
ラ
ト
リ
ッ
ジ
判
事
も
、
結
論
に
同
意
し
て
お
り
、
そ
し
て
、

多
数
意
見
を
書
い
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
（
こ
れ
に
リ
ー
ド
、

バ
ー
ト
ン
両
判
事
が
同
意
し
て
い
る
）
は
、
管
轄
が
あ
る
こ
と
に

疑
問
を
呈
し
て
い
る
が
、
そ
の
様
な
疑
問
は
判
決
論
旨
と
首
尾
一

貫
し
て
い
な
い
と
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
中
心
問
題
と
言
う
べ
き
司
法
判
断
適
合
性
に
つ
い
て

は
次
の
様
に
分
類
し
て
論
じ
た
。

①　

外
交
問
題
（F

oreign relations
）

②　

敵
対
行
為
の
期
間
の
日
付

　
　
（D

ates of duration of hostilities

）

③　

制
定
案
の
妥
当
性
（V

alidity of enactm
ents

）

④　

政
府
の
共
和
政
体

　
　
（R
epublican form

 of governm
ent

）

こ
れ
ら
の
そ
れ
ぞ
れ
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
が
、
こ
の
事
件
の

中
心
が
、
こ
の
第
四
の
問
題
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ブ
レ

ナ
ン
は
ル
ー
サ
ー
事
件
の
ト
ー
ニ
ー
長
官
の
議
論
を
詳
し
く
紹
介

二
七
六



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
三
三
）

づ
く
請
求
を
追
加
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
我
々
が
見
て
き
た

よ
う
に
、
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
条
項
へ
依
存
す
る
こ
と
は
無
益

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
共
和
制
保
障
条
項
へ
の
依
存
が
成
功

し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
上
告
人
が
、
平
等
保
護
条
項
に

よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
し
、
実

際
に
彼
ら
は
そ
う
し
て
い
る
。 

第
一
四
修
正
に
基
づ
く
主

張
は
政
治
問
題
の
要
素
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

共
和
制
保
障
条
項
が
実
際
に
現
実
の
政
治
問
題
そ
れ
自
体
で

あ
る
が
故
に
非
司
法
的
で
あ
る
の
と
同
様
に
真
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
我
々
は
こ
こ
で
問
題
は
発
生
し
な
い
こ
と
を
発
見

し
た
。」

つ
ま
り
同
じ
問
題
で
も
、
共
和
制
保
障
条
項
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
で
あ
れ
ば
政
治
問
題
で
あ
る
が
、
平
等
保
護
条
項
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
政
治
性
を
持
た
な
い
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、

例
に
よ
っ
て
こ
の
主
張
に
都
合
の
良
い
先
例
が
い
ろ
い
ろ
と
紹
介

さ
れ
る
。

「
我
々
は
、
し
た
が
っ
て
、
共
和
制
保
障
条
項
に
依
存
す
る

訴
え
が
、
我
々
が
『
政
治
的
』
と
考
え
る
問
題
の
具
体
化
か

ら
提
起
さ
れ
る
が
故
に
非
司
法
的
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
事

件
の
場
合
に
お
け
る
平
等
保
護
の
要
求
と
い
う
問
題
の
司
法

き
か
否
か
の
決
定
は
、
政
治
部
門
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
」

と
述
べ
、
何
の
行
動
も
行
わ
な
か
っ
た
。

⑶ 　
「
問
題
が
、
完
全
に
州
の
憲
法
及
び
法
律
に
関
係
」
し

て
い
る
限
り
、
連
邦
裁
判
所
は
、
そ
れ
を
覆
す
連
邦
憲
法

上
の
根
拠
が
な
い
限
り
、
州
裁
判
所
の
決
定
に
従
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

⑷ 　

合
衆
国
憲
法
に
は
、
第
四
条
四
節
の
共
和
政
体
保
障
条

項
を
除
き
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
使
え
る
適
切
な
条
項
は

な
い
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
政
府
の
選
択
に
関
し
て

は
、
独
立
し
て
行
動
す
る
裁
判
所
に
よ
っ
て
作
る
こ
と
が

で
き
る
基
準
は
存
在
し
な
い
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
理
論
と
し
て
ト
ー
ニ
ー

長
官
が
打
ち
出
し
た
の
が
、
政
治
問
題
の
法
理
な
の
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
政
治
問
題
法
理
に
よ
り
お
び
た
だ

し
い
事
件
を
処
理
し
て
き
た
と
し
て
、
ブ
レ
ナ
ン
は
そ
の
判
例
を

列
挙
す
る
。

そ
の
上
で
、
ブ
レ
ナ
ン
は
、
こ
の
事
件
と
先
例
と
の
違
い
を
指

摘
す
る
。
次
の
様
に
述
べ
る
。

「
こ
の
事
件
は
、
あ
る
意
味
で
は
、
州
内
の
政
治
権
力
の
配

分
を
伴
わ
な
い
の
で
、
控
訴
人
は
、
共
和
制
保
障
条
項
に
基

二
七
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
三
四
）

邦
最
高
裁
判
所
が
宣
言
し
た
と
い
う
意
味
で
、
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
判
決
こ
そ
が
、
有
名
な
一
人
一
票
（one 

person, one vote

）
と
い
う
基
準
が
確
立
さ
れ
た
判
決
で
あ
る
、

と
い
う
意
味
で
も
重
要
で
あ
る
。

1　

事
実
の
概
要

サ
ン
ダ
ー
（Jam

es S
anders

）
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
フ
ル
ト

ン
郡

（
46
）

に
住
む
有
権
者
で
あ
る
が
、
民
主
党
の
州
執
行
部
委
員
長
で

あ
る
グ
レ
イ
（Jam

es H
. G

ray

）
を
相
手
取
っ
て
、
同
州
の
予

備
選
挙
制
度
（
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
はC

ounty U
nit S

ystem

と

呼
ぶ
。
各
郡
に
ユ
ニ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
る
投
票
権
を
割
り
当
て
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。）
の
違
憲
性
を
主
張
し
て
、
訴
え
を
提
起
し
た
。

ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
は
民
主
党
が
強
く
、
そ
の
結
果
、
民
主
党
内
に

お
け
る
予
備
選
挙
が
、
通
常
は
、
州
の
公
職
を
決
定
す
る
機
能
を

有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

サ
ン
ダ
ー
は
、
民
主
党
の
予
備
選
挙
方
法
は
、
小
さ
な
郡
に
強

い
力
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
で
、
不
平
等
だ
と
主
張
し
た
。
農

村
部
に
位
置
す
る
郡
に
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
人
口
の
三
分
の
一

し
か
住
ん
で
い
な
い
の
に
、
州
の
投
票
権
総
数
四
一
〇
ユ
ニ
ッ
ト

の
過
半
数
を
出
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ

れ
に
対
し
、
そ
の
時
点
で
、
フ
ル
ト
ン
郡
に
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
総

判
断
適
合
性
に
な
ん
ら
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
、

と
結
論
す
る
。」

こ
れ
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
判
事
は
、
そ
の
反
対
意
見

（
ハ
ー
ラ
ン
判
事
は
こ
れ
に
賛
同
）
で
次
の
様
に
述
べ
た
。

「
原
告
は
投
票
す
る
権
利
及
び
そ
れ
を
計
数
さ
れ
る
権
利
を

有
し
て
い
る
が
、
彼
ら
は
投
票
を
許
さ
れ
、
そ
の
投
票
は
既

に
計
数
さ
れ
て
い
る
。
彼
ら
の
主
張
は
彼
ら
の
投
票
が
十
分

に
強
力
な
も
の
で
は
無
い
、
と
言
う
こ
と
で
あ
る
。
彼
ら
は
、

救
済
を
、
裁
判
所
で
は
無
く
、
立
法
制
度
に
求
め
る
べ
き
で

あ
る
。」

3　

そ
の
後

こ
の
判
決
に
よ
り
、
立
法
府
の
選
挙
区
は
、
同
等
の
重
み
を
持

つ
よ
う
に
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
う
原
則
が
確
立
し

た
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
そ
の
回
想
録
中
で
、
こ
の
判
決
を
、
彼
の

在
任
中
の
最
重
要
判
決
と
述
べ
て
い
る

（
45
）

。

（
二
）　

グ
レ
イ
対
サ
ン
ダ
ー
事
件

こ
のG
ray v. S

anders, 372 U
.S

. 368 

（1963

）
事
件
は
、

各
政
党
が
行
っ
て
い
る
予
備
選
挙
と
い
う
、
い
わ
ば
政
党
内
の
私

的
行
事
に
も
、
ベ
イ
カ
ー
事
件
の
法
理
が
適
用
に
な
る
事
を
、
連

二
七
八



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
三
五
）

し
て
い
る
。
政
党
の
予
備
選
挙
に
よ
る
有
権
者
の
排
除
は
、

州
に
よ
る
強
制
排
除
の
効
果
を
有
す
る
」

そ
の
上
で
、
予
備
選
挙
に
お
け
る
一
票
の
格
差
を
問
題
に
し
、

次
の
様
に
述
べ
る
。

「
独
立
宣
言
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
ゲ
テ
ィ
ス
バ
ー
グ
の
演
説
、

そ
し
て
第
一
五
修
正
、
第
一
七
修
正
、
お
よ
び
第
一
九
修
正

が
述
べ
て
い
る
政
治
的
平
等
の
概
念
は
た
だ
一
つ
、
一
人
一

票
を
意
味
す
る

（
47
）

。」

こ
の
下
り
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
が
一
人
一
票
の
原
則
を
明
確

に
宣
言
し
た
最
初
で
あ
り
、
以
後
、
投
票
権
の
平
等
に
言
及
す
る

す
べ
て
の
判
例
が
、
こ
の
判
決
を
引
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
）　

レ
イ
ノ
ル
ズ
対
シ
ム
ズ
事
件

こ
のR

eynolds v. S
im

s, 377 U
.S

. 533 

（1964

）
事
件
は
、

連
邦
最
高
裁
判
所
が
州
議
会
に
お
け
る
一
票
の
格
差
を
問
題
に
し

た
事
件
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
ベ
イ
カ
ー
事
件
判
決
を
受
け
て
、

一
層
踏
み
込
ん
だ
判
決
を
下
し
た
の
が
、
こ
の
事
件
で
あ
る
。

こ
の
訴
訟
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡

（
48
）

の
住
民
で
あ

り
、
有
権
者
で
あ
り
、
納
税
者
で
あ
る
シ
ム
ズ
（M

. O
. S

im
s

）

等
が
提
起
し
た
ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。

人
口
の
一
四
・
一
一
％
の
人
口
が
住
ん
で
い
る
の
に
、
与
え
ら
れ

て
い
る
投
票
権
は
六
ユ
ニ
ッ
ト
で
一
・
四
六
％
に
す
ぎ
な
い
。
例

え
ばE

chols 

郡
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
で
最
小
の
郡
で
、
人
口
は
わ

ず
か
に
九
三
八
人
と
、
総
人
口
の
〇
・
〇
五
％
に
過
ぎ
な
い
の
に
、

同
郡
に
は
一
ユ
ニ
ッ
ト
の
投
票
権
（
す
な
わ
ち
全
体
の

〇
・
四
八
％
）
が
、
予
備
選
挙
制
度
の
下
で
は
割
り
当
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
結
果
、
両
郡
の
投
票
権
に
は
一
〇
倍
も
の
格
差
が
あ

る
と
い
う
の
で
あ
る
。

2　

判
決
の
内
容

票
決
は
八
対
一
と
な
っ
た
。
反
対
意
見
は
ハ
ー
ラ
ン
判
事
で
あ

る
。
判
決
文
は
ダ
グ
ラ
ス
判
事
が
執
筆
し
た
。
ダ
グ
ラ
ス
判
事
は
、

判
決
冒
頭
で
、
端
的
に
述
べ
る
。

「
我
々
は
、
こ
の
政
党
の
予
備
選
挙
と
い
う
活
動
が
、
第

一
四
修
正
の
適
用
と
な
る
ス
テ
ィ
ツ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る

と
し
た
、
原
審
判
決
に
同
意
す
る
。」

そ
の
原
審
判
決
は
、
次
の
様
に
述
べ
て
い
た
の
で
あ
る
。

「
我
々
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
は
、
州
は
、
そ
れ
が
必
要
と
す

る
管
理
者
を
介
し
て
、
予
備
選
挙
に
協
力
し
、
党
の
ル
ー
ル

に
し
た
が
っ
て
、
そ
の
権
力
を
行
使
し
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
れ
は
公
選
機
構
の
一
部
と
し
て
、
予
備
選
挙
制
度
を
採
用

二
七
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
三
六
）

郡
に
配
分
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
次
回
の

合
衆
国
国
勢
調
査
が
行
わ
れ
た
後
に
開
か
れ
る
最
初
の
会

期
ま
で
は
、
改
正
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
。

第
四
条
一
九
九
節

一
九
一
〇
年
に
行
わ
れ
る
合
衆
国
国
勢
調
査
、
そ
し
て
そ

の
後
一
〇
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
後
、
最
初
の

会
期
に
、
国
勢
調
査
に
よ
る
各
郡
の
住
民
の
人
口
に
従
い
、

下
院
議
員
の
数
及
び
州
内
の
郡
へ
の
配
分
を
行
う
法
律
を

確
定
す
る
こ
と
は
、
議
会
の
義
務
で
あ
る
。
各
郡
は
少
な

く
と
も
一
名
の
下
院
議
員
を
配
分
さ
れ
る
。

第
四
条
二
〇
〇
節

一
九
一
〇
年
に
行
わ
れ
る
合
衆
国
国
勢
調
査
、
そ
し
て
そ

の
後
一
〇
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
の
後
、
最
初
の

会
期
に
、
国
勢
調
査
に
よ
る
各
郡
の
住
民
の
人
口
に
従
い
、

上
院
議
員
の
数
及
び
州
内
の
上
院
選
挙
区
へ
の
配
分
を
行

う
法
律
を
確
定
す
る
こ
と
は
、
議
会
の
義
務
で
あ
る
。
上

院
選
挙
区
は
、
議
員
数
だ
け
設
置
さ
れ
、
各
選
挙
区
は
、

そ
の
住
民
の
人
口
が
ほ
ぼ
等
し
く
な
る
よ
う
に
分
割
さ
れ
、

各
選
挙
区
に
は
一
名
の
上
院
議
員
だ
け
が
配
分
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
選
挙
区
は
一
度
設
定
さ
れ
た
後
は
、
次
の
合
衆

1　

事
件
の
概
要

ア
ラ
バ
マ
州
は
二
院
制
を
採
用
し
て
お
り
、
そ
の
議
席
数
及
び
、

そ
れ
を
ア
ラ
バ
マ
州
の
各
地
域
に
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
は

一
九
〇
一
年
ア
ラ
バ
マ
州
憲
法
が
定
め
て
い
た
。

そ
れ
を
示
す
と
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
四
条
五
〇
節

議
会
は
、
最
高
三
五
名
の
上
院
議
員
と
、
最
高
一
〇
五
名

の
下
院
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
、
こ
の
憲
法
の
述
べ
る
と
こ

ろ
に
し
た
が
い
、
数
地
区
及
び
郡
に
配
分
さ
れ
る
。
上
述

の
数
の
下
院
議
員
に
加
え
、
今
後
創
設
さ
れ
る
新
し
い
郡

に
は
一
名
の
下
院
議
員
が
配
分
さ
れ
る
。

第
四
条
一
九
七
節

上
院
議
員
の
総
数
は
、
下
院
議
員
の
総
数
の
四
分
の
一
以

上
、
三
分
の
一
以
下
と
す
る
。

第
四
条
一
九
八
節

下
院
は
、
最
高
一
〇
五
名
の
議
員
よ
り
構
成
さ
れ
る
。
但

し
、
新
し
く
郡
が
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
そ
の
郡
に
は
一

名
の
下
院
議
員
が
配
分
さ
れ
る
。
下
院
議
員
は
、
議
会
に

よ
り
、
一
〇
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
合
衆
国
の
国
勢
調
査
の

結
果
確
定
さ
れ
た
各
郡
の
住
民
の
人
口
に
応
じ
て
、
州
の

二
八
〇



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
三
七
）

所
に
対
し
、
ア
ラ
バ
マ
州
の
公
職
選
挙
法
が
ア
ラ
バ
マ
州
憲
法
及

び
第
一
四
修
正
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
宣
言
及
び
選
挙
法
が
改
正
さ
れ
な
い
限
り
、
一
九
六
二
年

一
一
月
の
選
挙
の
差
し
止
め
命
令
を
求
め
て
、
一
九
六
一
年
八
月

二
六
日
に
出
訴
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ア
ラ
バ
マ
州
議
会
は
一
九
六
二
年
七
月
一
二
日

に
臨
時
会
を
開
き
、
一
九
六
六
年
の
選
挙
か
ら
効
力
を
有
す
る
二

つ
の
再
配
分
計
画
を
採
択
し
た
。

第
一
の
そ
れ
は
州
憲
法
の
改
正
を
提
案
す
る
も
の
で
、
六
七
上

院
議
員
修
正
と
称
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
下
院
に
つ
い
て
は
、

一
〇
六
名
の
議
員
を
、
ア
ラ
バ
マ
州
の
六
七
郡
に
一
名
宛
配
分
し
、

残
り
は
人
口
に
応
じ
て
等
し
く
配
分
さ
れ
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

上
院
は
六
七
名
に
増
員
さ
れ
、
一
名
宛
各
郡
に
配
分
さ
れ
る
。
議

会
は
、
こ
の
憲
法
修
正
を
一
九
六
二
年
一
一
月
に
行
わ
れ
る
通
常

選
挙
の
際
、
選
挙
民
の
投
票
に
付
す
る
こ
と
と
し
た
。

第
二
の
定
数
是
正
案
は
、
通
常
の
法
律
と
し
て
議
会
で
採
択
さ

れ
、
ア
ラ
バ
マ
州
知
事
の
署
名
に
よ
り
成
立
し
た
。
正
式
名
称
を
、

一
九
六
二
年
ア
ラ
バ
マ
議
席
再
配
分
法
（A

labam
a 

R
eapportionm

ent A
ct of 1962

）、
通
称
を
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・

ウ
ェ
ッ
ブ
法
（C

raw
ford-W

ebb A
ct

）
と
い
う
こ
の
法
律
は
、

国
国
勢
調
査
の
後
に
開
催
さ
れ
る
配
分
の
た
め
の
会
期
ま

で
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
配
分
会
期
の
後
に
新
し
い

郡
が
創
設
さ
れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
郡
は
既
存
の
常
勤
選

挙
区
に
編
入
さ
れ
る
。
い
か
な
る
郡
も
二
つ
の
選
挙
区
に

分
割
さ
れ
る
こ
と
は
無
く
、
い
か
な
る
選
挙
区
も
互
い
に

隣
接
し
な
い
二
つ
以
上
の
郡
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。

第
一
八
条
二
八
四
節

議
会
の
選
挙
制
度
は
人
口
に
基
づ
き
、
選
挙
制
度
が
人
口

に
基
づ
く
こ
と
は
、
憲
法
修
正
が
無
い
限
り
変
更
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
。

ア
ラ
バ
マ
州
で
は
郡
の
数
が
一
九
〇
三
年
に
一
つ
増
加
し
て

六
七
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
訴
訟
の
時
点
に
お
け
る
上
院

議
員
は
三
五
名
、
下
院
議
員
は
一
〇
六
名
と
な
っ
て
い
た
。
と
こ

ろ
が
、
ア
ラ
バ
マ
州
の
公
職
選
挙
法
に
お
け
る
選
挙
区
は
、

一
九
〇
〇
年
の
国
勢
調
査
以
降
、
変
更
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
か

ら
一
九
六
〇
年
ま
で
の
間
に
、
人
口
の
増
加
率
は
均
等
で
は
無
く
、

そ
の
結
果
と
し
て
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
等
は
、
定
数
の
不
均
衡

に
よ
り
、「
自
由
か
つ
平
等
な
選
挙
に
お
け
る
平
等
な
投
票
権
」

が
侵
害
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
原
告
は
、
連
邦
裁
判

二
八
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
三
八
）

州
の
総
人
口
の
わ
ず
か
二
五
・
一
％
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
上
院

議
員
の
過
半
数
を
選
出
し
て
お
り
、
同
様
に
総
人
口
の

二
五
・
七
％
が
住
ん
で
い
る
郡
が
下
院
議
員
の
過
半
数
を
選
出
し

て
い
た
。
上
院
の
場
合
に
は
一
票
の
価
値
の
格
差
は
四
一
対
一
に

達
し
て
お
り
、
下
院
の
場
合
で
も
一
六
対
一
に
な
っ
て
い
た
。
ブ

ロ
ッ
ク
郡
（B

ullock C
ounty

）
の
人
口
は
一
万
三
、四
六
二
人
、

ヘ
ン
リ
ー
郡
（H

enry C
ounty

）
の
人
口
は
一
万
五
、二
八
六
人

な
の
に
、
両
郡
は
そ
れ
ぞ
れ
二
議
席
を
ア
ラ
バ
マ
下
院
に
有
し
て

い
る
一
方
、
モ
バ
イ
ル
郡
（M

obile C
ounty

）
は
三
一
万

四
、三
〇
一
人
も
の
人
口
が
あ
る
の
に
与
え
ら
れ
て
い
る
の
は
わ

ず
か
三
議
席
で
あ
っ
た
。
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
（Jeff erson 

C
ounty

）
は
、
こ
の
時
点
の
人
口
は
六
三
万
四
、八
六
四
人
も

あ
っ
た
の
に
、
こ
れ
に
対
し
、
七
議
席
し
か
与
え
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
上
院
議
員
に
関
し
て
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
憲
法
の
規
定
が
、

一
郡
に
一
議
席
以
上
を
与
え
る
こ
と
を
解
釈
さ
れ
て
い
た
の
で
、

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
は
六
〇
万
人
以
上
の
人
口
が
あ
る
の
に
、
上

院
議
員
は
一
名
し
か
配
分
さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
ラ
ウ
ン
ズ
郡

（L
ow

ndes C
ounty

）
は
人
口
一
万
五
、四
一
七
人
、
ウ
ィ
ル

コ
ッ
ク
ス
郡
（W

ilcox C
ounty

）
は
一
万
八
、七
三
九
人
な
の

に
、
一
名
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

憲
法
改
正
案
が
州
の
有
権
者
の
過
半
数
の
承
認
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
場
合
、
も
し
く
は
有
権
者
の
承
認
は
得
ら
れ
て
も
連
邦
裁
判
所

が
憲
法
改
正
案
を
第
一
四
修
正
の
要
件
に
適
合
し
て
い
な
い
と
し

て
拒
絶
し
た
場
合
の
、
予
備
の
法
律
で
あ
る
。
内
容
は
、
上
院
議

員
に
つ
い
て
は
三
五
の
上
院
選
挙
区
を
代
表
す
る
三
五
人
の
議
員

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
と
し
、
そ
れ
ま
で
の
選
挙
区
を
一
部
だ
け

修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
下
院
の
一
〇
六
議
席
の
配
分
は
、
法
定

の
措
置
は
、
各
郡
に
そ
れ
ぞ
れ
一
議
席
を
与
え
、
残
り
の
三
九
議

席
を
、
ラ
フ
に
人
口
比
例
で
配
分
す
る
方
式
で
あ
っ
た
。
ク
ロ

フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ェ
ッ
ブ
法
は
ま
た
、
こ
の
議
席
配
分
は
「
議
会
が
、

法
律
に
基
づ
い
て
再
配
分
さ
れ
る
ま
で
」
そ
れ
が
有
効
で
あ
る
と

定
め
て
い
た
。

先
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
一
九
六
二
年

三
月
二
六
日
に
、
ベ
イ
カ
ー
対
カ
ー
判
決
を
下
し
た
。
そ
こ
で
、

ア
ラ
バ
マ
州
の
連
邦
地
方
裁
判
所
の
審
理
は
、
こ
の
判
決
に
準
拠

し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

一
九
六
二
年
七
月
二
一
日
に
、
事
件
を
審
理
し
て
い
た
連
邦
地

裁
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
議
会
に
お
け
る
こ
れ
ま
で
の
代
表
制
は
、
第

一
四
修
正
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
て
い
る
と
判
断
し
た
。
現

行
の
規
定
に
、
一
九
六
〇
年
国
勢
調
査
の
数
値
を
適
用
す
る
と
、

二
八
二



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
三
九
）

基
づ
く
と
す
る
原
則
そ
の
も
の
を
改
正
す
れ
ば
、
今
次
憲
法
改
正

も
可
能
で
あ
る
が
、
ア
ラ
バ
マ
州
最
高
裁
判
所
は
、
既
に
同
節
の

修
正
は
、
憲
法
改
正
会
議
（constitutional convention

）
に
よ

ら
な
け
れ
ば
不
可
能
と
し
て
い
る
の
で
、
通
常
の
憲
法
改
正
手
続

で
修
正
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

同
様
に
、
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ェ
ッ
ブ
法
に
よ
る
場
合
に
は
、

総
人
口
の
三
七
％
が
、
下
院
の
過
半
数
を
選
出
し
う
る
こ
と
と
な

る
。
確
か
に
、
一
票
の
格
差
は
現
行
の
一
六
対
一
よ
り
は
小
さ
く

な
る
が
、
そ
れ
で
も
五
対
一
に
達
す
る
。
同
法
は
、「
正
し
い
方

向
へ
の
一
歩
で
は
あ
る
が
、
極
端
に
小
さ
な
一
歩
で
あ
る
」
と
地

方
裁
判
所
は
評
価
し
た
。
同
法
の
上
院
に
関
す
る
改
革
も
否
定
す

る
。
例
え
ば
ビ
ブ
郡
（B

ibb C
ounty

）
と
ペ
リ
ー
郡
（P

erry 
C
ounty

）
と
い
う
二
つ
の
郡
で
構
成
さ
れ
る
上
院
選
挙
区
の
住

民
の
投
票
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
の
住
民
の
投
票
よ
り
二
〇
倍

も
価
値
が
あ
る
。
ま
た
、
最
小
の
六
郡
で
構
成
さ
れ
た
選
挙
区
の

住
民
は
、
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
の
有
権
者
の
そ
れ
の
一
五
倍
の
価

値
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
地
方
裁
判
所
は
、
ク
ロ

フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ェ
ッ
ブ
法
が
、
恒
久
法
の
一
部
と
し
て
、
ア
ラ
バ

マ
州
憲
法
の
下
で
、
少
な
く
と
も
次
回
の
国
勢
調
査
の
後
ま
で
有

効
と
定
め
て
い
る
こ
と
を
「
全
く
容
認
で
き
な
い
」
と
結
論
づ
け

つ
い
で
、
地
方
裁
判
所
は
ア
ラ
バ
マ
州
議
会
が
提
案
し
て
い
る

憲
法
改
正
案
と
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ェ
ッ
ブ
法
に
つ
い
て
、
現
行

の
違
憲
状
態
を
解
消
す
る
に
適
当
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
を
検
討

し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
の
い
ず
れ
も
、
連
邦
憲
法
の
平
等
保
護
条

項
に
照
ら
し
、
違
憲
で
あ
る
と
結
論
し
た
。

憲
法
改
正
案
に
つ
い
て
い
う
と
、
現
行
制
度
で
は
州
の
総
人
口

の
二
五
・
一
％
の
住
ん
で
い
る
地
域
が
上
院
議
員
の
過
半
数
を
選

出
し
て
い
る
点
で
問
題
で
あ
っ
た
の
に
、
こ
の
改
正
案
だ
と
総
人

口
の
一
九
・
四
％
の
人
び
と
が
上
院
の
過
半
数
を
支
配
出
来
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
三
四
の
小
さ
な
郡
は
、

そ
の
人
口
の
合
計
が
ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
に
届
か
な
い
の
に
、

三
四
議
席
と
上
院
の
過
半
数
を
出
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

な
い
し
は
将
来
憲
法
改
正
が
あ
る
場
合
に
は
、
総
人
口
の
一
四
％

の
人
び
と
が
そ
れ
を
阻
め
る
こ
と
に
な
る
（
ア
ラ
バ
マ
州
憲
法
で

は
、
い
ず
れ
か
の
院
の
総
議
員
の
五
分
の
二
が
反
対
す
れ
ば
、
憲

法
改
正
を
阻
め
る
か
ら
で
あ
る
）。
そ
し
て
、
一
票
の
格
差
は
、

元
の
四
一
対
一
か
ら
五
九
対
一
に
拡
大
し
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

考
え
ら
れ
る
唯
一
の
合
理
化
案
は
、
上
院
に
つ
い
て
も
人
口
比
例

を
認
め
る
こ
と
で
あ
る
と
、
地
方
裁
判
所
は
結
論
を
下
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
ア
ラ
バ
マ
州
憲
法
第
一
八
条
二
八
四
節
の
人
口
に

二
八
三



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
四
〇
）

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
ま
た
、
住
民
に
よ
る
直
接
請
求
（initiative

）

制
度
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
法
に
は
存
在
し
な
い
。
州
憲
法
の
改
正
は
、

議
会
の
両
議
院
の
議
員
の
五
分
の
三
以
上
で
採
択
し
た
後
、
州
民

投
票
で
過
半
数
の
同
意
を
得
て
、
始
め
て
実
現
す
る
。

こ
う
し
て
他
に
手
段
が
無
い
た
め
、
当
初
の
原
告
は
、
再
び
裁

判
所
の
救
済
を
求
め
て
出
訴
し
た
。

2　

判
決
の
内
容

票
決
は
七
対
一
と
な
っ
た
。
唯
一
の
反
対
意
見
は
ハ
ー
ラ
ン
判

事
で
あ
る
。
判
決
文
は
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
執
筆
し
た
。
ウ
ォ
ー
レ
ン

は
、
冒
頭
、
次
の
様
に
宣
言
す
る
。

「
紛
れ
も
な
く
、
合
衆
国
憲
法
は
、
連
邦
の
選
挙
と
同
様
に
、

州
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
投
票
す
る
資
格
を
有
す
る
す
べ
て

の
市
民
の
権
利
を
保
護
す
る
。
参
政
権
の
権
利
を
否
定
ま
た

は
制
限
し
よ
う
と
す
る
試
み
を
含
ん
で
い
る
事
件
で
は
、
当

法
廷
は
一
貫
し
て
、
こ
の
不
可
侵
性
を
明
確
に
し
て
き
た
。」

こ
の
よ
う
に
述
べ
た
上
で
ベ
イ
カ
ー
事
件
等
の
判
例
を
引
用
し
、

さ
ら
に
サ
ン
ダ
ー
事
件
を
引
用
し
て
、
一
人
一
票
の
原
則
を
こ
の

場
合
に
も
適
用
す
る
。

ハ
ー
ラ
ン
判
事
の
こ
の
事
件
に
お
け
る
反
対
意
見
は
少
し
興
味

深
い
の
で
、
紹
介
す
る
。
彼
は
、
多
数
意
見
は
第
一
四
修
正
が
定

た
。そ

こ
で
、
地
方
裁
判
所
は
一
九
六
二
年
一
一
月
の
選
挙
の
た
め

に
、
上
院
に
関
し
て
憲
法
改
正
案
と
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ェ
ッ
ブ

法
に
含
ま
れ
て
い
る
規
程
か
ら
成
る
暫
定
的
な
定
数
是
正
計
画
を

採
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
「
ク
ロ
フ
ォ
ー

ド
・
ウ
ェ
ッ
ブ
法
に
お
け
る
上
院
の
定
数
是
正
提
案
は
、
恒
久
法

の
一
部
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
が
、
絡
ま
っ
た
結
び
目
は
壊

さ
な
い
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
た
。
一
九
六
二
年
七
月
二
五
日
、

地
方
裁
判
所
は
こ
の
命
令
を
発
し
た
。

地
裁
の
決
定
後
、
憲
法
改
正
案
と
ク
ロ
フ
ォ
ー
ド
・
ウ
ェ
ッ
ブ

法
を
決
定
し
た
の
と
同
じ
臨
時
会
期
に
お
い
て
、
裁
判
所
の
命
じ

た
臨
時
定
数
再
配
分
法
が
可
決
さ
れ
、
直
ち
に
発
効
し
、
新
し
い

予
備
選
挙
も
、
そ
し
て
、
一
一
月
の
選
挙
も
そ
れ
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。

ア
ラ
バ
マ
州
議
会
の
議
員
は
両
院
と
も
四
年
の
任
期
な
の
で
、

次
の
選
挙
は
一
九
六
六
年
ま
で
行
わ
れ
な
い
。
一
九
六
三
年
の
通

常
会
で
、
議
会
は
定
数
配
分
改
善
の
た
め
の
活
動
を
全
く
せ
ず
、

次
回
の
会
期
は
一
九
六
五
年
ま
で
開
催
し
な
い
こ
と
を
決
め
た
。

こ
の
結
果
、
ア
ラ
バ
マ
州
議
会
の
議
員
定
数
配
分
の
不
均
衡
問

題
を
解
決
す
る
効
果
的
な
政
治
的
な
救
済
策
が
示
さ
れ
る
可
能
性

二
八
四



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
四
一
）

お
か
し
い
と
考
え
て
い
る
。

﹇
お
わ
り
に
﹈

ウ
ォ
ー
レ
ン
の
主
導
し
た
一
連
の
判
決
を
非
常
に
嫌
っ
て
い
る

ニ
ク
ソ
ン
が
、
一
九
六
八
年
の
選
挙
で
大
統
領
の
座
を
獲
得
し
た
。

そ
こ
で
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
自
分
の
後
継
者
の
選
定
に
影
響
力
を

確
保
す
る
べ
く
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
が
大
統
領
の
間
に
辞
任
す
る
こ
と

を
考
え
、
ジ
ョ
ン
ソ
ン
に
通
知
し
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
そ
の
後
、

ウ
ォ
ー
レ
ン
の
後
継
と
し
て
、
フ
ォ
ー
タ
ス
（A

be F
ortas

）

判
事
を
昇
格
さ
せ
、
そ
の
フ
ォ
ー
タ
ス
の
後
任
に
は
、
司
法
長
官

の
ホ
ー
マ
ー
（H

om
er T

hornberry

）
を
任
命
し
よ
う
と
し
た
。

し
か
し
、
議
事
妨
害
に
直
面
し
て
、
フ
ォ
ー
タ
ス
の
指
名
は
撤
回

さ
れ
た
。
ニ
ク
ソ
ン
は
就
任
後
に
、
バ
ー
ガ
ー
（W

arren 
B
urger

）
を
、
最
高
裁
判
所
長
官
を
任
命
し
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、

正
式
に
一
九
六
九
年
六
月
二
三
日
に
引
退
し
た
。

退
職
後
に
、
彼
は
回
顧
録
を
執
筆
し
た
。
そ
れ
は
彼
の
死
後
の

一
九
七
七
年
に
出
版
さ
れ
た
。
一
九
七
四
年
に
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、

心
臓
発
作
に
見
舞
わ
れ
、
死
去
し
た
。

冒
頭
に
述
べ
た
と
お
り
、
彼
の
改
革
は
き
わ
め
て
革
新
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
ス
ト
ー
ン
及
び
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
の
二
代
に

め
る
平
等
保
護
条
項
の
本
来
の
目
的
を
無
視
し
、
こ
の
条
項
は
本

来
投
票
権
に
は
及
ば
な
い
、
と
主
張
す
る
。
最
高
裁
判
所
が
自
ら

の
「
善
き
政
府
（good governm

ent

）」
の
概
念
を
各
州
に
押
し

付
け
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
創
造
性
を
窒
息
さ
せ
、
連
邦
制
の

侵
害
だ
と
す
る
。
ハ
ー
ラ
ン
は
さ
ら
に
、
合
衆
国
憲
法
自
体
が
、

各
州
に
、
そ
の
人
口
の
多
寡
に
関
わ
ら
ず
二
名
の
連
邦
上
院
議
員

を
認
め
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
も
し
原
告
レ
イ
ノ
ル
ズ
が
正
し

い
の
な
ら
、
人
口
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
各
州
に
上
院
二
議
席
を
与

え
る
制
度
の
正
当
性
も
疑
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
と
論
じ
た
の
で

あ
る
。

こ
の
箇
所
は
、
ち
ょ
っ
と
聞
く
と
説
得
力
が
あ
る
。
そ
の
た
め

に
、
事
実
の
概
要
で
州
憲
法
の
詳
細
な
紹
介
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
本
件
の
場
合
に
は
、
州
憲
法
は
明
確
に
上
院
も
人
口

に
基
づ
く
と
し
て
い
る
の
に
、
ハ
ー
ラ
ン
は
そ
れ
を
無
視
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

わ
が
国
参
議
院
に
、
人
口
比
の
規
定
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

仮
に
国
会
が
参
議
院
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
ご
と
に
二
名
の
議
員

と
定
め
て
も
、
そ
れ
は
違
憲
で
は
な
い
。
最
高
裁
は
、
一
票
の
価

値
の
平
等
を
機
械
的
に
参
議
院
に
も
適
用
し
、
憲
法
四
四
条
が
保

障
し
て
い
る
国
会
の
立
法
裁
量
権
を
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は

二
八
五



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
四
二
）

る
バ
ー
ク
レ
ー
な
ど
も
所
在
す
る
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
オ
ー

ク
ラ
ン
ド
・
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
に
よ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
た
め
、
そ
の
郊
外
と
し
て
発
展
し
て
い
る
。

（
3
） 

二
〇
一
〇
年
にJerry B

row
n

が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
知
事

に
三
選
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
彼
は
一
九
七
四
年
、 

一
九
七
八
年
と

二
期
続
け
て
知
事
に
な
っ
た
後
、
二
八
年
経
っ
た
二
〇
一
〇
年
に

当
選
し
た
の
で
あ
り
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
よ
う
に
連
続
し
て
三
期
続

け
た
訳
で
は
な
い
た
め
、
禁
止
規
定
に
該
当
し
な
い
の
で
あ
る
。

（
4
） 

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
回
想
録
中
で
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。

「
私
は
立
ち
退
き
命
令
と
、
そ
れ
を
支
持
し
た
自
分
の
証
言
を
深

く
後
悔
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
立
ち
退
き
命
令
は
、
ア
メ
リ
カ
人

の
自
由
と
い
う
概
念
と
も
、
市
民
の
諸
権
利
と
も
あ
い
い
れ
な
い

の
で
あ
る
。
家
庭
と
か
学
友
と
か
、
気
に
入
っ
た
環
境
か
ら
遮
二

無
二
引
き
離
さ
れ
た
罪
の
な
い
い
た
い
け
な
子
ど
も
た
ち
に
思
い

を
は
せ
る
と
、
い
つ
も
良
心
の
う
ず
く
の
を
感
じ
る
。
た
と
え
国

家
の
治
安
上
、
立
ち
退
き
の
動
機
は
正
当
だ
と
思
わ
れ
た
に
し
ろ
、

日
系
人
が
不
忠
誠
だ
と
い
う
は
っ
き
り
し
た
証
拠
も
な
い
の
に
、

あ
あ
も
一
時
の
感
情
に
か
ら
れ
て
即
応
し
た
の
は
、
ま
ち
が
い

だ
っ
た
。」（
注
一
紹
介
回
想
録
二
五
〇
頁
）

（
5
） 

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
任
命
の
動
機
に
つ
い
て

は
、
注
一
紹
介
回
想
録
二
四
頁
参
照
。

（
6
） 

“C
hief Justice for S

ocial C
hange”

と
い
う
の
は
、D

.J. 
H
erda 

に
よ
っ
て
書
か
れ
た
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
伝
記
の
表
題

（E
nslow

 P
ublishers 

（1994

））
で
あ
る
。

わ
た
る
連
邦
最
高
裁
判
所
が
き
わ
め
て
保
守
的
で
あ
っ
た
だ
け
に
、

そ
の
革
新
性
は
際
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
ニ
ク
ソ
ン
の
意
に
反

し
、
バ
ー
ガ
ー
第
一
五
代
長
官
も
、
こ
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト

の
判
例
を
多
く
の
場
合
に
引
き
継
い
だ
結
果
、
そ
の
方
向
性
は
、

今
日
ま
で
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
マ
ー
シ
ャ
ル
と

並
ぶ
優
れ
た
最
高
裁
判
所
長
官
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
1
） 

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
そ
の
引
退
後
に
回
想
録
を
書
い
た
。

ウ
ォ
ー
レ
ン
は
一
九
七
四
年
に
死
亡
し
た
が
、
そ
の
回
想
録
は

“T
he M

em
oirs of C

hief Justice E
arl W

arren”

の
表
題
で

D
oubleday

社
か
ら
一
九
七
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
（
二
〇
〇
一
年

にM
adison B

ooks

よ
り
再
刊
さ
れ
て
い
る
。）。
わ
が
国
で
は
、

昭
和
六
一
年
（
一
九
八
六
年
）
に
『
ウ
ォ
ー
レ
ン
回
想
録
』
彩
流

社
刊
（
森
田
幸
夫
訳
）
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
本
稿
執
筆
に
当

た
っ
て
は
原
書
を
参
照
し
て
い
る
が
、
注
記
に
当
た
っ
て
は
、
読

者
の
便
宜
を
考
え
、
翻
訳
書
の
頁
を
示
す
こ
と
と
す
る
。
こ
の
回

想
録
に
よ
る
と
、
こ
の
当
時
は
ま
だ
司
法
試
験
が
無
く
、
ロ
ー
ス

ク
ー
ル
を
卒
業
す
る
と
、
教
授
の
推
薦
に
よ
り
法
曹
資
格
が
与
え

ら
れ
た
と
い
う
（
同
書
八
六
頁
参
照
）。

（
2
） 

ア
ラ
ミ
ダ
郡
（A

lam
eda C

ounty

）：
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

湾
を
挟
ん
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
対
岸
に
広
が
る
郡
で
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
を
郡
都
と
し
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
出
身
校
の
所
在
す

二
八
六



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
四
三
）

の
一
九
五
〇
年
の
人
口
が
三
二
、二
一
五
人
、
二
〇
一
〇
年
の
人
口

は
三
四
、九
七
一
人
と
、
ほ
と
ん
ど
人
口
変
動
も
な
い
小
さ
な
郡
で

あ
る
（
人
口
は
国
勢
調
査
に
よ
る
）。

（
12
） 

ト
ピ
ー
カ
市
（C

ity of T
opeka

）
は
、
カ
ン
ザ
ス
州
東
部

に
あ
る
都
市
で
、
カ
ン
ザ
ス
州
の
州
都
で
あ
る
。
一
九
五
〇
年
の

人
口
は
七
万
八
、七
九
一
人
、
二
〇
〇
〇
年
の
人
口
は
一
二
万

三
、三
七
七
人
で
あ
る
。

（
13
） 

同
名
の
郡
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
の
プ
リ
ン
ス

･

エ
ド
ワ
ー
ド
郡
（P

rince E
dw

ard C
ounty

）
は
、
ヴ
ァ
ー
ジ

ニ
ア
州
中
央
部
に
位
置
す
る
郡
で
、
一
九
五
〇
年
の
人
口
は
一
万

五
、三
九
八
人
、
二
〇
一
〇
の
人
口
は
二
万
三
、三
六
八
人
で
あ
る
。

（
14
） 

ク
レ
イ
モ
ン
ト
（C

laym
ont

）：
日
本
と
異
な
り
、
米
国
で
は
、

地
域
住
民
が
地
方
自
治
体
と
し
て
の
法
人
格
を
欲
す
る
場
合
に
の

み
、
地
方
自
治
体
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。
ク
レ
イ
モ
ン
ト
は
、
そ

の
意
味
で
地
方
自
治
体
で
は
無
く
、
単
に
国
勢
調
査
上
、
調
査
を

行
う
上
で
そ
の
単
位
と
さ
れ
て
い
る
地
区
で
あ
る
（C

ensus-
designated place; C

D
P

）。
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
最
北
端
に
位
置
す
る

地
区
で
、
一
九
五
〇
年
当
時
の
人
口
は
不
明
で
あ
る
が
、

一
九
七
〇
年
は
六
、
五
八
四
人
、
二
〇
一
〇
年
の
人
口
は

八
、二
五
三
人
で
あ
る
か
ら
余
り
人
口
変
動
の
な
い
地
区
で
あ
る
。

（
15
） 

ホ
ー
カ
シ
ン
（H

ockessin

）
は
、
ク
レ
イ
モ
ン
ト
に
隣
接
す

る
地
区
で
、
同
様
に
地
方
自
治
体
で
は
無
く
、
国
勢
調
査
地
区
で

あ
る
。
事
件
当
時
の
人
口
は
不
明
で
、
最
初
の
国
勢
調
査
デ
ー
タ

は
二
〇
一
〇
年
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
人
口
は
一
万

（
7
） 

ウ
ォ
ー
レ
ン
の
、
最
高
裁
判
所
長
官
在
職
中
の
、
裁
判
所
業

務
と
は
関
わ
り
の
な
い
重
要
な
活
動
と
し
て
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
委
員

会
（W

arren C
om

m
ission

）
が
あ
る
。
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺

事
件
を
検
証
す
る
た
め
、
一
九
六
三
年
一
一
月
二
九
日
に
ジ
ョ
ン

ソ
ン
大
統
領
に
よ
り
設
置
さ
れ
た
「
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
暗
殺
に
関

す
る
大
統
領
特
命
調
査
委
員
会
」
の
こ
と
で
、
委
員
長
を
ウ
ォ
ー

レ
ン
が
務
め
た
こ
と
か
ら
、
こ
う
通
称
さ
れ
る
。
詳
し
く
は
、
注

一
紹
介
回
想
録
五
六
三
頁
以
下
参
照
。

（
8
） 

ド
レ
ッ
ド･

ス
コ
ッ
ト
事
件
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
米
国
奴

隷
制
と
ド
レ
ッ
ド･

ス
コ
ッ
ト
事
件 

│
ト
ー
ニ
ー
第
五
代
長
官
の

時
代
│
」 

日
本
法
学 

七
八
巻
四
号
一
一
九
頁
以
下
参
照
。

（
9
） 

プ
レ
ッ
シ
ー
対
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
事
件
に
つ
い
て
、
拙
稿
「
第

一
四
修
正
と
裁
判
所 

│
ウ
ェ
イ
ト
第
七
代
及
び
フ
ラ
ー
第
八
代
長

官
の
時
代
│
」 

日
本
法
学 

七
九
巻
二
号
一
七
五
頁
以
下
参
照
。

（
10
） 

こ
の
黒
人
校
は
、
一
九
五
一
年
に
名
称
が
変
更
さ
れ
、
テ
キ

サ
ス
南
大
学
サ
ー
グ
ッ
ド
・
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

（T
hurgood M

arshall S
chool of L

aw
 at T

exas S
outhern 

U
niversity

）
と
な
っ
た
。T

hurgood M
arshall 

は
、
黒
人
で
、

こ
の
ス
ウ
ェ
ッ
ト
事
件
の
弁
護
士
を
務
め
、
第
三
項
に
紹
介
し
て

い
る
ブ
リ
ッ
ク
ス
事
件
で
も
弁
護
士
を
務
め
、
さ
ら
に
ブ
ラ
ウ
ン

事
件
の
弁
護
士
も
務
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
一
九
六
七
年
に
は
、

黒
人
初
の
連
邦
最
高
裁
判
所
判
事
と
な
っ
た
。

（
11
） 

ク
ラ
レ
ン
ド
ン
郡
（C

larendon C
ounty

）
は
、
サ
ウ
ス
カ

ロ
ラ
イ
ナ
州
の
中
部
に
位
置
す
る
郡
で
、
ブ
リ
ッ
グ
ス
事
件
当
時

二
八
七



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
四
四
）

何
人
か
の
判
事
は
憲
法
上
の
解
釈
と
し
て
、
ま
た
最
高
裁
の
先
例

に
照
ら
し
て
、『
隔
離
す
れ
ど
も
平
等
』
の
法
理
を
く
つ
が
え
す
の

に
抵
抗
を
覚
え
た
が
、
人
種
別
学
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
の
が

道
徳
上
も
ま
た
政
治
的
に
正
し
く
な
い
こ
と
も
認
識
し
て
い
た
。

中
で
も
南
部
出
身
の
ス
タ
ン
レ
ー･

リ
ー
ド
判
事
は
人
種
別
学
を

違
憲
と
す
る
の
に
最
後
ま
で
抵
抗
し
た
も
の
の
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
判

事
の
説
得
に
最
後
は
折
れ
て
同
意
す
る
。」（
阿
川
尚
之
『
憲
法
で

読
む
ア
メ
リ
カ
史
』
下
巻
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
、
二
四
一
頁
よ
り
引
用
）

こ
れ
が
真
実
で
あ
る
な
ら
ば
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
行
動
は
、
大
津

事
件
に
お
け
る
児
島
惟
謙
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
で
、
一
方
に
お

い
て
確
か
に
最
高
裁
判
所
の
権
威
を
守
っ
た
が
、
他
方
に
お
い
て

個
々
の
裁
判
官
の
自
由
に
対
す
る
露
骨
な
侵
害
が
行
わ
れ
た
こ
と

に
な
る
。
膝
詰
め
談
判
を
執
拗
に
繰
り
返
し
た
、
と
い
う
点
か
ら

見
れ
ば
、
平
賀
書
簡
事
件
よ
り
も
悪
質
と
評
価
し
て
も
良
い
で
あ

ろ
う
。
し
か
し
、
阿
川
は
、
こ
の
重
大
な
記
述
に
つ
い
て
、
そ
の

出
典
を
書
い
て
い
な
い
。

（
19
） 

“w
ith all deliberate speed”

と
い
う
語
に
つ
い
て
は
、『
原

典
ア
メ
リ
カ
史
第
六
巻
』（
岩
波
書
店
刊
）、『
英
米
判
例
百
選
』

（
有
斐
閣
刊
）
等
で
は
、「
可
及
的
速
や
か
に
」
と
い
う
訳
を
与
え

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
注
一
紹
介
書
四
六
八
頁
で
は
「
も
っ
ぱ

ら
慎
重
な
速
度
」
と
い
う
訳
を
与
え
て
お
り
、
定
訳
が
存
在
し
て

い
な
い
。

（
20
） 
南
部
宣
言
に
つ
い
て
は
、
連
邦
下
院
の
次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
。

三
、五
二
七
人
で
あ
る
。

（
16
） 

ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
に
よ
る
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
へ
の
政
治
的
圧
力

に
つ
い
て
は
、
注
一
紹
介
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
回
想
録
四
七
二
頁
以
下

参
照
。

（
17
） 

ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
が
、
無
理
に
判
決
に
立
ち
会
っ
た
経
緯
に

関
し
て
は
、
注
一
紹
介
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
回
想
録
一
九
頁
以
下
よ
り

引
用
。

（
18
） 

阿
川
尚
之
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
判
決
が
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
強
い
働

き
か
け
の
結
果
、
全
員
一
致
に
な
っ
た
と
記
述
す
る
。

「
一
九
五
二
年
に
最
高
裁
が
こ
の
事
件
を
取
り
上
げ
た
と
き
に
は
、

フ
レ
ッ
ド･

ヴ
ィ
ン
ソ
ン
判
事
が
首
席
判
事
を
つ
と
め
て
い
た
。

こ
の
年
の
一
二
月
、
口
頭
弁
論
が
終
わ
っ
た
後
、
判
事
た
ち
は
会

議
を
開
い
て
判
決
の
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

一
部
の
判
事
は
憲
法
の
解
釈
上
、
違
憲
に
は
で
き
な
い
と
主
張

し
た
。
意
見
は
ま
と
ま
ら
ず
、
結
局
翌
年
も
う
一
度
口
頭
弁
論
を

開
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
時
間
稼
ぎ
の
意
味
も

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
国
論
を
二
分
す
る
こ
の
事
件
に
性
急
な
結

論
は
出
し
た
く
な
い
。
判
事
た
ち
は
そ
う
考
え
た
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
で
予
期
せ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る
。
一
九
五
三
年
の

九
月
に
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
首
席
判
事
が
急
死
し
た
の
で
あ
る
。〈
中
略
〉

新
し
い
首
席
判
事
は
、
最
高
裁
判
事
の
意
見
が
割
れ
れ
ば
、
国
論

も
大
き
く
割
れ
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
年
の

一
二
月
に
再
度
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
た
あ
と
、
判
事
一
人
ひ
と
り

を
粘
り
強
く
説
得
し
、
全
員
一
致
の
判
決
を
出
そ
う
と
努
力
す
る
。

二
八
八



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
四
五
）

が
、
あ
ら
ゆ
る
被
告
人
に
弁
護
士
に
よ
る
代
理
が
必
要
と
ま
で
は

言
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
た
。

（
24
） 

ワ
イ
ル
ズ
（H

arry E
m
erson W

ildes

）：
一
八
九
〇
年
生

ま
れ
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
卒
業
後
、
一
九
二
七
年
ま
で
慶
應
義
塾

大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
と
い
う
。
一
九
二
七
年
、
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
よ
り
、
社
会
学
の
博
士
号
を
取
得
。S

ocial C
urrents 

in Japan 

（1927

）、Japan in C
risis 

（1934

）、A
liens in the 

E
ast 

（1937

）
な
ど
、
日
本
に
関
す
る
研
究
書
を
刊
行
し
て
お
り
、

第
二
次
大
戦
中
は
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部
（
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
、

日
本
で
は
普
通
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
呼
ば
れ
た
。）
で
政
治
顧
問
を
務
め
、
そ

の
た
め
憲
法
執
筆
チ
ー
ム
に
編
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、

T
yphoon in T

okyo: T
he O

ccupation and Its A
fterm

ath 

（1954

）
と
い
う
本
を
刊
行
し
て
い
る
。W

illiam
 P

enn

等
の
伝

記
作
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

（
25
） 

供
述
書
の
誓
約
文
の
原
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

I do hereby sw
ear that I m

ake this statem
ent 

voluntarily and of m
y ow

n free w
ill, w

ith no threats, 
coercion, or prom

ises of im
m
unity, and w

ith full 
know

ledge of m
y legal rights, understanding any statem

ent 
I m

ake m
ay be used against m

e.

（
26
） 

ウ
ォ
ー
レ
ン
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、
第
五
条
修
正
の
「
自

己
負
罪
禁
止
条
項
」
と
呼
ば
れ
る
規
定
で
あ
る
。

（
27
） 
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
引
用
し
て
い
る
の
は
、
第
六
修
正
の
「
弁
護

人
依
頼
権
条
項
」
と
呼
ば
れ
る
規
定
で
あ
る
。

http://history.house.gov/H
istorical-H

ighlights/
1951-2000/T

he-S
outhern-M

anifesto-of-1956/
（
21
） Johnson v. Z

erbst,

（304 U
.S

. 458 

（1938

））
事
件
：
ジ
ョ

ン
ソ
ン
は
、
偽
造
通
貨
を
所
持
し
、
使
用
し
、
流
通
さ
せ
た
と
い

う
重
罪
に
当
た
る
罪
で
起
訴
さ
れ
、
弁
護
人
抜
き
の
裁
判
で
有
罪

を
宣
告
さ
れ
た
。
ジ
ョ
ン
ソ
ン
は
、
第
六
修
正
の
権
利
が
侵
害
さ

れ
た
と
い
う
理
由
で
、
人
身
保
護
令
状
の
発
布
を
求
め
た
。
下
級

審
は
否
認
し
た
が
、
連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
六
対
二
で
、
意
図
し

て
弁
護
士
を
付
け
る
権
利
を
放
棄
し
て
い
る
の
で
無
い
限
り
、
第

六
修
正
違
反
で
あ
る
と
宣
言
し
た
。

（
22
） 

パ
ウ
エ
ル
対
ア
ラ
バ
マ
州
事
件
（P

ow
ell v. A

labam
a, 287 

U
.S

. 45 

（1932

））
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
憲
法
革
命
前
後
│

ヒ
ュ
ー
ズ
第
一
一
代
長
官
の
時
代
│
」
日
中
法
学
七
九
巻
四
号

一
〇
四
頁
以
下
参
照
。

（
23
） 

ベ
ッ
ツ
対
ブ
レ
イ
デ
ィ
（B

etts v. B
rady, 316 U

.S
. 455 

（1942

））
事
件
：
ベ
ッ
ツ
は
強
盗
罪
で
起
訴
さ
れ
、
弁
護
士
を
要

求
し
た
が
拒
否
さ
れ
、
自
己
弁
護
を
強
制
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
人

身
保
護
令
状
の
発
布
を
求
め
て
、
連
邦
最
高
裁
判
所
ま
で
争
っ
た

が
、
六
対
三
で
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
判
決
理
由
中
で
、
ロ

バ
ー
ツ
判
事
は
、
第
一
四
修
正
は
、
裁
判
の
公
平
性
と
権
利
と
い

う
一
般
的
か
つ
基
本
的
な
考
え
方
に
反
す
る
裁
判
に
よ
る
投
獄
を

禁
止
し
て
お
り
、
特
定
の
事
件
で
弁
護
士
を
求
め
る
権
利
は
、
こ

の
よ
う
な
基
本
的
な
公
平
性
に
欠
け
て
い
る
が
た
め
に
有
罪
判
決

に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
場
合
に
考
え
ら
れ
る
が
、
修
正
条
項

二
八
九



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
四
六
）

白
の
調
書
は
、
彼
が
署
名
す
る
ま
で
、
彼
は
彼
の
妻
を
呼
び
出
す

こ
と
が
で
き
な
い
と
言
わ
れ
た
後
に
署
名
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

し
て
控
訴
し
た
。
自
白
の
任
意
性
と
い
う
問
題
に
関
し
て
は
、
陪

審
員
が
決
定
す
る
と
い
う
地
元
の
慣
行
の
た
め
、
そ
の
文
書
は
一

般
評
決
に
提
出
さ
れ
て
い
た
。
最
高
裁
判
所
は
、
自
白
は
任
意
で

は
無
く
、
そ
の
提
出
は
第
一
四
修
正
の
定
め
る
適
正
手
続
条
項
に

違
反
す
る
と
判
決
し
た
。

（
32
） 

例
え
ばIllinois v. G

ates, 462 U
.S

. 213 

（1983

）
事
件
。

こ
の
事
件
で
、
警
察
当
局
は
ゲ
イ
ト
夫
妻
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
か
ら
麻

薬
を
運
ん
で
い
る
と
述
べ
た
匿
名
の
手
紙
に
基
づ
き
捜
索
令
状
を

得
、
同
夫
妻
が
帰
宅
し
た
と
こ
ろ
で
捜
索
を
実
施
し
て
、
そ
の
家

屋
内
で
多
量
の
マ
リ
フ
ァ
ナ
を
発
見
し
た
。
こ
の
事
件
で
は
、
匿

名
の
情
報
源
に
基
づ
く
捜
索
令
状
の
合
憲
性
が
問
題
と
な
っ
た
が
、

レ
ン
ク
ィ
ス
ト
（W

illiam
 R

ehnquist

）
判
事
は
、
関
連
性
総
合

テ
ス
ト
に
よ
り
合
憲
と
判
決
し
た
。

（
33
） 

オ
ル
ム
ス
テ
ッ
ド
対
合
衆
国
事
件
（O

lm
stead v. U

nited 
S
tates, 277 U

.S
. 438 

（1928

））
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
ロ
ッ
ク

ナ
ー
時
代
│
ホ
ワ
イ
ト
第
九
代
及
び
タ
フ
ト
第
一
〇
代
長
官
の
時

代
│
」
日
中
法
学
七
九
巻
三
号
一
四
八
頁
参
照
。

（
34
） 

ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
対
合
衆
国
事
件
（G

oldm
an v. U

nited 
S
tates, 316 U

.S
. 129 

（1942

））：
弁
護
士
の
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
や

シ
ュ
ー
ル
マ
ン
（S

hulm
an

）
は
、
破
産
手
続
内
で
金
銭
を
受
領

し
又
は
そ
の
取
得
を
試
み
た
こ
と
か
ら
、
連
邦
破
産
法
違
反
の
共

謀
罪
で
起
訴
さ
れ
、
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
そ
の
捜
査
の
際
、
捜

（
28
） 

こ
こ
で
は
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
原
文
か
ら
敢

え
て
主
語
を
落
と
し
て
「for ages to com

e, and... designed to 
approach im

m
ortality as nearly as hum

an institutions can 
approach it

」
と
引
用
し
て
い
る
。
元
の
文
章
を
完
全
に
紹
介
す

れ
ば
、
次
の
様
な
文
章
で
あ
る
。

A
 constitution is fram

ed for ages to com
e, and is 

designed to approach im
m
ortality as nearly as hum

an 
institutions can approach it.

（
29
） C

ohens v. V
irginia, 6 W

heat. 264, 387 

（1821

）
事
件
：

拙
稿
「
米
国
違
憲
立
法
審
査
権
の
確
立
│
第
四
代
マ
ー
シ
ャ
ル
長

官
の
時
代
│
」『
日
本
法
学
』
七
八
巻
三
号
一
四
九
頁
参
照
。

（
30
） 

ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
委
員
会
：
フ
ー
バ
ー
大
統
領
が
、

ウ
ィ
ッ
カ
ー
シ
ャ
ム
（G

eorge W
. W

ickersham

）
元
検
事
総
長

を
委
員
長
に
、
一
九
二
九
年
に
設
立
し
た
、
正
式
に
は
「
法
律
遵

守
お
よ
び
執
行
に
関
す
る
国
家
委
員
会
」（N

ational C
om

m
ission 

on L
aw

 O
bservance and E

nforcem
ent

）
と
呼
ば
れ
る
委
員
会

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
第
一
八
修
正
に
よ
る
禁
酒
法
施
行
の
た
め
、

米
国
内
に
脱
税
が
蔓
延
し
、
犯
罪
組
織
の
成
長
を
促
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
31
） H

aynes v. W
ashington, 373 U

.S
. 503 

（1963

）：
こ
れ
は

エ
ス
コ
ベ
ド
事
件
に
先
行
す
る
、
自
白
の
任
意
性
に
関
す
る
連
邦

最
高
裁
判
所
判
例
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
州
裁
判
所
に
お
い
て
、

ヘ
イ
ン
ズ
は
、
強
盗
と
し
て
有
罪
判
決
を
受
け
た
。
彼
は
こ
れ
に

対
し
、
彼
は
一
六
時
間
に
わ
た
っ
て
隔
離
拘
禁
さ
れ
、
さ
ら
に
自

二
九
〇



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
四
七
）

る
と
思
わ
れ
、
傍
受
対
象
の
機
器
が
対
象
犯
罪
と
の
関
連
で
用
い

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
信
じ
る
に
足
り
る
相
当
な
理
由
が
存
在
す
る

場
合
に
、
令
状
を
発
布
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
令
状
に
は
、
傍
受
対
象
者
、
傍
受
対
象
と
な
る
通
信
機

器
の
性
質
及
び
場
所
、
対
象
と
な
る
通
信
の
類
型
に
関
す
る
説
明
、

許
可
を
受
け
た
機
関
の
属
性
又
は
人
物
の
身
元
、
傍
受
を
許
可
す

る
期
間
を
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
36
） 

逮
捕
さ
れ
た
の
は
、John S

inclair, L
arry P

lam
ondon

及

びJohn F
orrest

で
あ
る
。
彼
ら
は
、
シ
ン
ク
レ
ア
を
党
首
と
す

る
ホ
ワ
イ
ト･

パ
ン
サ
ー
（W

hite P
anther

）
と
名
乗
る
政
治
組

織
の
構
成
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
政
党
は
、
公
民
権
運
動
に
お
い
て

ブ
ラ
ッ
ク･

パ
ン
サ
ー
（B

lack P
anther P

arty

）
を
支
援
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
過
激
な
反
人
種
差
別
集
団
で
あ
っ
た
。

な
お
ブ
ラ
ッ
ク
パ
ン
サ
ー
と
は
、
一
九
六
六
年
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
オ
ー
ク
ラ
ン
ド
に
お
い
て
都
市
部
の
貧
し
い
黒
人
が
居
住

す
る
ゲ
ッ
ト
ー
を
警
官
か
ら
自
衛
す
る
た
め
の
組
織
と
し
て
結
成

さ
れ
、
そ
の
後
、
マ
ル
コ
ム
Ｘ
の
暴
力
主
義
を
受
け
継
ぎ
、
黒
人

民
族
主
義
運
動
・
黒
人
解
放
闘
争
を
展
開
し
て
い
た
急
進
的
な
政

治
組
織
で
あ
る
。
共
産
主
義
と
民
族
主
義
を
標
榜
し
て
お
り
、
革

命
に
よ
る
黒
人
解
放
を
提
唱
し
、
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
に
対

し
武
装
蜂
起
を
呼
び
か
け
た
。
し
か
し
、
ニ
ク
ソ
ン
政
権
の
執
拗

な
弾
圧
に
よ
り
党
員
が
次
々
と
逮
捕
さ
れ
、
一
九
七
一
年
に
は
政

治
的
に
柔
軟
化
し
、
以
後
は
貧
困
層
の
児
童
に
対
す
る
無
料
の
食

事
配
給
や
、
治
療
費
が
無
料
の
「
人
民
病
院
」
の
建
設
を
行
う
な

査
官
は
盗
聴
器
を
隔
壁
に
取
り
付
け
、
音
波
を
受
信
し
、
そ
の
音

を
拡
大
す
る
と
い
う
方
法
に
依
り
彼
ら
の
会
話
を
聞
き
取
っ
て
い

た
。
多
数
意
見
を
執
筆
し
た
ロ
バ
ー
ツ
判
事
は
、
オ
ル
ム
ス
テ
ッ

ド
事
件
と
こ
の
事
件
と
の
間
に
線
引
き
で
き
る
よ
う
な
合
理
的
又

は
論
理
的
な
区
別
は
存
在
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
捜
査
官
の
行
為
は

第
四
修
正
に
違
反
し
な
い
と
判
決
し
た
。

（
35
） 

同
法
第
三
編
（T

itleⅢ

）
は
、
国
内
で
行
わ
れ
る
有
線
、
口

頭
、
電
子
的
通
信
の
傍
受
を
対
象
と
し
、
連
邦
捜
査
当
局
に
対
し
、

裁
判
所
へ
の
通
信
傍
受
令
状
を
請
求
す
る
権
限
を
付
与
し
て
い
る
。

令
状
請
求
の
要
件
は
、
合
衆
国
法
律
集
第
一
八
編
第
二
五
一
八
条

（
一
）
項
に
定
め
が
置
か
れ
て
い
る
。
同
条
項
は
、「
本
章
に
基
づ

く
有
線
、
口
頭
、
又
は
電
子
的
通
信
の
傍
受
を
許
可
又
は
承
認
す

る
命
令
の
各
申
請
は
、
宣
誓
又
は
確
約
を
記
し
た
書
面
に
よ
り
、

管
轄
権
の
あ
る
裁
判
官
に
対
し
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
当
該

申
請
に
際
し
て
は
、
申
請
人
の
権
限
を
陳
述
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
規
定
し
、
申
請
書
に
記
載
す
べ
き
事
項
と
し
て
、
捜
査
官

又
は
法
執
行
官
の
身
元
、
当
該
犯
罪
の
詳
細
、
傍
受
を
行
う
機
器

の
性
質
及
び
場
所
、
対
象
と
な
る
通
信
の
詳
細
、
被
疑
者
の
身
元
、

傍
受
時
間
等
を
列
挙
し
て
い
る
。
令
状
申
請
を
受
け
た
裁
判
官
は
、

①
対
象
と
な
る
罪
が
犯
さ
れ
又
は
犯
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
信
じ
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
存
在
し
、
②
傍
受
に
よ
っ
て

対
象
と
な
る
罪
に
関
す
る
特
定
の
情
報
を
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
こ

と
を
信
じ
る
に
足
り
る
相
当
の
理
由
が
存
在
し
、
③
通
常
の
捜
査

手
順
が
失
敗
し
又
は
失
敗
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
も
っ
と
も
で
あ

二
九
一



日
本
法
学　

第
八
十
巻
第
四
号
（
二
〇
一
五
年
二
月
）

（
一
七
四
八
）

持
つ
。

（
40
） 

デ
ニ
ス
事
件
（D

ennis v. U
nited S

tates, 341 U
.S

. 494 , 
at 507 

（1951

））：
拙
稿
「
戦
争
と
連
邦
最
高
裁
判
所
―
ス
ト
ー
ン

第
一
二
代
長
官
及
び
ヴ
ィ
ン
ソ
ン
第
一
三
代
長
官
の
時
代
―
」
日

本
法
学
八
〇
巻
一
号
一
七
七
頁
参
照
。

（
41
） L

uther v. B
orden

（48 U
.S

. 1 

（1849

））
事
件
：
ロ
ー
ド

ア
イ
ラ
ン
ド
州
憲
法
は
、
一
六
六
三
年
に
制
定
さ
れ
た
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
一
八
四
〇
年
代
に
お
い
て
は
少
な
く
と
も
一
三
四
ド
ル

以
上
の
価
値
あ
る
土
地
の
所
有
者
で
あ
る
男
性
だ
け
が
選
挙
権
を

有
し
て
い
た
。
し
か
し
産
業
革
命
の
影
響
で
多
く
の
人
び
と
が
都

市
部
に
集
中
し
た
結
果
、
白
人
男
性
の
六
割
は
選
挙
権
が
否
定
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
、
そ
の
当
時
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
ら
移
民

し
て
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
だ
っ
た
。
彼
ら
は
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ

ン
ド
州
憲
法
は
、
英
国
王
の
認
可
に
よ
っ
て
発
効
し
て
お
り
、
か

つ
、
白
人
男
性
の
四
割
し
か
選
挙
権
を
持
た
な
い
の
は
、
合
衆
国

憲
法
四
条
四
節
の
共
和
制
保
障
条
項
（
合
衆
国
は
、
こ
の
連
邦
内

の
す
べ
て
の
州
に
対
し
共
和
政
体
を
保
障
す
る
）
に
違
反
し
て
い

る
と
し
て
運
動
を
起
こ
し
た
。
運
動
は
暴
力
的
な
も
の
へ
と
変
化

し
た
（
指
導
者
のT

hom
as W

ilson D
orr

の
名
か
ら
ド
ー
ル
暴

動
（D

orr R
ebellion

）
と
呼
ば
れ
る
）。
ル
ー
サ
ー
（M

artin 
L
uther

）
は
、
そ
の
運
動
に
参
加
し
て
い
て
警
官
の
ボ
ー
デ
ン

（L
uther M

. B
orden

）
に
よ
っ
て
逮
捕
さ
れ
た
。
ボ
ー
デ
ン
は
、

さ
ら
に
、
ル
ー
サ
ー
の
自
宅
を
捜
索
し
、
そ
の
財
産
を
没
収
し
た
。

そ
こ
で
、
ル
ー
サ
ー
は
、
ロ
ー
ド
ア
イ
ラ
ン
ド
州
政
府
が
違
憲
の

ど
、
地
域
社
会
に
お
け
る
奉
仕
活
動
に
専
念
し
た
が
、
一
九
七
〇

年
代
半
ば
に
は
ほ
ぼ
消
滅
し
て
い
た
。
残
存
し
た
強
硬
派
は
黒
人

解
放
軍
を
名
乗
り
、
銃
撃
戦
や
爆
弾
攻
撃
、
脱
獄
な
ど
で

一
九
八
〇
年
代
初
頭
ま
で
抵
抗
を
続
け
た
。

（
37
） 

ア
ン
・
ア
ー
バ
ー
（
ア
ナ
ー
バ
ー
と
発
音
さ
れ
る
場
合
も
あ

る
）
は
、
ウ
ォ
シ
ュ
ト
ノ
ー
郡
（W

ashtenaw
 C

ounty

）
の
郡
都

で
、
二
〇
一
〇
年
の
国
政
調
査
で
は
人
口
一
一
万
三
、九
三
四
人
で
、

ミ
シ
ガ
ン
州
で
は
六
番
目
に
大
き
な
町
で
あ
る
。
ミ
シ
ガ
ン
大
学

の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

（
38
） 

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
総
務
省
情
報
通
信
政
策
研
究
所
の

海
外
情
報
通
信
判
例
研
究
会
報
告
書
第
一
集
が
非
常
に
参
考
に
な

る
。

http://w
w
w
.soum

u.go.jp/m
ain_content/000050881.pdf

（
39
） 

全
員
一
致
と
い
う
場
合
、
通
常
はunanim

ous decision

と

い
う
形
式
に
よ
る
が
、
こ
の
判
決
で
はP

er curiam
 

と
い
う
形
式

が
と
ら
れ
た
。
こ
れ
は
ラ
テ
ン
語
で
「
裁
判
所
に
よ
っ
て
（by 

the court

）」
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
。
各
裁
判
官
が
個
別
に
意

見
を
述
べ
る
通
常
の
判
決
に
対
し
、
簡
潔
に
「
こ
れ
は
裁
判
所
と

し
て
の
判
断
だ
」
と
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
形
式
を
採
用

す
る
と
、
通
例
の
判
決
と
異
な
り
、
そ
の
意
見
に
賛
同
し
た
判
事

の
名
前
が
付
さ
れ
な
い
。
但
し
、
少
数
意
見
の
判
事
が
い
れ
ば
、

そ
の
名
は
記
さ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、P

er curiam

は
全
員
一
致

で
な
い
場
合
に
も
採
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
形
式
を
採
用

す
る
と
「
法
的
に
新
た
な
論
点
は
な
い
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を

二
九
二



社
会
を
変
え
た
最
高
裁
判
所
（
甲
斐
）

（
一
七
四
九
）

一
九
六
〇
年
は
人
口
に
占
め
る
有
権
者
の
割
合
が
著
し
く
増
加
し

て
い
る
。

（
45
） 

注
一
紹
介
回
想
録
四
九
八
頁
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ウ
ン
事
件
よ

り
も
、
ベ
イ
カ
ー
対
カ
ー
事
件
「
こ
そ
称
賛
さ
れ
て
当
然
だ
と
思

わ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
46
） 

フ
ル
ト
ン
郡
（F

ulton C
ounty

）
は
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
北

西
部
に
位
置
す
る
郡
で
、
そ
の
郡
都
は
、
州
都
で
も
あ
る
ア
ト
ラ

ン
タ
（A

tlanta

）
市
で
あ
る
。
同
市
は
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
最
大
の
都

市
で
あ
る
（
二
〇
一
〇
年
の
国
政
調
査
で
四
二
万
〇
、〇
〇
三
人
）

か
ら
、
フ
ル
ト
ン
郡
も
ま
た
人
口
最
大
の
郡
で
、
二
〇
一
〇
年
の

国
政
調
査
の
結
果
に
依
れ
ば
、
九
二
万
〇
、五
八
一
人
と
な
る
。

（
47
） 

連
邦
最
高
裁
判
所
が
一
人
一
票
原
則
を
宣
言
し
た
原
文
を
次

に
紹
介
す
る
。

T
he conception of political equality from

 the 
D
eclaration of Independence, to L

incoln’s G
ettysburg 

A
ddress, to the F

ifteenth, S
eventeenth, and N

ineteenth 
A
m
endm

ents can m
ean only one thing - one person, one 

vote.

（
48
） 

ジ
ェ
フ
ァ
ー
ソ
ン
郡
（Jeff erson C

ounty

）
は
、
ア
ラ
バ
マ

州
中
央
部
に
位
置
す
る
郡
で
、
郡
都
は
同
州
で
最
大
の
人
口
を
持

つ
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
（
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
で
は
二
一
万

二
、二
三
七
人
）
で
あ
り
、
同
郡
も
、
二
〇
一
〇
年
の
国
勢
調
査
人

口
は
六
五
万
八
、四
六
六
人
と
多
い
。

存
在
で
あ
る
が
故
に
、
ボ
ー
デ
ン
は
無
権
限
で
あ
っ
た
と
し
て
訴

え
た
。
ト
ー
ニ
ー
は
、
共
和
制
保
障
条
項
の
強
制
は
、
大
統
領
と

議
会
の
権
限
で
あ
っ
て
、
本
質
的
に
政
治
問
題
（political 

question
）
で
あ
り
、
司
法
審
査
の
対
象
外
で
あ
る
と
判
決
し
た
。

（
42
） C

olegrove v. G
reen, 328 U

.S
. 549 

（1946

）
事
件
：
コ
ー

ル
グ
ロ
ー
ブ
は
、
イ
リ
ノ
イ
州
議
会
が
一
九
〇
一
年
以
降
、
議
会

の
選
挙
区
の
再
編
を
行
っ
て
い
な
か
っ
た
結
果
、
人
口
一
、〇
〇
〇

人
の
農
村
郡
と
一
〇
万
人
の
都
市
部
住
民
が
等
し
い
投
票
権
を

持
っ
て
い
る
と
い
う
不
均
衡
が
生
じ
て
い
る
と
し
て
訴
え
た
が
、

連
邦
最
高
裁
判
所
は
、
こ
れ
は
政
治
問
題
で
あ
っ
て
、
非
司
法
的

事
項
で
あ
る
と
し
て
訴
え
を
退
け
た
。
な
お
、
こ
の
判
決
は
、
ス

ト
ー
ン
長
官
が
死
亡
し
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
判
事
が
ニ
ュ
ー
ル
ン
ベ
ル

ク
裁
判
で
不
在
で
あ
っ
た
た
め
、
七
人
の
判
事
で
下
さ
れ
、
四
対

三
と
い
う
僅
差
の
判
決
で
あ
っ
た
。

（
43
） 

シ
ェ
ル
ビ
ー
郡
（S

helby C
ounty

）：
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

テ
ネ
シ
ー
州
西
端
、
ミ
シ
シ
ッ
ピ
川
に
面
す
る
郡
で
あ
り
、
郡
都

は
メ
ン
フ
ィ
ス
（M

em
phis

）
で
あ
る
。
メ
ン
フ
ィ
ス
は
、
州
都

ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
を
上
回
る
同
州
最
大
の
都
市
（
二
〇
一
〇
年
の
国

政
調
査
の
人
口
は
六
四
万
六
、八
八
九
人
）
で
あ
る
た
め
、
シ
ェ
ル

ビ
ー
郡
全
体
の
人
口
は
、
二
〇
一
〇
年
の
国
政
調
査
で
は
九
二
万

七
、六
四
四
人
に
達
し
て
い
る
。

（
44
） 

一
九
二
〇
年
、
婦
人
参
政
権
を
承
認
し
た
合
衆
国
憲
法
第

一
九
修
正
が
成
立
し
た
が
、
テ
ネ
シ
ー
州
で
は
臨
時
会
を
開
い
て

同
修
正
を
批
准
し
た
。
こ
の
結
果
、
一
九
〇
一
年
に
比
べ
て
、

二
九
三
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